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Arcserveサポートへのお問い合わせ

Arcserveサポート

テクニカルサポートへの問い合わせ

Arcserveサポートをご利用いただくと次のことができます。

Arcserveサポート の専門家が社内で共有しているのと同じ情報ライブラリに

直接アクセスできます。このサイトから、弊社のナレッジベース( KB) ドキュメント

にアクセスできます。ここから、重要な問題やよくあるトラブルについて、製品

関連 KB技術情報を簡単に検索し、検証済みのソリューションを見つけること

ができます。

ライブチャット リンクを使用して、Arcserveサポート チームと瞬時にリアルタイム

で会話を始めることができます。ライブチャットでは、製品にアクセスしたまま、

懸念事項や質問に対する回答を即座に得ることができます。

Arcserveグローバルユーザコミュニティでは、質疑応答、ヒントの共有、ベスト

プラクティスに関する議論、他のユーザとの対話に参加できます。

サポート チケットを開くことができます。オンラインでサポート チケットを開くと、

質問の対象製品を専門とする担当者から直接、コールバックを受けられま

す。

また、使用している Arcserve製品に適したその他の有用なリソースにアクセス

できます。

http://www.arcserve.com/support


Arcserveアプライアンスの返品ポリシー

有効な RMA (返品認定 )番号は、製品を Arcserveに返却するために必要で

す。RMA番号を取得するには、Arcserveテクニカルサポート部門にお問い合わせ

ください。お客様の担当者の連絡先情報については、arcserve.com/supportを参

照してください。サポート チームから RMAデータの送信先が通知される場合があ

ります。

返品には、10%の返品手数料がかかります。以下は例外となります。1)注文が

間違って履行された場合、Arcserveは RMAを受け入れ、全額を返金します。2)
欠陥のあるアイテムが30日以内に返品された場合、Arcserveは RMAを受け入

れ、全額を返金します。3)ハードウェアに技術的な問題がある場合、解決のため

の適切な期間を経過した後もサポートによって解決できなければ、Arcserveは
RMAを受け入れ、同等の価値のあるハードウェアの交換を提供します。

RMA リクエストに必要な情報：

製品のシリアル番号 (アプライアンスの背面に記載があります)

Arcserve注文番号

パートナーの連絡先名

パートナーの電話番号

パートナーの電子メールアドレス

お客様の連絡先名 (可能な場合 )

電話番号 (可能な場合 )

電子メールアドレス(可能な場合 )

問題の説明とすでに実行されたトラブルシューティングの説明。

要求された配送サービスおよび出荷先住所。

RMA番号は、パッケージの外側に明確に記されている必要があります。すべての

RMAは、適切な梱包で出荷される必要があります。すべてのRMAは、荷物のト

ラッキングおよび保証を提供する信頼できる運送業者を使用して出荷する必要

があります。出荷時の破損または RMAの損失はお客様の責任になります。

http://www.arcserve.com/us/support.aspx
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第1章 : Arcserveアプライアンスのドキュメントについて

Arcserveアプライアンスユーザガイドは、Arcserveアプライアンスを使用する方法

の理解に役立ちます。Arcserveアプライアンスの特長については、「概要」を参照

してください。残りのセクションでは、Arcserveアプライアンスのインストールと使用方

法について説明します。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

言語サポート 2

製品ドキュメント 3

第1章 : Arcserveアプライアンスのドキュメントについて 1



言語サポート

言語サポート

翻訳済み製品 (ローカライズ済み製品とも言います) とは、製品のユーザインター

フェース、オンラインヘルプ、その他のドキュメントのローカル言語サポートに加え

て、日付、時刻、通貨、数値に関してローカル言語でのデフォルトの書式設定を

サポートする国際化製品です。

このリリースは英語版のみです。
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製品ドキュメント

製品ドキュメント

Arcserve UDP関連のすべてのドキュメントを参照するには、このリンクをクリックして

Arcserveのドキュメントにアクセスしてください。

Arcserve UDPナレッジセンターは、以下のドキュメントで構成されています。

Arcserve UDP ソリューションガイド

一元管理されたコンソール環境で Arcserve UDPソリューションを使用するため

の詳細情報が提供されています。このガイドには、ソリューションをインストール

および設定する方法、データを保護およびリストアする方法、レポートを取得

する方法、Arcserve High Availabilityを管理する方法などの情報が含まれて

います。手順には、コンソールの使用を中心に、さまざまな保護プランの使用

方法が含まれています。

Arcserve UDP リリースノート

Arcserve Unified Data Protectionの主な機能、システム要件、既知の問題、

ドキュメントの問題、制限事項などの概要が説明されています。

Arcserve UDP Agent for Windowsユーザガイド

Windowsオペレーティングシステムで Arcserve UDP Agentを使用するための詳

細情報が提供されています。このガイドには、エージェントをインストールおよ

び設定する方法、Windows ノードを保護およびリストアする方法などの情報

が含まれています。

Arcserve UDP Agent for Linuxユーザガイド

Linuxオペレーティングシステムで Arcserve UDP Agentを使用するための詳細

情報が提供されています。このガイドには、エージェントをインストールおよび

設定する方法、Linux ノードを保護およびリストアする方法などの情報が含ま

れています。

第1章 : Arcserveアプライアンスのドキュメントについて 3

https://documentation.arcserve.com/Arcserve-UDP/Available/10.0/JPN/Bookshelf.html




第2章 : Arcserveアプライアンスの紹介

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

概要 6

安全に関する注意事項 11

同梱されている内容 12

箱に含まれていない項目 16

利用可能なモデル 17

コントロールおよびインジケータ 24

アプライアンスが使用するポート 35

第2章 : Arcserveアプライアンスの紹介 5



概要

概要

Arcserveアプライアンスは、アシュアード リカバリ™を初めて搭載した、完成され最

もコスト効率の良い保護アプライアンスです。各 Arcserveアプライアンスは、自己

完結型の「set and forget (設定後は作業不要 ) 」のバックアップ/復旧ソリューショ

ンです。クラウド ネイティブ機能によって構築されており、その極めて容易な導入と

ユーザビリティが、一連の幅広い機能 ( ソースベースのグローバルデデュプリケー

ション、マルチサイト レプリケーション、テープのサポート、自動化されたデータ復旧

機能などの) と組み合わされています。Arcserveアプライアンスは、運用において

優れた敏捷性と効率性を実現し、障害復旧作業を大幅に簡略化します。

Arcserveアプライアンスは、最新のハードウェアにプリインストールされている主要

な Arcserve Unified Data Protectionソフトウェアと完全に統合されています。アプラ

イアンスは、すべてのユーザに対して、完全な統合データ保護ソリューションを提

供し、現在の需要を満たすだけでなく、絶え間なく変化するバックアップ、アーカイ

ブ、惨事復旧 ( DR)の今後の要件にも対応できます。

Arcserveアプライアンスにプリインストールされたソフトウェアは、以下のとおりです。

Arcserve UDP

Arcserve Unified Data Protection Agent for Linux

Arcserve Backup

Arcserveアプライアンスにはハードウェア保証が規程されています。アプライアンス

の保証の詳細については、［アプライアンスの保証］を参照してください。
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概要

Arcserve Unified Data Protection

Arcserve UDPソフトウェアは、複雑な IT環境を保護する包括的なソリューションで

す。このソリューションは、Windows、Linux、VMware ESX Server、Microsoft Hyper-V
Serverなど、さまざまな種類のノードに存在するデータを保護します。ローカルマシ

ンまたは復旧ポイント サーバのいずれかへデータをバックアップできます。復旧ポイ

ント サーバは複数のソースからのバックアップが保存される中央サーバです。

サポートされているオペレーティングシステムの詳細については、「動作要件」を参

照してください。

Arcserve UDPには、以下の機能が用意されています。

復旧ポイント サーバ上のデデュプリケーション/非デデュプリケーションデータスト

アにデータをバックアップ

Arcserve Backup (アプライアンスに含まれています) との統合を使用して、復旧

ポイントをテープにバックアップ

バックアップデータから仮想スタンバイマシンを作成

バックアップデータを復旧ポイント サーバおよびリモート復旧ポイント サーバに

レプリケート

バックアップデータをリストアし、ベアメタル復旧 ( BMR)を実行

選択したデータバックアップファイルをセカンダリバックアップ先へコピー

環境内の重要なサーバに対して Arcserve Full System High Availability ( HA)を
設定および管理

Arcserve UDPは、あるサーバから別の復旧ポイント サーバに復旧ポイントとして保

存されるバックアップデータをレプリケートします。バックアップデータから、ソース

ノードで不具合が発生したときにスタンバイマシンとして機能できる仮想マシンを

作成することもできます。スタンバイ仮想マシンを作成するには、復旧ポイントを

VMware ESXまたはMicrosoft Hyper-V仮想マシン形式に変換します。

Arcserve UDPソリューションは、Arcserve High Availability との統合を提供します。

Arcserve High Availabilityでシナリオを作成した後、これらのシナリオを管理および

モニタし、デスティネーションマシンの追加や削除のような操作を実行できます。

詳細については、「Arcserve UDPソリューションガイド」を参照してください。
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概要

Arcserve Unified Data Protection Agent for Linux

Arcserve Unified Data Protection Agent for Linuxは、Linuxオペレーティングシステ

ム用に設計されたディスクベースのバックアップ製品です。重要なビジネス情報を

保護および回復するための迅速でシンプル、信頼性の高い方法を提供します。

Arcserve Unified Data Protection Agent for Linuxは、ノードの変更をブロックレベル

で追跡し、増分プロセスで変更されたブロックのみをバックアップします。その結

果、バックアップを頻繁に実行できるため、各増分バックアップのサイズ(およびバッ

クアップウィンドウ)が小さくなり、より多くの最新のバックアップが提供されます。

Arcserve Unified Data Protection Agent for Linuxには、単一のバックアップからファイ

ルまたはフォルダをリストアし、ベアメタル復旧 ( BMR)を実行する機能もあります。

バックアップ情報は、バックアップソースノードで、NFS ( Network File System)共有

または CIFS ( Common Internet File System)共有に保存できます。

Arcserve Unified Data Protection Agent for Linuxの最新のバージョンは、アプライア

ンス内の仮想マシンにプリインストールされます。この仮想マシンが Linuxバックアッ

プサーバになります。Arcserve Unified Data Protection Agent for Linuxは、Arcserve
アプライアンスのデフォルトのインストールパスにインストールされます。

コンソールを開くと、Linuxバックアップサーバはすでにコンソールに追加されていま

す。Linuxバックアップサーバのネイティブホスト名は Linux-BackupSvrです。ただ

し、コンソールでは、Linuxバックアップサーバでは、ポート 8018環境設定を使用

してアプライアンスのホスト名を適用します。Linuxバックアップサーバは、ポートの

方向制御を通じてNATの背後で動作します。Linuxバックアップサーバでは、ポー

ト 8018を使用して通信を行い、Arcserveアプライアンス内のデータを転送しま

す。

注：バックアッププランの作成および Linuxマシンのリストアに関する詳細について

は、「Arcserve UDP Agent for Linuxユーザガイド」を参照してください。

Linuxバックアップサーバでは、以下のデフォルトのログイン情報が使用されます。

ユーザ名 - root

パスワード - Arcserve

注：デフォルトのパスワードは変更することをお勧めします。
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概要

Arcserve Backup

Arcserve Backupは、多種多様な環境のビジネスニーズに対応する高性能な

データ保護ソリューションです。本製品は、柔軟なバックアップとリストア、容易な

管理、幅広いデバイス互換性、そして信頼性を提供します。また、ストレージ要

件に応じてデータ保護戦略をカスタマイズできるため、データストレージの機能を

最大限に活用できます。さらに、柔軟なユーザインターフェースにより詳細な設定

が可能で、あらゆるユーザがその技術的知識のレベルにかかわらず、さまざまな

エージェント機能や各種オプションを展開して保守できます。

Arcserve Backupには分散環境向けの包括的なデータ保護機能があり、ウイルス

フリーのバックアップおよびリストア操作を実現します。多種多様なオプションとエー

ジェントにより、企業全体でのデータ保護機能が強化され、さまざまな拡張機能

(オンラインホット バックアップや、アプリケーションおよびデータファイルのリストア、

拡張デバイスおよびメディアの管理、惨事復旧など)が使用可能になります。

Arcserveアプライアンスに搭載されている Arcserve Backup との統合機能を使用

すると、テープへのバックアップを実行できます。InstallASBU.isoファイルを使用して

マウントおよびインストールした後、Arcserve Backupはコンピュータの「C:\Program
Files (x86)\Arcserve」の場所にインストールされます。Arcserveアプライアンスにイン

ストールされているコンポーネントを使用して、Arcserve UDPのデスティネーションを

テープにバックアップできます。サポートされているオペレーティングシステムの詳細

については、「動作要件」を参照してください。

Arcserve Webサイトから Arcserve Backupのフルインストールパッケージをダウン

ロードして、他のコンポーネントをインストールできます。詳細については、Arcserve
Backupのドキュメントを参照してください。

Arcserve Backupサーバでは、以下のデフォルトのログイン情報が使用されます。

ユーザ名 -- caroot

パスワード -- Arcserve
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概要

Arcserve Continuous Availability

Arcserve Continuous Availabilityは、非同期リアルタイムレプリケーション、自動化

されたスイッチオーバーおよびスイッチバックに基づくソリューションです。Windows
サーバ上の仮想環境にコスト効率の高いビジネス継続性を提供します。サポート

されているオペレーティングシステムの詳細については、「動作要件」を参照してく

ださい。

Arcserve Continuous Availabilityは、データをローカルサーバまたはリモート サーバ

にレプリケートできるため、サーバのクラッシュやサイトに惨事が発生した場合の

データの回復をサポートします。ハイアベイラビリティのライセンスを所有している場

合、ユーザをレプリカサーバに手動または自動で切り替えることができます。

注：Arcserve Continuous Availabilityは、アプライアンスにプリインストールされてい

ません。Arcserve Continuous Availabilityをインストールして設定する方法の詳細

については、「インストールガイド」を参照してください
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安全に関する注意事項

安全に関する注意事項

安全のため、Arcserveアプライアンスに対して開梱、接続、設置、電源投入など

の操作を行う場合は、すべての手順を事前に確認し、指示に従ってください。安

全に関する注意事項に従わないと、人身傷害、機器の破損、または誤動作な

どが発生する可能性があります。

安全に関する注意事項の詳細については、「安全に関する注意事項 (付録 ) 」
を参照してください。
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同梱されている内容

同梱されている内容

このセクションでは、以下のアプライアンスシリーズのボックスに同梱されている内

容について説明します。

10000シリーズ

9000シリーズ

Xシリーズ

アプライアンス 10000シリーズのボックスに同梱されて

いる内容

10048DR-10576DR付属品ボックスに同梱されている品目は、以下のとおりです。

クイックスタート ガイド、Arcserveアプライアンス導入シート

Arcserve QR リーフレット (ガイドへのQRコード付き)

Arcserve 10Kサーバハードウェアインストールガイド 1冊

電源コード( c13 - nema 5-15p) 2本。ボックスには、米国標準の電源コード

に加えて、注文先の国の電源コードが一組追加されます。

レールキット /ブラケット セット一組

3.5インチHDD用ネジ 1袋

2.5インチHDD用ネジ 1袋

ケーブル、Flexboot、CAT6、ネットワーク、3フィート (約 0.9 m)、青ケーブル、

Flexboot、CAT6、ネットワーク、7フィート (約 2.1 m)、黒

12 Arcserveアプライアンスユーザガイド



同梱されている内容

アプライアンス 9000シリーズのボックスに同梱されてい

る内容

Arcserveアプライアンス 9000シリーズのボックスは、9012、9024、9048用と

9072DR-9504DR用の2種類あります。下記リストには、両方のボックスの内容を

記載します。

9012、9024、9048付属品ボックスに同梱されている品目は、以下のとおりです。

ベゼル、1Uボックス、CUS 14Gベゼルアセンブリ、LCD、AR、( 380-7406)

ARCSERVEクイックスタート ガイド、ARCSERVEアプライアンス導入シート

ARCSERVE DELL R440ハードウェア取り付けガイド

ケーブル、FLEXBOOT、CAT6、ネットワーク、3 FT赤

ケーブル、FLEXBOOT、CAT6、ネットワーク、3 FT青

ケーブル、FLEXBOOT、CAT6、ネットワーク、7 FT黒

Dell安全環境規制ブック

US電源コード( 2x) a

注：アプライアンスに同梱されている内容をチェックして、足りない項目がないかど

うか、および破損がないことを確認します。不足品や破損品がある場合は、すべ

てのパッケージ資材を保持して Arcserveサポートにご連絡ください。

ラックレールキットが付属する 9072DR-9504DRボックスに同梱される品目は、以

下のとおりです。

ベゼル、2Uボックス、CUS 14Gベゼルアセンブリ、LCD、AR、( 380-7405)

ARCSERVEクイックスタート ガイド、ARCSERVEアプライアンス導入シート

ハードウェアインストールガイド ARCSERVE DELL R740

ケーブル、FLEXBOOT、CAT6、ネットワーク、3 FT赤

ケーブル、FLEXBOOT、CAT6、ネットワーク、3 FT青

ケーブル、FLEXBOOT、CAT6、ネットワーク、7 FT黒

ケーブルアセンブリ、ミニ SAS、外部、SFF-8644から SFF-8088 1M

Dell安全環境規制ブック

US電源コード( 2x)

第2章 : Arcserveアプライアンスの紹介 13

https://www.arcserve.com/support


同梱されている内容

アプライアンス Xシリーズのボックスに同梱されている内

容

Arcserveアプライアンス Xシリーズには、以下の項目が含まれます。

アプライアンス Xシリーズコンピュート ノード：

MICROSOFT

WIN SVR EMB STD 2019 16-CORE

コンピュート ノード アクセサリボックス：

Windows 4-Core拡張ライセンス(数量 10)

ハードウェアセットアップガイド、ARCSERVE R740

Arcserveクイックスタート ガイド、UDPアプライアンス導入シート

Dell安全に関する情報

電源コード( 2本 )、米国または国別仕様 (注文した場合 )

ラックマウント スライド レールキット

ケーブル管理アーム

オプションのコンポーネント (注文した場合 ) ：

SFP

SASケーブル

DACケーブル

注：以下は、アレイの前面に取り付けられます。Arcserve ME4084ペ
イント ベゼルとバブルバッジアセンブリ。

アプライアンス Xシリーズストレージ ノード

5Uストレージシステムボックスには、以下のものが同梱されています。

マニュアル

5Uストレージアプライアンスエンクロージャ

電源ケーブル2本

個別パッケージのディスクドライブ( 5Uエンクロージャのみ)

ファイバチャネルまたは iSCSI SFP+ トランシーバまたはケーブル(ホスト

ポートごとに 1つ)

ホスト ケーブル( コントローラモジュールホスト ポートごとに 1本 )

拡張ケーブル(拡張モジュールごとに 1本 )
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同梱されている内容

オプションのキー付きエンクロージャベゼルセット ( 5Uエンクロージャごと

に 1つ)

5Uストレージシステムエンクロージャ用の適切なラックマウント キット

ME4084アクセサリボックス：

ハードウェアセットアップガイド、ARCSERVE ME4084

ラックマウント スライド レールセット

C19から C20、PDU形式、2.5M電源コード( 2本 )

シリアルケーブル

12Gb HD-Mini ～ HD-Mini SAS Cable、2M ( 4本 )

ストレージアレイ規制情報ドキュメント

ストレージアレイのセットアップドキュメント

安全および環境情報ドキュメント

ベゼル取り外しレンチ

未使用のドライブ番号ラベル

注：ハード ドライブは、アレイの下の別のボックスに入っています。

注：アプライアンスに同梱されている内容をチェックして、足りない項目がないかど

うか、および破損がないことを確認します。不足品や破損品がある場合は、すべ

てのパッケージ資材を保持して Arcserveサポートにご連絡ください。
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箱に含まれていない項目

箱に含まれていない項目

以下の項目は、箱に含まれておらず、アプライアンスの設置および設定に必要と

なる場合があります。

モニタ

キーボード

外部ストレージデバイス(必要な場合 )
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利用可能なモデル

利用可能なモデル

Arcserveアプライアンス 9000シリーズおよび Xシリーズは、お客様のさまざまなニー

ズを満たすように設計された多種多様なモデルで提供されています。

モデル10024BU - 10576DR

モデル9012-9504 DR

モデルXシリーズ

モデル10024BU-10576DR

Arcserveアプライアンスモデル10024BU - 10576DR

Arcserveアプライアンス 10Kシリーズの仕様

アプライア

ンスモデル
10048DR 10072DR 10144DR 10192DR 10288DR 10384DR 10576DR

実効容量

( TB) 1
48 72 144 192 288 384 576

使用可能

な容量
16 TB 24 TB 48 TB 64 TB 96 TB 128 TB 192 TB

拡張キット

使用時の

最大使用

可能容量

40 TB 40 TB 80 TB 80 TB 160 TB 160 TB N/A

フォームファ

クタ
2U

ベース RAM
( DDR5
5600)

128 GB
( 4x32
GB)

256 GB ( 8x32 GB)
384 GB
( 12x32
GB)

最大 RAM 512 GB
SAS 12G
HDDエン

タープライ

ズグレード

7.2k

6x4 TB 8x4 TB 8x8 TB 10x8 TB 8x16 TB 10x16 TB 14x16 TB

NVMe M.2 OSおよびUDP用に 2x480 GB ( RAID 1)
SSD ハッシュ用に 2x 3.2 TB ( RAID 1)
CPU デュアル Intel ® Xeon® Silver 4510T 12C 2 G
RAIDコント

ローラ
Broadcom 3916 ( CacheVault書き込みキャッシュ保護付き)

HDD RAID RAID6

第2章 : Arcserveアプライアンスの紹介 17



利用可能なモデル

設定

ドライブベ

イ
14xHDD、2xSSD

オプションの

RAM拡張

キット

✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

DIMMス

ロット
16

NIC
合計 4ポート。2x 10GbEオンボード。Broadcom BCM57416を介した

2x 10 GbE Base-T
利用可能

な PCIeス
ロット

3 (ロープロファイル)

リモート

ハードウェア

管理

IPMI (拡張ライセンス)

電源 2x 1600W冗長チタンレベル( 96％ )ホットスワップ交換

HDDキット

(オプショ

ン)

8x4 TB
( 24 TB)
RAMの

アップグ

レードを

推奨

6x4 TB
( 16 TB)

6x8 TB
( 32 TB)

4x8 TB
( 16 TB)

6x16 TB
( 64 TB)

4x16 TB
( 32 TB)
RAMの

アップグ

レードを

推奨

X

RAM拡張

キット (オプ

ション)

128 GB ( 4x32)の
各キットは複数個

注文できます。最

大 3キット

128 GB ( 4x32)の各キットは複数個注

文できます。最大 2キット。

128 GB
( 4x32)
最大 1
キット。

Broadcom
Aero HBA
9500-8e
PCIe Gen4

オプション

Broadcom
BCM57416
デュアル

ポート

10Gbps
Base-Tアダ

プタ

オプション

Intel X710
Std LPデュ

アルポート

10G SFP+

オプション
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利用可能なモデル

Broadcom
BCM57414
Std LPデュ

アルポート

25G SFP28

オプション

QLogic
2692デュア

ルポート

16Gbファイ

バチャネル

HBA

オプション

重さ
総重量：62ポンド( 28.12 kg)

正味重量：41.5ポンド( 18.82 kg)
パッケージ

寸法
658 x 274 x 998mm ( 25.9インチ x 10.8インチ x 39.3インチ)

ラック内寸

法
437 x 89 x 705mm ( 17.2インチ x 3.5インチ x 27.75インチ)

注：実効容量は、グローバルソースデデュプリケーションを考慮し、使用可能な

容量の3倍に等しくなります。実際のバックアップ容量は、データの種類、バック

アップの種類、スケジュール、およびその他の要因によって異なる場合があります。

モデル9012 - 9504DR

Arcserveアプライアンスモデル9012 - 9504DR

Arcserveアプライアンス 9000シリーズの仕様

アプライ

アンス

モデル

901-
2

902-
4

904-
8

9072D-
R

9096D-
R

9144D-
R

9192D-
R

9240D-
R

9288D-
R

9360D-
R

9504DR

使用可

能な容

量

4 TB 8 TB
16
TB

24 TB 32 TB 48 TB 64 TB 80 TB 96 TB 120 TB 168 TB

ソース

バック

アップ

12
TB

24
TB

48
TB

72 TB 96 TB 144 TB 192 TB 240 TB 288 TB 360 TB 504 TB

システム

RAM
6 x 8 GB ( 48

GB)
12 x 16 GB ( 192 GB)

12 x 32
GB ( 384
GB)

最大

RAM /
DIMM

176 GB / 10
DIMMS

576 GB / 24 DIMMS
768 GB /

24
DIMMS

第2章 : Arcserveアプライアンスの紹介 19



利用可能なモデル

SSD ドラ

イブ
480 GB SSD 2 x 1.9 TB SSD ( RAID1)

プロセッ

サ

Intel Xeon
Silver 4108, 8
- CORE, 1.8

GHz

Intel Xeon Silver 4114, 10 - CORE, 2.2 GHz

プロセッ

サ数
1 2

RAID
カード

PERC H730P
低プロファイ

ル、アダプタ、

2 GB NV
キャッシュ

PERC H730P、ミニカード、2 GB NVキャッシュ

RAID構

成
RAID-5 RAID-6

ドライブ

ベイ
4 16

拡張

キット
N/A 11 10 8 6 4 6 4 N/A

RAID 2 N/A 6

ドライブ

3 x
2 TB

3 x
4 TB

3 x
8 TB

5 x 8
TB

6 x 8
TB

8 x 8
TB

10 x 8
TB

12 x 8
TB

10 x
12 TB

12 x
12 TB

16 x 12
TB

基本

PCIe
カード

オンボード

Broadcom
5720デュアル

ポート 1 Gb
LOM

Broadcom 5720 QP 1 Gbネットワークドータカード

SAS 12Gbps HBA外部コントローラ

Broadco-
m 5720
QP 1 Gb
SAS

12Gbps
HBA外

部デュア

ルポー

ト 10 G
Base-T
銅線

PCIe
カード

( ファクト

リオプ

ション)

SAS 12Gbps
HBA外部コ

ントローラ

Broadcom
5719クアッド

ポート 1 G
NIC

デュアルポート 10 G銅線

デュアルポート 10 G SFP +

デュアルポート FC 16 G HBA

デュアル

ポート

10 G SFP
+

デュアル

ポート

FC 16 G
HBA
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デュアルポー

ト 10 G銅線

デュアルポー

ト 10 G SFP +

デュアルポー

ト FC 16 G
HBA

電源

デュアル、ホッ

ト プラグ、冗

長電源 ( 1 +
1)、550 W

デュアル、ホット プラグ、冗長電源 ( 1 + 1)、750 W

iDRAC
Enterpri-
se

1

モデルXシリーズ

ArcserveアプライアンスモデルXシリーズ

Arcserveアプライアンス Xシリーズの仕様

アプライアンスモデル X1000DR X1500DR X2000DR X2500DR X3000DR
実効容量 ( TB) 1 1,056 1,584 2,112 2,640 3,168
拡張キット使用時の最大

実効容量 ( TB) 1
3,168

注：実効容量は、グローバルソースデデュプリケーションを考慮したもので、HDD
の使用可能容量の約 3倍で、SSDは含まれません。実際のバックアップ容量は、

データの種類、バックアップの種類、スケジュールなどの要因によって異なる場合

があります。

ディスクイメージングおよび

ディザスタリカバリソフト

ウェア

Arcserve UDP Premium Editionに含む

テープ統合ソフトウェア Arcserve Backupに含む

Continuous Availability と
自動フェールオーバ

Arcserve Continuous Availabilityのオプション

コンピュート ノード

CPU
Dual Intel Xeon Gold 6258R 2.7G、28C/56T、

10.4GT/s、38.5Mキャッシュ、ターボ、HT ( 205W)
デフォルト RAM 1,024 GB ( 16 x 64) DDR4-3200 RDIMM
最大 RAM 2,048 GB
DIMMスロット 24
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NVMe SSD 2 x 1.6TB ( RAID-1)および 6 x 4TB ( RAID-5)
ドライブベイ 24x 2.5” Enterprise NVMe SSD
SAS 12Gbps HBA外部コン

トローラ
2x付属

Intel X550 Quad Port 10G
Base-Tアダプタ

同梱

Broadcom 57414デュアル

ポート 25Gb SFP28アダプタ
オプション

Intel X710デュアルポート

10G SFP+ FCアダプタ
オプション

QLogic 2692デュアルポー

ト 16Gbファイバチャネル

HBA
オプション

リモート ハードウェア管理 iDRAC Enterpriseに含む

電源 デュアル、ホットプラグ、冗長電源 ( 1+1)、1100W
放熱 4100 BTU/時間

重さ 75ポンド( 34 kg)
フォームファクタ 2U
ラック内寸法 (ベゼル、前

面パネル、電源ハンドルを

除く)
26.7” x 17.1” x 3.4” ( 67.9 cm x 43.4 cm x 8.7cm)

外形寸法 (ベゼル、前面

パネル、電源ハンドルを含

む)

29.6インチ x 19.0インチ x 3.4インチ( 75.1 cm x
48.2 cm x 8.7cm)

パッケージ寸法
38インチ x 26インチ x 12インチ( 97 cm x 66 cm x

30 cm)
ストレージ ノード

16TB SAS 12Gホットプラグ

HDD
28 42 56 70 84

最小使用可能容量 352 528 704 880 1056
オプションキットによる線形

拡張機能
✓ ✓ ✓ ✓

RAIDレベル RAID-ADAPT
RAIDコントローラ デュアル8-port SAS 12Gbコントローラ

HDDのホットスペア容量 最大 64 TB
電源 デュアル、冗長 ( 1+1)、2200W
放熱 7507 BTU
重さ 141ポンド( 64kg)から 298ポンド( 135kg)
フォームファクタ 5U
外形寸法 (ベゼル、前面

パネル、電源ハンドルを含

38.31インチ x 19.01インチ x 8.75インチ( 97.47 cm x
48.30 cm x 22.23 cm)
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む)

第2章 : Arcserveアプライアンスの紹介 23



コントロールおよびインジケータ

コントロールおよびインジケータ

Arcserveアプライアンスには、前面および背面のパネルと各ドライブキャリアにいく

つかのコントロールとインジケータ( LED)が備わっています。これらのコントロールおよ

びインジケータによって、さまざまな機能を制御でき、アプライアンスとコンポーネン

トのステータスをすばやく参照する機能を提供します。

前面パネル10024BU-10048BU

前面パネル10048DR-10576DR

前面パネル9012-9048

前面パネル9072DR-9504DR

前面パネルXシリーズ

背面パネル10024BU-10048BU

背面パネル10048DR-10576DR

背面パネル9012-9048

背面パネル9072DR-9504DR

背面パネルXシリーズ

上面図 10024BU-10048BU

前面パネル10048DR-10576DR

Arcserveアプライアンスの前面パネルには、コントロールパネルボタン、コントロー

ルパネル LED、ドライブキャリア LEDが備わっています。以下の表で、これらのアイ

テムについて説明します。

コントロール/インジケー

タ
説明

0 ～ 5
SAS 3.5インチHDD。詳細については、「ドライブキャリア

LED」を参照してください。

6 ～ 11
SAS 3.5インチHDD。詳細については、「ドライブキャリア

LED」を参照してください。

12 ～ 13 SAS 3.5インチHDD。詳細については、「ドライブキャリア
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コントロールおよびインジケータ

LED」を参照してください。

14 ～ 15
SAS 2.5インチ SSD。詳細については、「ドライブキャリア

LED」を参照してください。

コントロールパネル

電源ボタン、リセット ボタン、および LEDインジケータがあ

ります。詳細については、「コントロールパネル」を参照し

てください。

IPMIパスワードおよび

Arcserveアプライアンスの

モデル番号

IPMIパスワードおよび Arcserveアプライアンスのモデル番

号が記載されています。

ドライブキャリアの LED

各ドライブキャリアには、アクティビティおよびステータスインジケータという 2つの

LEDインジケータがあります。コントローラを使用した RAID設定の場合、ステータス

インジケータの意味は以下の表のとおりです。

色 点滅パターン
デバイスの

動作

アクティビティ LED

青 点灯

設置済み

の

SAS/NVMe
ドライブが

アイドル状

態

青 点滅
I/Oアクティ

ビティ

オフ

設置済み

のSATA ド

ライブがア

イドル状

態

ステータス LED

赤 点灯

RSTeをサ

ポートする

ドライブの

障害

赤 1 Hzで点滅

RSTeをサ

ポートする

ドライブの

再構築

赤
1 Hzで 2回点滅し 1回停止の

繰り返し

RSTeをサ

ポートする

ドライブの

ホット スペ
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ア

赤
1 Hzで 2回点滅し 1回停止の

繰り返し

RSTeをサ

ポートする

ドライブの

電源オン

赤 4 Hzで点滅

RSTeをサ

ポートする

ドライブの

識別

緑 点灯

NVMe ドラ

イブを安

全に取り

外し可能

黄 1 Hzで点滅

NVMe ドラ

イブは取り

外し不可

コントロールパネル

コントロール/インジケー

タ
説明

電源ボタン
主電源スイッチは、サーバの主電源をオンまたはオフにします

が、スタンバイ電力は維持します。

リセット ボタン システムを再起動します。

電源 LED
システムの電源ユニットに電力が供給されていることを示しま

す。この LEDは、システムが正常に動作しているときに点灯しま

す。

HDD 点滅は、ストレージ ドライブのアクティビティを示します。

NIC LED 点滅は、LANのネットワークアクティビティを示します。
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電源異常 LED 電源モジュールが失敗したことを示します。

情報 LED
オペレータに複数の状態を通知します。詳細について

は、「情報 LED」を参照してください。

情報 LED

以下の表で、情報 LEDのステータスについて説明します。

色、ステータス 説明

赤、継続的 過熱状態が発生しました。

赤、1 Hzで点滅
ファン障害。動作していないファンがないか確認してくださ

い。

赤、0.25 Hzで点滅
電源障害。稼働中でない電源がないか確認してくださ

い。

青、点灯
ラック環境でサーバを見つけるために、UIDがローカルでア

クティブ化されています。

青、点滅
ラック環境でサーバを見つけるために、BMCを使用して

UIDがアクティブ化されています。

前面パネル9012-9048

Arcserveアプライアンスの前面パネルには、コントロールパネルボタン、コントロー

ルパネル LED、ドライブキャリア LEDが備わっています。以下の表で、これらのアイ

テムについて説明します。

番

号

コントロール/インジ

ケータ
アイコン 説明

1 左コントロールパネル N/A

システム健全性、システム ID、ステータス LED、
および iDRACクイック同期 2 (ワイヤレス)インジ

ケータを搭載しています。

注：DRACクイック同期 2インジケータは、特定

の構成にのみ搭載されています。

l ステータス LED：障害の発生したハード

ウェアコンポーネントを識別することがで
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きます。最大 5つステータス LEDおよびシ

ステム全体の健全性 LED (シャーシの健

全性とシステム ID)バーを備えています。

詳細については、リンクを参照してくださ

い。

l クイック同期 2 (ワイヤレス) ：クイック同

期が有効になっているシステムを示しま

す。クイック同期機能はオプションです。こ

の機能を使用すると、モバイルデバイス

でシステムを管理できます。この機能によ

り、ハードウェアやファームウェアインベント

リ、および各種システムレベルの診断とエ

ラー情報が集約され、システムのトラブル

シューティングで使用することができます。

詳細については、リンクを参照してくださ

い。

2 ドライブスロット N/A
システムでサポートされているドライブをインス

トールできます。ドライブに関する詳細について

は、リンクを参照してください。

3
オプティカルドライブ(オプ

ション)
N/A

オプションで 1基のスリム SATA DVD-ROM ドライ

ブまたはDVD + RW ドライブ

4 VGAポート
表示デバイスをシステムに接続するすることがで

きます。

5 USBポート (オプション) USBポートは、USB 2.0準拠です。

6 右コントロールパネル N/A
電源ボタン、USBポート、iDRACダイレクト マイク

ロポート、および iDRACダイレクト ステータス

LEDを搭載しています。

7 情報タグ N/A

情報タグはスライド式のラベルパネルで、サービ

スタグ、NIC、MACアドレスといったシステム情報

が格納されています。iDRACへの安全なデフォ

ルト アクセスを選択すると、情報タグには iDRAC
の安全なデフォルト パスワードも格納されます。

前面パネル9072DR - 9504DR

Arcserveアプライアンスの前面パネルには、コントロールパネルボタン、コントロー

ルパネル LED、ドライブキャリア LEDを搭載しています。以下の表で、これらのアイ

テムについて説明します。
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番号
コントロール/インジケー

タ
アイコン 説明

1 左コントロールパネル N/A

システム健全性、システム ID、ス
テータス LED、オプションで iDRACク

イック同期 2 (ワイヤレス)インジケー

タを搭載しています。

2 ドライブスロット N/A
システムでサポートされているドライ

ブをインストールできます。詳細につ

いては、リンクを参照してください。

3 右コントロールパネル N/A

電源ボタン、VGAポート、iDRACダ

イレクト マイクロUSBポート、および

2つのUSB 2.0ポートを備えていま

す。

4 情報タグ N/A

情報タグはスライド式のラベルパネ

ルで、サービスタグ、NIC、MACアド

レスといったシステム情報が格納さ

れています。iDRACへの安全なデ

フォルト アクセスを選択すると、情

報タグには iDRACの安全なデフォル

ト パスワードも格納されます。

前面パネルXシリーズ

前面パネルの詳細については、「Xシリーズアプライアンスの設置 -コンピュート

ノード」および「Xシリーズアプライアンスの設置 -ストレージ ノード」を参照してくだ

さい。

背面パネル10048DR-10576DR

Arcserveアプライアンスの背面パネルには、拡張カード スロット、電源モジュール、

ユニット識別 LED、LANポート、USBポート、VGAポート、BMC LANポート、および

COMポートがあります。以下の表で、これらのアイテムについて説明します。
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コントロール/インジケータ 説明

R0、R1 使用不可

1 ハードウェアRAIDコントローラ

2
ハードウェアRAIDコントローラのキャッシュボー

ルト

3 10 GbE Base-T

4
オプションカード用拡張スロット (ロープロファイ

ル)

5
オプションカード用拡張スロット (ロープロファイ

ル)

6
オプションカード用拡張スロット (ロープロファイ

ル)

電源
デュアル冗長 1600 W電源。詳細については、

「電源インジケータ」を参照してください。

COMポート シリアルポート ( RS-232)
IPMIポート 専用 IPMI LANポート

USBポート 4つのUSB 3.0ポート

VGAポート 1つのビデオポート

LANポート 2つのRJ45 10 GbE LANポート

注：シリーズ番号は、サーバの背面パネルのVGAポートの近くと、IPMIインター

フェースで確認できます。

電源インジケータ

電源の状態 緑色の LED
黄

色

の
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LED

AC電源なし 消灯
消

灯

電源の致命的なイベントによりシャットダウン/障
害/OCP/OVP/ファン障害/OTP/UVPが発生

消灯

黄

色

の

LED

高温、過電圧、低電圧などの電源警告イベント

(電源は引き続き動作 )
消灯

1 Hz
で

黄

色

に

点

滅

AC電源があり、12 VSBのみがオン( PSオフ) 1 Hzで緑色に点滅
消

灯

出力オン、正常 緑
消

灯

ACコードが抜かれて冗長モード 消灯 黄

背面パネル9012-9048

Arcserveアプライアンスの背面パネルには、アプライアンス用の電源、ケーブル接

続、ポートが備わっています。以下の表で、これらのアイテムについて説明します。

番号
コントロール/インジ

ケータ

アイコ

ン
説明

1 シリアルポート

システムにシリアルデバイスを接続する際にシ

リアルポートを使用します。詳細については、

リンクを参照してください。

2
iDRAC9専用ネットワー

クポート

個別の管理ネットワーク上で埋め込み型

iDRACに安全にアクセスするには、iDRAC9専
用のネットワークポートを使用します。詳細に

ついては、リンクを参照してください。
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コントロールおよびインジケータ

3 Ethernetポート ( 2)
Ethernetポートを使用して、システムをローカ

ルエリアネットワーク( LAN)に接続します。詳

細については、リンクを参照してください。

4
フルハイト ライザース

ロット

このカード スロットを使用して、フルハイト PCIe
拡張カードをフルハイト ライザーに取り付ま

す。

5 電源装置 (PSU)
PSU設定の詳細については、リンクを参照して

ください。

6 電源装置 (PSU)
PSU設定の詳細については、リンクを参照して

ください。

7
LOMライザーポート

( 2)
PSU設定の詳細については、リンクを参照して

ください。

8 USB 3.0ポート ( 2)
USB 3.0ポートを使用して、システムにUSBデ

バイスを接続します。USB 3.0ポートは、4ピン

USB 3.0に準拠しています。

9 VGAポート
VGAポートを使用して、システムにディスプレイ

を接続します。

10 CMA電源ポート
ケーブル管理 Arm ( CMA)電源ポートを使用

して、CMAに接続するすることができます。

11 システム識別ボタン

以下の場合に、システム IDボタンを押しま

す。

l ラック内の特定のシステムを確認する

場合

l システム IDを有効または無効にする場

合

iDRACをリセットするには、ボタンを 15秒押し

続けます。

注：

l システム IDを使用して iDRACをリセット

する場合、iDRACのセットアップでシステ

ム IDボタンが有効になっていることを確

認します。

l 実行後の処理中にシステムの応答が

停止した場合、システム IDボタンを押

し続け( 5秒以上 )、BIOSプログレス

モードに切り替えます。
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コントロールおよびインジケータ

背面パネル9072DR-9504DR

Arcserveアプライアンスの背面パネルには、アプライアンス用の電源、ケーブル接

続、ポートが備わっています。以下の表で、これらのアイテムについて説明します。

番号
コントロール/インジ

ケータ
アイコン 説明

1
フルハイト PCIe拡張

カード スロット ( 3)
N/A

PCIe拡張カード スロット ( ライザー 1) を使用

して、最大 3つのフルハイト PCIe拡張カー

ドをシステムに取り付けることができます。詳

細については、リンクを参照してください。

2
ハーフレングス PCIe
拡張カード スロット

N/A

PCIe拡張カード スロット ( ライザー 2) を使用

して、1つのハーフハイト PCIe拡張カードを

システムに取り付けることができます。詳細

については、リンクを参照してください。

3 背面ハンドル N/A
背面ハンドルを取り外すと、PCIeカードの外

部ケーブルを PCIe拡張カード スロット 6に
取り付けることができます。

4
フルハイト PCIe拡張

カード スロット ( 2)
N/A

PCIe拡張カード スロット ( ライザー 2) を使用

して、最大 2つのフルハイト PCIe拡張カー

ドをシステムに取り付けることができます。詳

細については、リンクを参照してください。

5
フルレングス PCIe拡
張カード スロット ( 2)

N/A

PCIe拡張カード スロット ( ライザー 3) を使用

して、最大 2つのフルハイト PCIe拡張カー

ドをシステムに取り付けることができます。詳

細については、リンクを参照してください。

6 電源装置 ( 2) N/A 詳細については、リンクを参照してください。

7 NICポート

ネットワークドーターカード( NDC)に統合さ

れている NICポートを使用すると、ネット

ワークに接続することができます。サポートさ
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コントロールおよびインジケータ

れている構成の詳細については、リンクを参

照してください。

8 USBポート ( 2)
USBポートは、9ピンおよび 3.0に準拠して

います。USBポートには、USBデバイスを接

続できます。

9 VGAポート
表示デバイスをシステムに接続できます。

詳細については、リンクを参照してください。

10 シリアルポート

シリアルデバイスをシステムに接続できま

す。詳細については、リンクを参照してくださ

い。

11 iDRAC9専用ポート

iDRACにリモート アクセスすることができま

す。詳細については、リンクを参照してくださ

い。

12 システム識別ボタン

システム識別 ( ID)ボタンは、システムの前

面と背面にあります。ラック内のシステムを

識別するには、システム IDボタンを有効に

してから、このボタンを押します。また、

iDRACをリセットして、BIOSモードで手順に

従う場合にも、システム IDボタンを使用し

ます。

背面パネルXシリーズ

背面パネルの詳細については、「Xシリーズアプライアンスの設置 -コンピュート

ノード」および「Xシリーズアプライアンスの設置 -ストレージ ノード」を参照してくだ

さい。
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アプライアンスが使用するポート

アプライアンスが使用するポート

以下のトピックでは、Arcserve UDP、Arcserve Backup、Linux用アプライアンスのサ

ポートで使用されるポートに関する情報を紹介します。

Arcserve UDP

Arcserve Backup

Linux用アプライアンスのサポート
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アプライアンスが使用するポート

Arcserve UDP

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

Microsoft Windowsにインストールされるコンポーネント

Linuxにインストールされているコンポーネント

リモートで UDP Linuxにより保護されている実稼働ノード
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アプライアンスが使用するポート

Microsoft Windowsにインストールされるコンポーネン

ト

LAN環境を使用している場合、バックアップなどのジョブを行うには以下のポートが必要で

す。

ポー

ト #

ポ-
ート

の

種

類

起動

元
受信待機プロセス 説明

1433 TCP
リモート

Java
sqlsrvr.exe

Arcserve
UDPコン

ソールと

Microsoft
SQL Server
データベー

スが異なる

コンピュータ

に存在する

場合、その

間のデフォ

ルトの通信

ポートを指

定します。

注：デフォ

ルト通信

ポートは、

SQL Server
をインス

トールする

ときに変更

できます。

4090 TCP

Arcserv-
e UDP
エージェ

ント

HATransServer.exe

プロキシ

モードで仮

想スタンバ

イタスクの

データを転

送します。

5000-
5060

TCP
Arcserv-
e UDP
サーバ

GDDServer.exe

Arcserve
UDP RPSグ
ローバルデ

第2章 : Arcserveアプライアンスの紹介 37



アプライアンスが使用するポート

デュプリケー

ションデー

タストア

サービス

( GDD)用に

予約されて

います。1
つの

Arcserve
UDP GDD
データスト

アは、5000
以降の3つ
の空きポー

トを使用し

ます。GDD
データスト

アに対する

バックアップ

が有効化

されている

場合、また

はリストア

タスクを使

用している

場合にはこ

れが必要

です。

6052 TCP

Arcserv-
e
Backup
GDB

CA.ARCserve.CommunicationFoundation.
WindowsService.exe

Arcserve
UDPコン

ソールと

Arcserve
Backupグ

ローバル

ダッシュボー

ド プライマリ

サーバで

データを同

期するため

の通信。

6054 TCP
Arcserv-
e
Backup

CA.ARCserve.CommunicationFoundation.WindowsService.-
exe

Arcserve
UDPコン

ソールと

Arcserve
Backupプラ
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アプライアンスが使用するポート

イマリサー

バでデータ

を同期する

ための通

信。

8006

Arcserve
UDPコン

ソールに

よって使用

される

Tomcatを
シャットダウ

ンします。

8014 TCP

Arcserv-
e UDP
コンソー

ル

Tomcat7.exe

リモート管

理コンソー

ルと

Arcserve
UDPサーバ

の間のデ

フォルトの

HTTP/HTTP-
S通信ポー

トを指定し

ます。

リモート管

理コンソー

ルと

Arcserve
UDPエー

ジェントの

間のデフォ

ルトの

HTTP/HTTP-
S通信ポー

トを指定し

ます。

注：デフォ

ルトの通信

ポートは、

Arcserve
UDPコン

ポーネント

をインス

トールする

ときに変更
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アプライアンスが使用するポート

できます。

8014 TCP
Arcserv-
e UDP
サーバ

httpd.exe

Arcserve
UDPサーバ

とArcserve
UDPコン

ソールの間

のデフォル

トの

HTTP/HTTP-
S通信ポー

トを指定し

ます。

*デフォルト

の共有ポー

トであり、

Arcserve
UDPサーバ

をレプリケー

ションデス

ティネーショ

ンとして使

用する場

合に開く必

要のある唯

一のポート

を指定しま

す。ポート

5000 ～
5060は、グ

ローバルデ

デュプリケー

ションが有

効化されて

いるときに

データスト

アによって

使用される

ため開かな

いでくださ

い。

注：デフォ

ルトの通信

ポートは、

Arcserve
UDPコン
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アプライアンスが使用するポート

ポーネント

をインス

トールする

ときに変更

できます。

8015 TCP

Arcserv-
e UDP
コンソー

ル

Tomcat7.exe

リモート管

理コンソー

ルと

Arcserve
UDPサーバ

の間のデ

フォルトの

HTTP/HTTP-
S通信ポー

トを指定し

ます。

リモート管

理コンソー

ルと

Arcserve
UDPエー

ジェントの

間のデフォ

ルトの

HTTP/HTTP-
S通信ポー

トを指定し

ます。

注：デフォ

ルトの通信

ポートは、

Arcserve
UDPコン

ポーネント

をインス

トールする

ときに変更

できます。

8016 TCP
Arcserv-
e UDP
サーバ

Tomcat7.exe

同じサーバ

上の

Arcserve
UDP RPS
ポート共有

サービスと

通信する
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アプライアンスが使用するポート

Arcserve
UDPサーバ

Webサービ

ス用に予

約済みで

す。

注：ポート

はカスタマ

イズできま

せん。ファイ

アウォール

設定では

無視できま

す。

18005
CA.ARCserve.CommunicationFoundation.

WindowsService.exe

Arcserve
UDPサーバ

またはエー

ジェントに

よって使用

される

Tomcatを
シャットダウ

ンします。
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アプライアンスが使用するポート

Linuxにインストールされているコンポーネント

LAN環境を使用している場合、バックアップなどのジョブを行うには以下のポートが必要で

す。

ポート

#
ポートの種類 起動元 受信待機プロセス 説明

22 TCP
SSHサー

ビス

Arcserve UDP Linuxサー

ドパーティ依存性。SSH
サービスのデフォルトを指

定しますが、このポート

は変更できます。この

ポートは受信および送

信通信の両方に必要

です。

67 UDP
Arcserve
UDP Linux

bootpd

PXEブート サーバで使用

されます。PXEブート機

能の使用を必要として

いる場合のみ必須で

す。このポートは受信通

信に必要です。

注：ポート番号はカスタ

マイズできません。

69 UDP
Arcserve
UDP Linux

tffpd

PXEブート サーバで使用

されます。PXEブート機

能の使用を必要として

いる場合のみ必須で

す。このポートは受信通

信に必要です。

注：ポート番号はカスタ

マイズできません。

8014 TCP
Arcserve
UDP Linux

Java

リモート コンソールと

Linux用 Arcserve UDP
エージェントの間のデフォ

ルトのHTTP/HTTPS通信

ポートを指定します。こ

のポートは受信および

送信通信の両方に必

要です。

18005 TCP
Arcserve
UDP Linux

Java
Tomcatで使用され、ファ

イアウォールを不許可に

設定できます。
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アプライアンスが使用するポート

リモートで UDP Linuxにより保護されているノード

LAN環境を使用している場合、バックアップなどのジョブを行うには以下のポートが必要で

す。

ポー

ト #

ポート

の種

類

起動

元

受信

待機

プロセ

ス

説明

22
SSH
サー

ビス

Arcserve UDP Linuxサードパーティ依存性。SSHサービスのデ

フォルトを指定しますが、このポートは変更できます。この

ポートは受信および送信通信の両方に必要です。

*ポート共有はレプリケーションジョブのためにサポートされています。異なるポート上のデー

タはすべてポート 8014 ( Arcserve UDPサーバ用のデフォルト ポート。インストール時に変更

可能 )に転送できます。WAN上にある 2つの復旧サーバポイント間でレプリケーションジョ

ブを実行する時には、ポート 8014のみが開いている必要があります。

同様に、リモート レプリケーションの場合、リモート管理者はポート 8014 (データレプリケー

ション用 ) とポート 8015 ( Arcserve UDPコンソール用のデフォルト ポート。インストール時に変

更可能 )を開くか転送して、割り当てられたレプリケーションプランをローカル復旧ポイント

サーバが取得できるようにする必要があります。
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アプライアンスが使用するポート

Arcserve Backup

LAN環境を使用している場合、バックアップなどのジョブを行うには以下のポートが必要で

す。

ポー

ト #
ポート

の種類
起動元 受信待機プロセス 説明

135 TCP
Microsoftポー

ト マッパー

445 TCP 名前付きパイプ上のMSRPC

6050 TCP/UDP
CASUniversalAgen-
t

Univagent.exe
Arcserve
Universal
Agent

6502 TCP
Arcserve
Communication
Foundation

CA.ARCserve.CommunicationFoundatio-
n.
WindowsService.exe

Arcserve
Communicatio-
n Foundation

6502 TCP CASTapeEngine Tapeng.exe
Arcserve Tape
Engine

6503 TCP CASJobEngine Jobengine.exe
Arcserve Job
Engine

6504 TCP CASDBEngine DBEng.exe
Arcserve
Database
Engine

7854 TCP CASportmapper Catirpc.exe
Arcserve
PortMapper

41523 TCP CASDiscovery casdscsvc.exe
Arcserve
Discovery
Service

41524 UDP CASDiscovery casdscsvc.exe
Arcserve
Discovery
Service

9000-
9500

TCP
動的ポートを使用する他のArcserve
MS RPCサービス用
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アプライアンスが使用するポート

Linux用アプライアンスのサポート

LAN環境を使用している場合、バックアップなどのジョブを行うには以下のポートが必要で

す。

ポート

#

ポー

トの

種

類

起

動

元

受信

待機

プロセ

ス

説明

8017 TCP
NAT ポート リダイレクション。他の Linux ノードを Amazon S3
にバックアップするため、アプライアンス上の8017を Linux
バックアップサーバにリダイレクトします。

8018 TCP
NATポート リダイレクション。アプライアンス上の8018を
Linuxバックアップサーバエージェントのポート 8014にリダイ

レクトします。

8019 TCP
NATポート リダイレクション。アプライアンス上の8019を
LinuxバックアップサーバのSSHポート 22にリダイレクトしま

す。

8021 TCP
NAT ポート リダイレクション。8021ポートを使用して他の

Linux ノードをバックアップするため、アプライアンス上の8021
を Linuxバックアップサーバにリダイレクトします。

8036 TCP
NATポート リダイレクション。アプライアンス上の8036を
Linuxバックアップサーバのポート 8036にリダイレクトします。

50000 TCP

NAT ポート リダイレクション。50000ポートを使用して他の

Linux ノードをクラウドにバックアップするため、アプライアンス

上の50000を Linuxバックアップサーバにリダイレクトしま

す。

50001 TCP

NAT ポート リダイレクション。50001ポートを使用して他の

Linux ノードをクラウドにバックアップするため、アプライアンス

上の50001を Linuxバックアップサーバにリダイレクトしま

す。

50002 TCP

NAT ポート リダイレクション。50002ポートを使用して他の

Linux ノードをクラウドにバックアップするため、アプライアンス

上の50002を Linuxバックアップサーバにリダイレクトしま

す。

50003 TCP

NAT ポート リダイレクション。50003ポートを使用して他の

Linux ノードをクラウドにバックアップするため、アプライアンス

上の50003を Linuxバックアップサーバにリダイレクトしま

す。

50004 TCP
NAT ポート リダイレクション。50004ポートを使用して他の

Linux ノードをクラウドにバックアップするため、アプライアンス

上の50004を Linuxバックアップサーバにリダイレクトしま

46 Arcserveアプライアンスユーザガイド



アプライアンスが使用するポート

す。
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第3章 :アプライアンス上のArcserve UDPのアップグ

レード

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

Arcserveソフトウェアのアップグレード後にライセンスを適用する方法 49

Arcserveアプライアンスでのアップグレード シーケンス 50

UDPコンソール、RPS、エージェントのアップグレード シーケンス 56
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Arcserve ソフトウェアのアップグレード後にライセンスを適用する方法

Arcserve ソフトウェアのアップグレード後にライセンスを

適用する方法

Arcserve UDPを 10.0にアップグレードした後、またはArcserve Backupを 19.0にアッ

プグレードした後は、Arcserveアプライアンス上の元のライセンスキーは機能しま

せん。Arcserve UDP 10.0および Arcserve Backup 19.0用の新しいライセンスキーを

取得するには、営業担当者までお問い合わせください。

Arcserve UDPにライセンスキーを追加する方法の詳細については、「Arcserve製
品ライセンスオンラインヘルプ」を参照してください
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Arcserveアプライアンスでのアップグレード シーケンス

Arcserveアプライアンスでのアップグレード シーケンス

Arcserveアプライアンス v9.1から Arcserve UDP 10.0へのアップグレードでは、以下

のいずれかのシーケンスを伴う場合があります。

Arcserve UDPのアップグレード

Arcserveアプライアンスを Arcserveコンソールおよび RPS として使用する場

合のアップグレード

Arcserveアプライアンスを Arcserve UDP RPS として使用する場合のアップグ

レード

複数のArcserveアプライアンスが環境で使用されている場合のアップグ

レード手順

ArcserveアプライアンスでのArcserve UDP Linuxエージェントのアップグレード

Arcserveアプライアンス上のArcserve Backupのアップグレード

UDPコンソール、RPS、エージェントのアップグレード シーケンス

第3章 :アプライアンス上のArcserve UDPのアップグレード 50
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Arcserveアプライアンスを Arcserve UDP コンソールお

よび RPS として使用した場合のアップグレード

Arcserveアプライアンスをアップグレードした後、「アップグレード シーケンス」に説明

されている手順に従って環境をアップグレードします。
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Arcserveアプライアンスを Arcserve UDP RPS として使

用した場合のアップグレード

実稼働環境全体をアップグレードします。詳細については、「アップグレード シーケ

ンス」を参照してください。
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複数のArcserveアプライアンスが環境で使用されて

いる場合のアップグレード手順

実稼働環境全体をアップグレードします。詳細については、「アップグレード

シーケンス」を参照してください。

アップグレード後、Arcserve UDPコンソールからアプライアンスを RPS として追加

するときに以下のような警告が表示される場合は、「トラブルシューティング」の

「別のアプライアンスから Arcserveアプライアンスをバックアップすると重複ノード

が報告される」トピックを参照してください。
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Arcserveアプライアンス上のArcserve UDP Linuxエー

ジェントのアップグレード

以下の手順に従います。

1. Linuxバックアップサーバ環境を管理する Arcserve UDPコンソールをアップグレー

ドします。

2. Arcserveアプライアンス上の Linuxバックアップサーバをアップグレードします。

詳細については、「Arcserve Unified Data Protection Agent: for Linuxオンラインヘ

ルプ」を参照してください。

第3章 :アプライアンス上のArcserve UDPのアップグレード 54

https://documentation.arcserve.com/Arcserve-UDP/Available/10.0/JPN/Bookshelf_Files/HTML/UDPLUG/default.htm
https://documentation.arcserve.com/Arcserve-UDP/Available/10.0/JPN/Bookshelf_Files/HTML/UDPLUG/default.htm
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Arcserveアプライアンスに搭載された Arcserve Backup
のアップグレード

Arcserveアプライアンスでアップグレードを実行するには、「Arcserve Backup実装

ガイド」を参照してください。
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UDP コンソール、RPS、エージェントのアップグレード シーケンス

UDP コンソール、RPS、エージェントのアップグレード

シーケンス

後方互換性サポート ポリシーに基づいて、以下の順序でアップグレードを計画

し、アップグレードが円滑に行われるようにします。

1. Arcserve UDPコンソールをアップグレードします。

2. Arcserve UDP RPS ( DRサイト )をアップグレードします。

3. Arcserve UDP RPS (データセンター)をアップグレードします。

4. Arcserve UDPエージェントレスプロキシ、データセンター内の一部エージェン

トをアップグレードします。

5. Arcserve UDP RPS ( リモート サイト )をアップグレードします。

6. Arcserve UDPエージェントレスプロキシ、リモート サイトの一部エージェントを

アップグレードします。

注：リモート サイトごとに、手順 5 と 6を繰り返します。

7. Arcserve UDP仮想スタンバイモニタをアップグレードします。

注：レプリケーションの後方互換性サポート ポリシーに従って、常にソース RPSの
前にターゲット RPSをアップグレードしてください。
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第4章 : Arcserveアプライアンスの設定

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

Arcserveアプライアンス向けのネットワーク設定を構成する方法 58

Arcserveアプライアンスを設定する方法 62

Arcserveアプライアンスをゲートウェイとして設定する方法 72
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Arcserveアプライアンス向けのネットワーク設定を構

成する方法

Arcserveアプライアンスを管理するには、まずアプライアンスをネットワーク内に含

めます。そのためには、ホスト名をアプライアンスに割り当て、ネットワークポートを

設定する必要があります。

以下の手順に従います。

1. アプライアンスの電源をオンにした後、Microsoftライセンス条項に対する設

定画面が表示されます。条件を確認して、同意します。

UDPの［エンド ユーザ使用許諾契約］ダイアログボックスが表示されます。

2. 使用許諾契約の内容を確認して同意し、［次へ］をクリックします。

［Arcserveアプライアンス環境設定ツールへようこそ］画面が表示されます。

3. 以下の詳細を入力します。

ホスト名

アプライアンスのホスト名を入力します。名前を割り当てると、ネットワーク

上でアプライアンスを識別するのに役立ちます。

パスワード

管理者パスワードを指定します。

このArcserveアプライアンスをドメインに追加します。

アプライアンスをネットワーク内のドメインメンバにするには、チェックボックス

をオンにします。このオプションを選択すると表示される［ドメイン］、［ユーザ

名］、および［パスワード］フィールドに値を指定します。
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注：新しいホスト名を適用するには、アプライアンスを再起動する必要があり

ます。アプライアンスを今すぐ再起動するか、またはネットワーク設定後に再起

動するかを選択できます。アプライアンスを再起動すると、他の任意のマシンか

らURL - https://<hostname>:8015を使用して、アプライアンスにアクセスするこ

とができます。

4. ［保存］をクリックします。

以下のダイアログボックスが表示されます。デフォルトでは、Arcserve UDPは
ネットワーク内のすべてのネットワーク接続を検出します。一部の接続が割り

当てられていない場合は、手動で編集し、接続の詳細を指定します。
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5. ネットワーク接続を編集するには、［ネットワーク接続］ボックスで［編集］をク

リックします。

［ネットワーク接続］ダイアログボックスが表示されます。

6. IPアドレス、サブネット マスク、デフォルト ゲートウェイの値を必要に応じて変

更し、［保存］をクリックします。

注：必要に応じて、ホスト名、ドメイン、日付と時刻を変更することもできま

す。

重要：コマンド プロンプトで acrun.batなどのスクリプトが実行されているかどう

かを確認します。再起動を行う前に、このスクリプトが完了するまで必ず待機

してください。

7. 変更を適用するには、［アプライアンスの再起動］をクリックしてアプライアンス

を再起動します。

アプライアンスが新しいホスト名で再起動されます。再起動すると、［ログイン］
画面が表示されます。

8. ユーザ名とパスワードを入力して、Enterキーを押します。

［Arcserveアプライアンス環境設定］画面が表示されます。

9. アプライアンスの環境設定画面が再度開いたら、［ウィザードの起動］をク

リックします。
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Arcserveアプライアンスを設定する方法

アプライアンスが新しいホスト名で再起動されると、Unified Data Protectionウィ

ザードが表示されます。ウィザードを使用して、バックアップをスケジュールするため

の基本プランを作成できます。このプランでは、保護するノードを定義し、バック

アップを実行するタイミングをスケジュールできます。バックアップ先は、アプライアン

スサーバです。

注：アプライアンスがドメインで設定されている場合、ドメインユーザはアプライアン

スウィザードを設定できないため、管理者ログインを使用してアプライアンスウィ

ザードの設定を完了します。

Arcserveアプライアンス設定ウィザードのすべての手順はオプションです。［キャンセ

ル］をクリックしてスキップし、直接 UDPコンソールを開いてプランを作成することも

できます。

以下の手順に従います。

1. Arcserve UDPコンソールにログインします。

Unified Data Protectionウィザードが最初に開き、［Arcserveアプライアンス管

理］ダイアログボックスが表示されます。UDPコンソールは、スタンドアロンのイン

スタンスとして管理できます。または別のUDPコンソールからリモートで管理で

きます。リモート コンソール管理機能は、複数のUDPコンソールを管理してい

る場合に便利です。

2. ［Arcserve Appliance Management ( Arcserveアプライアンス管理 ) ］ダイアログ

ボックスで、アプライアンスをローカルで管理するか(デフォルト )、別のUDPコ
ンソールから管理するかを選択します。アプライアンスが別のUDPコンソール

から管理されている場合、UDPコンソールのURL、ユーザ名、パスワードを指

定します。
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3. ［次へ］をクリックします。

データストアのダイアログボックスが表示されます。

データストアは、アプライアンス上の物理ストレージ領域で、バックアップ先とし

て使用されます。

デフォルトでは、Arcserve UDPは <hostname>_data_store という名前でデータス

トアを作成します。このデータストアは、デデュプリケーションおよび暗号化に対

応しています。

注：

デフォルトのデデュプリケーションブロックサイズは 16 KBです。ただし、要

件に基づいてデデュプリケーションブロックサイズを設定できます。

デデュプリケーションブロックサイズを設定するには、以下の手順に従い

ます。

a. 以下の場所に移動します。

C:\Program Files\Arcserve\Unified Data
Protection\Management\Configuration

b. ApplianceDefaultSetting.propertiesファイルを開き、

deduplicationBlockSizeを編集します。

デデュプリケーションブロックサイズを設定した後に、データストアの暗号

化パスワードを入力し、［次へ］ボタンをクリックする必要があります。

デデュプリケーションおよび暗号化の詳細については、「Arcserve UDPソリュー

ションガイド」の「データデデュプリケーション」を参照してください。

注：データストアは暗号化されるため、暗号化パスワードを指定する必要が

あります。

4. データストアのダイアログボックスで、データストアの暗号化パスワードを入力

し、確認のために再度暗号化パスワードを入力して、［次へ］をクリックしま

す。
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［電子メールとアラート］ダイアログボックスが表示されます。

アラートを送信するために使用される電子メールサーバと、アラートを受け取

る受信者を定義できます。成功したジョブ、失敗したジョブ、またはその両方に

基づいてアラートを取得するオプションを選択できます。

5. ［Email and Alert (電子メールとアラート ) ］ダイアログボックスで、以下の電子

メールとアラートの詳細を指定します。

サービス

Google メール、Yahoo メール、Live メール、などの電子メールサービス

を指定します。

電子メールサーバ

電子メールサーバのアドレスを指定します。たとえば、Googleサーバ

電子メールの場合は smtp.gmail.comを指定します。

ポート

電子メールサーバのポート番号を指定します。

認証が必要

電子メールサーバに認証が必要かどうかを指定します。認証が必要

な場合は、認証用のアカウント名とパスワードを指定します。

件名

受信者に送信される電子メールの件名を指定します。
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送信者

送信者の電子メール IDを指定します。受信者はこの送信者からメー

ルを受信します。

受信者

アラートを受信する受信者を指定します。複数の受信者がいる場合

はセミコロン( ;) で区切ることができます。

オプション

通信チャネルに使用する暗号化方式を指定します。

プロキシサーバを使用して接続する

プロキシサーバ経由で電子メールサーバに接続している場合は、プロ

キシサーバのユーザ名とポート番号を指定します。また、プロキシサー

バで認証が必要な場合は、ユーザ名とパスワードを指定します。

テスト電子メールを送信

テスト メールを受信者に送信します。テスト メールを送信することに

よって、詳細を確認できます。
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6. ［次へ］をクリックします。

［リモート RPSにレプリケート］ダイアログボックスが表示されます。

7. アプライアンスで、リモートで管理された復旧ポイント サーバ( RPS)にレプリ

ケートするには、［リモート RPSにレプリケート］ダイアログボックスで、以下の

詳細を指定します。リモートで管理された RPSの詳細については、「Arcserve
UDPソリューションガイド」を参照してください。
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Arcserve UDP コンソールのURL

リモートのArcserve UDPコンソールのURLを指定します。

ユーザ名およびパスワード

リモート コンソールに接続するために使用されるユーザ名とパスワード

を指定します。

プロキシサーバを使用して接続する

リモート コンソールがプロキシサーバの背後にある場合は、プロキシ

サーバの詳細を指定します。

注：アプライアンスで、リモートで管理された RPSにレプリケートしないようにす

るには、［このアプライアンスはリモートで管理された RPSにレプリケートしませ

ん］オプションを選択します。

8. ［次へ］をクリックします。

［プランの作成］ダイアログボックスが表示されます。基本プランを作成し、保

護するノードおよびバックアップのスケジュールを指定できます。

注：ウィザードを使用して基本プランを作成しない場合は、以下の手順を実

行します。

a. ［プラン作成をスキップ］をクリックします。

［次の手順］ダイアログボックスが表示されます。

b. ［完了］をクリックし、UDPコンソールを開いてプランを作成します。

9. ［プランの作成］ダイアログボックスで、以下の詳細を指定してプランを作成

します。

プラン名
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プランの名前を指定します。プラン名を指定しない場合は、デフォルト

の名前として「保護プラン <n>」が割り当てられます。

セッションパスワード

セッションパスワードを指定します。セッションパスワードは、データのリ

ストア時に必要となるため重要です。

ノードをプランにどのように追加しますか?

ノードをプランに追加する方法を指定します。以下の方法から 1つを

選択します。

ホスト名/IPアドレス

ノードのホスト名または IPアドレスを使用してノードを手動で追加

する方法を示します。必要な数だけノードを追加できます。

Active Directoryからのノードのディスカバリ

Active Directory内にあるノードを追加する方法を示します。Active
Directoryの詳細情報を使用してノードを検出してから、ノードを追

加できます。

vCenter/ESX Serverからインポート

ESXまたは vCenter Serverから仮想マシンノードをインポートする方

法を示します。このオプションでは、指定されたホスト名または IPア
ドレス上で検出されたすべての仮想マシンがリスト表示されます。

Hyper-V Serverからインポート

Microsoft Hyper-Vサーバから仮想マシンノードをインポートする方

法を示します。

方法を選択したら、各ダイアログボックスで詳細を指定します。
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10. ノードがプランに追加されたら、［次へ］をクリックします。

［バックアップスケジュール］ダイアログボックスが表示されます。

11. ［バックアップスケジュール］ダイアログボックスで、以下のスケジュールを入力

します。

Arcserve UDPエージェントのインストールまたはアップグレードのスケ

ジュール：エージェントがインストールされていないソースノードに、

Arcserve UDPエージェントの最新バージョンがインストールされます。以

前のエージェントのインストールは、最新のバージョンにアップグレードさ

れます。

増分バックアップスケジュール：初めての場合はフルバックアップが実

行され、その後は増分バックアップが実行されます。

注：インストール/アップグレードの時刻より前にバックアップの時刻がス

ケジュールされている場合、バックアップは自動的に次の日にスケ

ジュールされます。たとえば、エージェントのインストールを金曜日の午

後 9時にスケジュールし、バックアップを午後 8時にスケジュールした場

合、バックアップは土曜日の午後 8時に実行されます。

プランの作成をキャンセル：作成したプランをキャンセルするには、［プラ

ンの作成をキャンセル］をクリックします。

12. ［次へ］をクリックします。

［プランの確認］ダイアログボックスが開きます。
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13. ［プランの確認］ダイアログボックスで、プランの詳細を確認します。必要に応

じて、［ノードの編集］または［スケジュールの編集］をクリックしてノードまたは

スケジュールを編集するか、プランを追加または削除できます。

ノードの編集

保護するソースノードを変更します。

スケジュールの編集

バックアップスケジュールを変更します。

14. プランを検証したら、［次へ］をクリックします。

［次の手順］ダイアログボックスが表示されます。

環境設定が正常に終了し、Arcserve UDPコンソールで作業する準備が整い

ました。保護するノードをさらに追加し、仮想スタンバイなどの機能でプランを

カスタマイズし、復旧ポイント サーバおよびデータストアを含めることによってデ

スティネーションを追加することができます。

15. ［完了］をクリックしてウィザードを終了し、Arcserve UDPコンソールを開きま

す。
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Arcserveアプライアンスを設定する方法

注：ドメインの認証情報を使用してUDPコンソールにログインするには、「ドメイン

ユーザへの管理者権限および役割の割り当て」を参照してください。
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Arcserveアプライアンスをゲートウェイとして設定する方法

Arcserveアプライアンスをゲートウェイとして設定する

方法

Arcserveアプライアンスをゲートウェイとして設定することができます。

以下の手順に従います。

1. Arcserveアプライアンスから Arcserve UDPコンソールをアンインストールしま

す。

2. Arcserve UDPコンソールから［リソース］タブをクリックします。

3. Arcserve UDPコンソールの左ペインで、［インフラストラクチャ］に移動して、

［サイト］をクリックします。

4. ［サイトの追加］をクリックします。

5. ［サイトの追加］ウィザードの手順に従って、Arcserve UDP リモート管理ゲート

ウェイを Arcserveアプライアンスにインストールします。

注：ArcserveアプライアンスにArcserve UDP リモート管理ゲートウェイをインス

トールした後に、Arcserveアプライアンスウィザードで［ウィザードの起動］をク

リックしても、Arcserve UDPコンソールは起動しません。Arcserve UDPコンソール

にアクセスするには、コンソールのURL を直接入力します。Arcserve UDP
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第5章 : Arcserveアプライアンスでの操作

Arcserveアプライアンスを使用して、Windows、Linux、および仮想マシン用のバッ

クアッププランを作成できます。テープデバイスにデータを書き込み、仮想スタンバ

イマシンを作成することもできます。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

アプライアンス上のArcserve製品のアクティブ化 74

Arcserveアプライアンスウィザードを使用したプランの作成 75

プランへのノードの追加 76

Linux ノード用のバックアッププランの作成 85

テープデバイスへのバックアッププランの作成 86

アプライアンス上仮想スタンバイプランの作成 87

Linuxバックアップサーバのバックアッププランの作成 88

ローカルアプライアンスHyper-Vに対して Linuxインスタント VMジョブを実行するための
設定 92

ConsoleMigration.exeを使用したArcserve UDPコンソールの移行 93

Arcserveアプライアンス間の移行 95

プレインストールされた Linuxバックアップサーバの入力ソースの変更 99
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アプライアンス上のArcserve製品のアクティブ化

アプライアンス上のArcserve製品のアクティブ化

アプライアンス上で Arcserve製品をアクティブ化する場合は、「Arcserve製品ライ

センスオンラインヘルプ」を参照してください。
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Arcserveアプライアンスウィザードを使用したプランの作成

Arcserveアプライアンスウィザードを使用したプランの

作成

プランは、バックアップするノードおよびバックアップするタイミングを定義する手順の

集合です。Arcserveアプライアンスでは、基本プランを作成することができます。

Arcserveウィザードを使用したプランの作成には、以下の3つのステップがありま

す。

1. 保護するノードを追加します。

Windows ノードまたは仮想マシンを vCenter/ESXまたはHyper-Vサーバから選

択できます。

2. バックアップスケジュールを定義します。

3. プランをチェックして確認します。

基本的なプランに加えて、Arcserve UDPでは、UDPコンソールから複雑なプランを

作成して多くのパラメータを制御することができます。UDPコンソールから複雑なプ

ランを作成するには、「Arcserve UDPソリューションガイド」を参照してください。
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プランへのノードの追加

プランへのノードの追加

さまざまなノードを保護するためのプランを作成することができます。ノードを保護

するには、ノードをプランに追加する必要があります。Arcserveアプライアンスウィ

ザードからノードを追加できます。ウィザードでは、以下の方法を使用してノードを

追加できます。

ノードの IPアドレスまたはホスト名を手動で入力

(ホスト名/IPアドレスによるノードの追加 )

Active Directoryからのノードのディスカバリ

(Active Directoryによるノードの追加 )

VMware ESX/vCenter Serverから仮想マシンノードをインポート

( vCenter/ESX ノードの追加 )

Microsoft Hyper-Vサーバから仮想マシンノードをインポート

(Hyper-V ノードの追加 )

76 Arcserveアプライアンスユーザガイド



プランへのノードの追加

ホスト名/IPアドレスによるノードの追加

ノードをプランに追加するために IPアドレスまたはホスト名を手動で入力すること

ができます。追加するノード数が少ない場合はこの方法を使用しますが、複数の

ノードを 1つずつ追加できます。Arcserve Unified Data Protection Agent for
Windowsはこれらのノードにインストールされます。

以下の手順に従います。

1. ［ホスト名/IPアドレスによるノードの追加］ダイアログボックスで、以下の詳

細を入力します。

ホスト名/IPアドレス

ソースノードのホスト名または IPアドレスを指定します。

ユーザ名

管理者権限を持つノードのユーザ名を指定します。

パスワード

ユーザパスワードを指定します。

説明

ノードを特定する説明を指定します。

プラン作成のキャンセル

作成したプランをキャンセルします。

2. ［リストに追加］をクリックします。
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プランへのノードの追加

ノードが右ペインに追加されます。さらにノードを追加するには、これらの手

順を繰り返します。追加されたすべてのノードは、右ペインにリスト表示され

ます。

3. (オプション)追加したノードを右ペインのリストから削除するには、目的の

ノードを選択して［削除］をクリックします。

4. ［次へ］をクリックします。

ノードがプランに追加されます。
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プランへのノードの追加

Active Directoryによるノードの追加

Active Directoryにノードを追加するには、Active Directoryの詳細を指定し、ノー

ドを検出して、プランにノードを追加します。

以下の手順に従います。

1. ［Active Directoryによるノードの追加］ダイアログボックスで、以下の詳細を

入力します。

ユーザ名

<ドメイン>\<ユーザ名>の形式でドメインおよびユーザ名を指定します。

パスワード

ユーザパスワードを指定します。

コンピュータ名フィルタ

ノード名のディスカバリに使用するフィルタを指定します。

プラン作成のキャンセル

作成したプランをキャンセルします。

2. ［参照］をクリックします。

検出されたノードが表示されます。
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プランへのノードの追加

ノードを追加するには、ノードを選択して確認します。

3. 検証するには、ノードを選択し、ユーザ名およびパスワードを入力して［適
用］をクリックします。

認証情報が検証されました。検証済みノードには、緑色のチェックマークが

付いています。ノードの検証が失敗した場合、認証情報を再入力して［適
用］を再度クリックします。

注：ノードをリストに追加する前に各ノードを検証する必要があります。

4. ［リストに追加］をクリックします。

選択したノードが右ペインに追加されます。

5. (オプション) ノードを右ペインから削除するには、ノードを選択して［削除］を
クリックします。

6. ［次へ］をクリックします。

ノードがプランに追加されます。
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プランへのノードの追加

vCenter/ESX ノードの追加

仮想マシンノードを VMware vCenter/ESX Serverに追加できます。これらのノード

を追加するには、vCenter/ESX Serverからのノードを検出およびインポートする必

要があります。

以下の手順に従います。

1. ［vCenter/ESXによるノードの追加］ダイアログボックスで、以下の

vCenter/ESX Serverの詳細を指定します。

ホスト名/IPアドレス

vCenter/ESX Serverのホスト名または IPアドレスを指定します。

ポート

使用するポート番号を指定します。

プロトコル

使用するプロトコルを指定します。

ユーザ名

サーバのユーザ名を指定します。

パスワード

ユーザパスワードを指定します。

プラン作成のキャンセル

作成したプランをキャンセルします。

2. ［接続］をクリックします。

検出されたホスト名が表示されます。
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プランへのノードの追加

3. ホスト名を展開してノードを参照します。

4. 追加するノードを選択してから、［リストに追加］をクリックします。

選択したノードが右ペインに追加されます。

5. (オプション) ノードを右ペインから削除するには、ノードを選択して［削除］を
クリックします。

6. ［次へ］をクリックします。

ノードがプランに追加されます。
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プランへのノードの追加

Hyper-V ノードの追加

この方法を使用すると、Microsoft Hyper-Vサーバから仮想マシンノードをインポー

トできます。

以下の手順に従います。

1. ［Hyper-V ノードの追加］ダイアログボックスで以下の詳細を指定します。

ホスト名/IPアドレス

Hyper-Vサーバの名前または IPアドレスを指定します。Hyper-Vクラスタ

に含まれている仮想マシンをインポートするには、クラスタノード名または

Hyper-Vホスト名のいずれかを指定します。

ユーザ名

管理者権限のある Hyper-Vユーザ名を指定します。

注：Hyper-Vクラスタの場合は、クラスタの管理者権限を持つドメインア

カウントを使用します。スタンドアロン Hyper-Vホストの場合は、ドメイン

アカウントを使用することをお勧めします。

パスワード

ユーザ名のパスワードを指定します。

プラン作成のキャンセル

作成したプランをキャンセルします。
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プランへのノードの追加

2. ［接続］をクリックします。

検出されたホスト名が表示されます。ホスト名を展開してノードを参照しま

す。

3. (オプション) ［フィルタ］フィールドにノード名を入力して、ツリー内のノードを検

索できます。

4. ノードを選択してから、［リストに追加］をクリックします。

選択したノードが右ペインに追加されます。

5. (オプション) ノードを右ペインから削除するには、ノードを選択して［削除］を
クリックします。

6. ［次へ］をクリックします。

ノードがプランに追加されます。
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Linux ノード用のバックアッププランの作成

Linux ノード用のバックアッププランの作成

Arcserveアプライアンスコンソールから Linux ノードをバックアップできます。Linux
バックアップサーバはすでにコンソールに追加されています。

以下の手順に従います。

1. Arcserveアプライアンスコンソールを開きます。

2. ［リソース］-［プラン］-［すべてのプラン］をクリックします。

3. Linuxバックアッププランを作成します。

4. ［ソース］、［デスティネーション］、［スケジュール］、［拡張］の設定を指定しま

す。

注：各環境設定の詳細については、「ソリューションガイド」の「Linuxバックアッ

ププランを作成する方法」を参照してください。

5. バックアッププランを実行します。
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テープデバイスへのバックアッププランの作成

テープデバイスへのバックアッププランの作成

Arcserveアプライアンスには、テープデバイスにデータを書き込む機能があります。

通常、ソースデータは、UDPバックアッププランを使用してデータストアに保存され

ている復旧ポイントで、デスティネーションはテープデバイスです。Arcserve Backup
マネージャを使用して、テープへのバックアップジョブを管理する必要があります。

以下のプロセスの概要は、Arcserveアプライアンスを使用してテープデバイスに

データを書き込む方法を理解するのに役立ちます。

1. テープデバイスを Arcserveアプライアンスに取り付けます

Arcserveアプライアンスには、テープデバイスを接続するためのポートが背面

パネルに備わっています。テープデバイスを接続すると、Arcserveアプライアン

スは自動的にテープデバイスを識別します。

2. バックアップマネージャを使用して、テープデバイスを設定します。

バックアップマネージャを開き、テープデバイスをバックアップマネージャに追

加します。バックアップマネージャは、Arcserve Backupを管理するためのイン

ターフェースです。テープデバイスをバックアップマネージャに追加した後、デ

バイスを設定します。

注：デバイスの設定および管理の詳細については、「Arcserve Backup管理

者ガイド」の「デバイスおよびメディアの管理」を参照してください。

3. UDP コンソールを使用して、1つ以上のバックアップジョブを正常に完了しま

す。

テープデバイスに書き込み可能な正常なバックアップが少なくとも 1つ存在

している必要があります。データをバックアップするには、UDPコンソールを使

用してプランを作成し、データストアにバックアップします。

注：別のノード用のバックアッププランの作成に関する詳細については、「ソ

リューションガイド」の「データを保護するプランの作成」を参照してください。

4. バックアップマネージャからのテープへのバックアップジョブの開始

バックアップマネージャを開き、テープデバイスにデータをバックアップするプラ

ンを作成します。ソースデータはUDPバックアッププランのデスティネーション

で、デスティネーションはテープデバイスです。

注：テープへのバックアッププランの作成に関する詳細については、「Arcserve
Backup管理者ガイド」の「D2D/UDPデータのバックアップおよび回復」を参照

してください。
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アプライアンス上仮想スタンバイプランの作成

アプライアンス上仮想スタンバイプランの作成

Arcserveアプライアンスには、仮想スタンバイマシンとして動作する機能がありま

す。

以下の手順に従います。

1. 成功するバックアッププランであるかを検証します。

2. Arcserveアプライアンスコンソールを開きます。

3. プランに移動して、バックアッププランを変更します。

4. 仮想スタンバイタスクを追加します。

5. ソース、デスティネーション、仮想マシンの環境設定を更新します。

注：環境設定の詳細については、「ソリューションガイド」の「仮想スタンバイ

プランを作成する方法Arcserve UDP」トピックを参照してください。

6. プランを保存して実行します。
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Linuxバックアップサーバのバックアッププランの作成

Linuxバックアップサーバのバックアッププランの作成

Arcserveアプライアンスでは、Linuxバックアップサーバのバックアップを設定すること

ができます。

以下の手順に従います。

1. Arcserve UDPコンソールから、［リソース］タブをクリックします。

2. 右側のペインの［すべてのノード］をクリックします。

3. 中央のペインから、［ノードの追加］をクリックします。

［Arcserve UDP コンソールへのノードの追加］ダイアログボックスが表示され

ます。

4. ［ノードの追加］ドロップダウンリストから、［Linux ノードの追加］を選択しま

す。

5. ノードの認証情報を入力し、［リストに追加］をクリックします。

6. ［保存］をクリックします。

追加された Linux ノードは［すべてのノード］リストに表示されます。
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Linuxバックアップサーバのバックアッププランの作成

7. ［すべてのプラン］に移動し、エージェント ベース Linuxプランを作成しま

す。

［ソース］タブが表示されます。

8. ［追加］ドロップダウンリストから、［Arcserve UDPで保護するノードの選

択］を選択します。
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Linuxバックアップサーバのバックアッププランの作成

［保護するノードの選択］ダイアログボックスが表示されます。

9. 追加された Linux ノードを保護して、［OK］をクリックします。

［デスティネーション］タブが表示されます。

10. 表示されるデフォルトのデスティネーションは、アプライアンスウィザードを使

用して作成されたデータストアです。必要に応じて、ノードをバックアップす

るローカルディスクまたは共有フォルダを選択します。
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Linuxバックアップサーバのバックアッププランの作成

11. プランに関連する設定を入力したら、［保存］をクリックします。

追加された Linuxバックアップサーバに対して正常にバックアップを実行する

ことができます。
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ローカルアプライアンスHyper-Vに対して Linuxインス

タント VMジョブを実行するための設定

Arcserveアプライアンスを使用すると、ローカルアプライアンスHyper-V上で Linux
インスタント VMジョブを実行するようにネットワークを設定することができます。

以下の手順に従います。

1. Hyper-Vマネージャを開きます。

2. 新しい外部仮想ネットワークスイッチを作成します。

3. Linuxバックアップサーバをオフにし、Linuxバックアップサーバに外部スイッ

チを追加します。

4. Linuxバックアップサーバをオンにして、新しいイーサネット接続下のネット

ワーク設定にプロファイルを追加し、IPアドレスを取得します。

注：IPアドレスが割り当てられていない場合、処理中に Linuxバックアップ

サーバが再起動されます。

5. Linuxインスタント VMジョブをローカルHyper-Vに対して実行するには、新

しく追加された仮想ネットワークスイッチを選択します。

Linuxインスタント VMジョブをローカルアプライアンスHyper-Vに対して正常に実

行できるようになりました。
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ConsoleMigration.exe を使用したArcserve UDP コンソールの移行

ConsoleMigration.exeを使用した Arcserve UDP コン

ソールの移行

Arcserveアプライアンスアプライアンスでは、ConsoleMigration.exeを使用して

Arcserve UDPコンソールを別のアプライアンスに移行できます。Arcserve UDP v6.5
Update 2以降では、アプライアンスに属していない場合でも、任意の2つの

Arcserve UDPコンソールの間で Arcserve UDPコンソールを移行できます。

BackupDBおよび RecoverDB用のConsoleMigration.exeを使用します。以下のス

クリーンショットは、ConsoleMigration.exeの使用方法を示しています。

移行プロセスを完了するには、以下の手順を実行します。

1. 古い Arcserve UDPコンソールで、Arcserve UDPデータベースのバックアップ

を実行します。

［DB_Migration］フォルダが正常に作成します。

2. 新しい Arcserve UDPコンソールで、［DB_Migration］フォルダを次のパスに

コピーします。

<UDP_Home> \Management\BIN\Appliance\

3. 新しい Arcserve UDPコンソールがArcserveアプライアンスの場合、ホスト

名を変更してシステムを再起動し、アプライアンスウィザードを使用してア

プライアンス設定を終了します。

注：Arcserve UDPコンソールがArcserveアプライアンスではない場合、この

手順をスキップします。

4. 新しい Arcserve UDPコンソールで、以下の画面に示される手順を実行し

て、Arcserve UDPコンソールデータベースを復旧させます。データベースのリ

カバリプロセスが完了したら、新しい Arcserve UDPコンソールのノードが更

新されます。ノードの更新に失敗した場合は、C:\Program
Files\Arcserve\Unified Data Protection\Management\BIN\Appliance\logs
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パスの下にある DisconnectedNodesInfo-<mm-dd-yyyy>.txtファイルに切断

されたノードが記録されます。切断されているノードは新しい Arcserve
UDPコンソールから手動で更新できます。

注：Arcserve UDPコンソールで、ローカルサイト以外のサイトが存在する場

合、NewRegistrationText.txtファイルに記載されている手順に従い、サイトを

再登録します。

新しい Arcserve UDPコンソールへのArcserveアプライアンスコンソールの移行が正

常に完了しました。

このツールを使用して、リモート SQLデータベースと接続している Arcserve UDPコン

ソールについて、コンソール移行を実行することができます。移行が完了すると、

移行されたArcserve UDPコンソールは同じリモート SQLデータベースに接続される

ように設定されます。

注：Arcserve UDP v6.5 Update 4以降、ConsoleMigration.exeコマンドに -forceオ
プションが導入されました。このオプションを使用すると、以下の条件で、復旧用

バックアップデータベースファイルのターゲット コンソールへの移行が強制されます。

1. ソースコンソールで SQL Server Enterpriseエディションを使用しており、ター

ゲット コンソールで SQL Server Expressエディションを使用している 2つのコ

ンソール間で、コンソールの移行を実行する必要がある場合。この場合、

ソースUDPコンソールで必要なデータベースの最小サイズは 4000 MBで

す。

2. SQL Serverデータベースの新しいバージョンを使用するコンソールから SQL
Serverデータベースの古いバージョンを使用するコンソールへコンソールの

移行を実行する必要がある場合。たとえば、SQL Server 2016を使用する

コンソールから SQL Server 2014を使用するコンソールへの移行です。
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Arcserveアプライアンス間の移行

Arcserveアプライアンス間の移行

このトピックでは、既存のArcserveアプライアンスから別の新しい Arcserveアプライ

アンスへの移行を実行するユーザ用に解決策を提供します。

たとえば、Arcserveアプライアンス 1を Arcserveアプライアンス 2に移行するとしま

す。前提条件は次のとおりです。

アプライアンス 1 とアプライアンス 2の両方に接続できることを確認します。

アプライアンス 2の容量には、アプライアンス 1上のすべてのデータを保持す

るために十分なメモリが必要です。

Arcserveアプライアンス 1で、ジョブが実行されていないことを確認します。

コンソールの移行の詳細については、「ConsoleMigration.exeを使用して

Arcserve UDPコンソールを移行する方法」のトピックを参照してください。

任意のアプライアンスから新しいアプライアンスに移行するには、以下の解決策に

従います。

解決策
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解決策

Arcserveアプライアンスの移行に関するソリューション

重要：既存のアプライアンスがArcserve UDP コンソールとArcserve UDP RPSの両

方として動作している場合、この解決策を使用することができます。

前提条件：

Arcserveアプライアンス 1で、ジョブが実行されていないことを確認します。

Arcserve UDPコンソールを Arcserveアプライアンス 1から 2に移行済みで

す。

注：Arcserve UDPコンソールをアプライアンス 1から 2に移行する方法の詳

細については、「ConsoleMigration.exeを使用したArcserve UDPコンソール

の移行方法」を参照してください。

以下の手順に従います。

1. コマンド ラインで以下のコマンドを使用し、Arcserveアプライアンス 1上の

すべてのArcserve UDPサービスを停止します。

C:\Program Files\Arcserve\Unified Data Protection\Management\BIN>
cmdutil.exe /stopall

96 Arcserveアプライアンスユーザガイド



Arcserveアプライアンス間の移行

2. ディスク Xおよび Y上のすべてのデータを、Arcserveアプライアンス 1から 2
に手動でコピーします。

3. アプライアンス 2で、すべてのArcserve UDPサービスを起動し、アプライアン

ス 1からコピーしたデータストアをインポートします。
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Arcserveアプライアンス間の移行

注：Arcserve UDPログファイルは新しいアプライアンスには移行されません。

既存のArcserveアプライアンスから別の新しい Arcserveアプライアンスへの移行

が完了します。
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プレインストールされた Linuxバックアップサーバの入力ソースの変更

プレインストールされた Linuxバックアップサーバの入

力ソースの変更

プレインストールされた Linuxバックアップサーバのキーボードを変更することができ

ます。

以下の手順に従います。

1. 管理者として Arcserveアプライアンスにログインします。

2. ［設定］をクリックします。

3. ［地域と言語］をクリックします。
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プレインストールされた Linuxバックアップサーバの入力ソースの変更

4. ［+］をクリックして、新しい入力ソースを選択します。
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プレインストールされた Linuxバックアップサーバの入力ソースの変更

5. 言語とキーボード レイアウトを選択します。

6. ［追加］をクリックします。

入力ソースが正しく追加されます。
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第6章 :アプライアンスサーバのリモート モニタリング

Arcserveアプライアンスをリモートでモニタリングすることができます。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。
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iDRAC ( Integrated Dell Remote Access Controller)での操作

iDRAC ( Integrated Dell Remote Access Controller)
での操作

このセクションには、以下のトピックが含まれます。
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iDRAC ( Integrated Dell Remote Access Controller)での操作

iDRAC ( Integrated Dell Remote Access Controller)の
モニタと管理

Arcserveアプライアンス 9012-9504DRには、iDRAC9 ( Integrated Dell Remote
Access Controller 9)が搭載されています。iDRAC9により、サーバ管理者は

Arcserveアプライアンスの全体の可用性を向上させることができます。iDRACによ

りサーバの問題に関するアラートが管理者に提供されるため、サーバのリモート管

理を実行することができ、サーバへ物理的にアクセスする必要性が少なくなりま

す。

システムステータスのモニタ、システム情報の管理、および仮想コンソールの起動

を行うには、iDRACにログインする必要があります。

以下の手順に従います。

iDRACにログインします。

1. ブラウザを起動して、https://<iDRAC-IP-address>に移動します。

iDRACのログインページが表示されます。

2. 以下の情報を入力します。

ユーザ名：root

パスワード：ARCADMIN

3. ［ログイン］をクリックします。

システムステータスのモニタとシステム情報の管理：

iDRACシステムステータスをモニタして、以下のシステム情報を管理できます。

システムの健全性

システムのプロパティ

ハードウェアとファームウェアのインベントリ

センサの健全性

ストレージデバイス

ネットワークデバイス

ユーザセッションの表示と終了

仮想コンソールを起動します。

1. https://<iDRAC-IP-address>にログインします。

2. ［ダッシュボード］に移動して、［仮想コンソールの起動］をクリックします。
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iDRAC ( Integrated Dell Remote Access Controller)での操作

［仮想コンソール］ページが表示されます。

［仮想コンソールビューア］には、リモート システムデスクトップが表示されま

す。キーボートとマウスを使用してリモート システムを制御し、操作を実行す

ることができます。
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iDRAC ( Integrated Dell Remote Access Controller)での操作

iDRAC ( Integrated Dell Remote Access Controller
9000シリーズ)の IPアドレスの検出

Arcserveアプライアンス 9012-9504DRシリーズモデルは、デフォルトで iDRAC対応

のDHCPを使用するよう設定されています。iDRACにアクセスするには、iDRAC9専
用ネットワークポートに Ethernetケーブルを接続します。Arcserveアプライアンス

9012-9504DRシリーズモデルの背面パネルおよび iDRAC9専用ネットワークポート

の詳細については、「9012-9048の背面パネル」および「9072DR-9504DRの背面パ

ネル」を参照してください。

iDRAC9対応 9012-9048の背面パネルの外観

iDRAC9対応 9072DR-9504DRの背面パネルの外観

アプライアンスから iDRACの IPアドレスを検出できます。

以下の手順に従います。
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iDRAC ( Integrated Dell Remote Access Controller)での操作

1. Arcserveアプライアンスの起動中に iDRAC IPをメモします。

2. ブラウザを起動して、https://<iDRAC-IP-address>に移動します。

iDRACログインページが表示されます。

iDRAC ( Integrated Dell Remote Access Controller、X
シリーズ)の IPアドレスの検出

Arcserveアプライアンス Xシリーズモデルは、デフォルトで iDRAC対応のDHCPを使

用するよう設定されています。iDRACにアクセスするには、iDRAC9専用ネットワーク

ポートに Ethernetケーブルを接続します。Arcserveアプライアンス Xシリーズモデル

の背面パネルおよび iDRAC9専用ネットワークポートの詳細については、「Xシリー

ズの背面パネル」を参照してください。

Xシリーズの背面パネルの表示

アプライアンスから iDRACの IPアドレスを検出できます。

以下の手順に従います。

107 Arcserveアプライアンスユーザガイド



iDRAC ( Integrated Dell Remote Access Controller)での操作

1. Arcserveアプライアンスの起動中に iDRAC IPをメモします。

2. ブラウザを起動して、https://<iDRAC-IP-address>に移動します。

iDRACログインページが表示されます。
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iDRAC ( Integrated Dell Remote Access Controller)での操作

iDRACのDHCPまたは静的 IPアドレスの設定

iDRACに対して、DHCPネットワークモードを設定することができます。

以下の手順に従います。

1. Arcserveアプラインスの起動中に F2キーを押して、システムのセットアップ

画面に切り替えます。

2. ［システムセットアップメインメニュー］画面で、［iDRACの設定］をクリックし

ます。

3. ［iDRACの設定］オプションで［ネットワーク］をクリックします。

［ネットワークの設定］フィールドが表示されます。
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iDRAC ( Integrated Dell Remote Access Controller)での操作

4. 専用ネットワークインターフェースを使用するには、［NIC設定の有効化］
で［有効］を選択し、［NICを選択］で［専用］を選択します。

5. DHCPモードを設定するには、IPV4設定の［IPv4有効］および［DHCP有

効］で、［有効］オプションを選択します。
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iDRAC ( Integrated Dell Remote Access Controller)での操作

注：iDRAC専用ネットワークに静的 IPを設定する場合は、［IPv4有効］の
設定を［有効］にし、［DHCP有効］の設定を［無効］にします。ネットワーク

構成に従って、IPアドレス、ゲートウェイ、およびサブネット マスクを設定しま

す。

6. ［警告］ダイアログボックスで［戻る］をクリックし、次に、［完了］-［はい］をク

リックします。

ネットワーク情報が保存されます。
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iDRAC ( Integrated Dell Remote Access Controller)での操作

7. ［成功］ダイアログボックスで、［OK］をクリックします。

iDRAC DHCPの設定が完了します。

8. ［完了］-［はい］をクリックすると、セットアップが終了し、システムが起動し

ます。
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ベースボード管理コントローラ( BMC)の操作

iDRACに対して DHCPネットワークモードが設定されます。

ベースボード管理コントローラ( BMC)の操作

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

ベースボード管理コントローラ( BMC)のモニタおよび管

理

Arcserveアプライアンス 10024BU-10576DRシリーズモデルには、ベースボード管理

コントローラ( BMC)が搭載されています。BMCを使用すると、サーバ管理者は

Arcserveアプライアンスの全体的な可用性を向上させることができます。

BMCによりサーバの問題に関するアラートが管理者に提供されるため、サーバのリ

モート管理を実行することができ、サーバへ物理的にアクセスする必要性が少なく

なります。また、さまざまな場所の複数のユーザにリモート アクセスして、システムの

メンテナンスおよび管理を行うこともできます。

システムのステータスをモニタし、システム情報を管理し、リモート コンソールを起

動するには、IPMI (インテリジェント プラットフォーム管理インターフェース)にログイ

ンする必要があります。

以下の手順に従います。

1. Webブラウザを開き、BMCの IPアドレスを以下の形式で入力します。

https://BMC-IP-address.

［ログイン］画面が表示されます。

2. 以下のようにログイン認証情報を入力します。
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ベースボード管理コントローラ( BMC)の操作

ユーザ名：ADMIN

注：ユーザ名は大文字である必要があります。

パスワード：BMCパスワードを入力します

注：BMC固有のパスワードは、サーバの前面パネルにある引き出し

式タグで確認できます。BMCパスワードは、BMC/IPMI MACアドレスの

すぐ下の行に記載されています。

3. ［ログイン］をクリックします。

4. ［リモート コンソール］に移動し、［Launch Console ( コンソールの起動 ) ］
をクリックします。

［Remote Console Viewer ( リモート コンソールビューア) ］に、リモート システムデス

クトップが表示されます。キーボートとマウスを使用してリモート システムを制御し、

操作を実行することができます。

また、BMCシステムステータスをモニタして、以下のシステム情報を管理できま

す。

システムの健全性

システムのプロパティ

ハードウェアとファームウェアのインベントリ

センサの健全性
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ベースボード管理コントローラ( BMC)の操作

ストレージデバイス

ネットワークデバイス

ユーザセッションの表示と終了

BMCの IPアドレスを確認する方法

Arcserveアプライアンス 10024BU-10576DRシリーズモデルは、デフォルトで BMCに

DHCPを使用するように設定されています。BMCにアクセスするには、BMC専用

ネットワークポートに Ethernetケーブルを接続します。Arcserveアプライアンス

10024BU-10576DRシリーズモデルの実際のパネルおよび BMC専用ネットワーク

ポートの詳細については、「背面パネル10024BU-10048BU」および「背面パネル

10048DR-10576DR」を参照してください。

BMCの IPアドレスは、以下の方法で確認できます。

BIOSを使用した IPアドレスの確認

このセクションでは、BIOSを使用して IPアドレスを確認する方法について説明しま

す。

以下の手順に従います。

1. アプライアンスサーバの電源をオンにします。

2. システムの起動中にDelキーを押して、BIOS メニューを表示します。

3. ［Server Management (サーバ管理 ) ］タブに移動して、［BMC Network
Configuration ( BMCネットワーク設定 ) ］を選択します。

［BMC Network Configuration ( BMCネットワーク設定 ) ］画面が表示されま

す。

［IPV4 Station IP address ( IPV4ステーション IPアドレス) ］パラメータで、IPア
ドレスを確認できます。DHCPで発行された IPアドレスを、希望する静的 IP
アドレスに変更することもできます。詳細については、「BIOSを使用した BMC
IPアドレスの設定」を参照してください。

POST画面での IPアドレスの確認

このセクションでは、POST画面で IPアドレスを確認する方法について説明しま

す。

以下の手順に従います。

1. アプライアンスサーバの電源をオンにします。

2. システムの起動を開始します。

115 Arcserveアプライアンスユーザガイド

rear_panel_10024BU-10048BU.htm


ベースボード管理コントローラ( BMC)の操作

POST画面が表示されます。

IPアドレスは、POST画面の右下に表示されます。

BMCのDHCPまたは静的 IPアドレスの設定

このセクションでは、BMCのUEFI BIOSおよび IPアドレスの設定方法について説明

します。

UEFI BIOSの設定

このセクションでは、UEFI BIOSの設定方法について説明します。

注：BMCを設定する前に、Arcserveアプライアンスサーバに直接接続されている

モニタで BIOSを設定する必要があります。このプロセスは、BMCのBIOS内でのみ

実行できます。

以下の手順に従います。

1. Arcserveアプライアンスサーバの電源をオンにします。

2. システムの起動中にDelキーを押して BIOS画面を表示します。

注：BIOS内を移動するには、矢印キーを使用します。選択するには、Enter
キーを押し、前の画面に戻るには、Escキーを押します。

3. BIOSセットアップメニューから［Advanced (詳細 ) ］タブを選択します。

4. ［Serial Port Console Redirection (シリアルポート コンソールリダイレクショ

ン) ］を選択し、Enterキーを押します。

5. COM2/SOLの下の［Console Redirection ( コンソールリダイレクション) ］に

移動し、Enterキーを押して、［Enabled (有効 ) ］を選択します。
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6. F4キーを押し、保存して終了します。

BIOSが正常に設定されました。

BMCの IPアドレスの設定

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

DHCPサーバを使用した DHCP IPアドレスの設定

このセクションでは、DHCPサーバを使用して DHCP IPアドレスを設定する方法につ

いて説明します

以下の手順に従います。

1. アプライアンスサーバで、MACアドレスバーコード付きの引き出し式 ID タ

グを見つけます。

2. MACアドレス値を使用して、DHCPサーバに既知の登録済み DHCP IPア
ドレスを設定します。

POST画面または BIOSから IPアドレスを確認できます。詳細については、

「BMCの IPアドレスを検索する方法」を参照してください。

BIOSを使用した静的 IPアドレスの設定

このセクションでは、BIOSを使用して静的 IPアドレスを設定する方法について説

明します。

以下の手順に従います。
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1. Arcserveアプライアンスサーバの電源をオンにします。

2. システムの起動中にDelキーを押して BIOS画面を表示します。

3. ［Server Management (サーバ管理 ) ］タブの［BMC Network
Configuration ( BMCネットワーク設定 ) ］に移動し、Enterキーを押しま

す。

［BMC Network Configuration ( BMCネットワーク設定 ) ］画面が表示されま

す。

4. ［Update IPMI LAN Configuration ( IPMI LAN設定の更新 ) ］を選択し、

Enterキーを押してから、［Yes (はい) ］を選択します。

5. ［Configuration Address source (設定アドレスソース) ］を選択し、Enter
キーを押してから、［Static (静的 ) ］を選択します。
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設定アドレスソースが静的に設定された後、［Static IP Address (静的 IPア
ドレス) ］、［Subnet Mask (サブネット マスク) ］、および［Gateway IP Address
(ゲートウェイ IPアドレス) ］のフィールドの値 0.0.0.0を更新できます。

6. ［Static IP Address (静的 IPアドレス) ］、［Subnet Mask (サブネット マス

ク) ］、および［Gateway IP Address (ゲートウェイ IPアドレス) ］に必要な値

を入力し、Enterキーを押します。

7. F4キーを押し、保存して終了します。

BMC静的 IPアドレスが正常に設定されました。
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BIOSを使用した BMCへの接続

BMCに接続し、デバイスのBIOS メニューを起動するには、イーサネット ケーブルの

一端をラップトップまたはデバイスのイーサネット ポートに接続します。次に、ケーブ

ルのもう一方の端をサーバの IPMIまたは SHAREDポートに接続します。これで、

BMC とデバイスは同じネットワークに接続されました。

以下の手順に従います。

1. Arcserveアプライアンスサーバの電源をオンにします。

2. システムの起動中にDelキーを押して BIOS画面を表示します。

3. ［Server Management (サーバ管理 ) ］タブの［BMC Network
Configuration ( BMCネットワーク設定 ) ］に移動し、Enterキーを押しま

す。

［BMC Network Configuration ( BMCネットワーク設定 ) ］画面が表示されま

す。

4. ［Update IPMI LAN Configuration ( IPMI LAN設定の更新 ) ］を選択し、

Enterキーを押してから、［Yes (はい) ］を選択します。

5. ［IPMI LAN Selection ( IPMI LANの選択 ) ］を選択し、Enterキーを押して

から、［Shared (共有 ) ］を選択します。
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6. ［Configuration Address source (設定アドレスソース) ］を選択し、Enter
キーを押してから、［Static (静的 ) ］を選択します。

設定アドレスソースが静的に設定された後、［Static IP Address (静的 IPア
ドレス) ］、［Subnet Mask (サブネット マスク) ］、および［Gateway IP Address
(ゲートウェイ IPアドレス) ］のフィールドの値 0.0.0.0を更新できます。

7. ［Static IP Address (静的 IPアドレス) ］、［Subnet Mask (サブネット マス

ク) ］、および［Gateway IP Address (ゲートウェイ IPアドレス) ］に必要な値

を入力し、Enterキーを押します。
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8. F4キーを押し、保存して終了します。

デバイスがBMCに正常に接続されました。
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第7章 : Arcserveアプライアンスのリストアまたは修復

このセクションには、以下のトピックが含まれます。
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ファクトリリセットのデバッグ

このトピックでは、以下のエラーメッセージが表示された場合に、ファクトリリセット

をデバッグする方法について説明します。

問題を解決するには、以下の手順を実行してください。

1. エラーメッセージで［トラブルシューティング］のドロップダウンオプションをク

リックします。

以下のオプションが表示されます。

コマンド プロンプト

CMD ( コマンド プロンプト )ダイアログボックスでは、いくつかの基本操作

を行うことができます。たとえば、フォルダ内にファイルが存在するかどうか

の確認、ファイルのコピーと削除、ディスクレイアウト情報の取得を実行

できます。

ログの表示

［ログの表示］オプションでは、メモ帳にログを表示できます。ログを確認

した後、［ファイル］-［名前を付けて保存］をクリックしてログを保存し、後

で利用することもできます。

ファクトリリセットの再起動

問題の解決後、このオプションを選択すると、ファクトリリセットを再起動

できます。

ヘルプ

［ヘルプ辞書］ダイアログボックスには、エラーの原因、基本分析、およ

び解決策に関する情報が表示されます。この問題を解決するには、以

下の手順を実行してください。共通の操作についてのヒントも表示され

ます。たとえば、ディスクレイアウトの取得方法、ファクリリセットのプロパ

ティファイルコンテンツの取得方法、ログの保存方法などです。

2. 表示されるオプションの中から［ヘルプ］をクリックします。

画面には、複数のエラーコードとその詳細が表示されます。
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3. エラーメッセージに表示されるエラーコードの［ヒント］に移動し、右側のパ

ネルの下に表示されている指示に従います。

該当するエラーを選択し、ヒントに表示される指示に従うと、ファクトリリセットの問

題を解決できます。
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Arcserve アプライアンスのインストール

このセクションには、以下のトピックが含まれます。
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Arcserve Backup 19.0をインストールする方法

Arcserve Backup 19.0は、アプライアンスに事前インストールされていません。

Arcserve Backup 19.0をインストールするには、デスクトップにある InstallASBU.iso
ファイルをマウントします。

以下の手順に従います。

1. デスクトップで InstallASBU.isoファイルを見つけてマウントし、アプリケーション

のセットアップに移動して、管理者としてセットアップを実行します。

［製品のインストール］ブラウザの右側の列で、［Arcserve Backup for Windows
のインストール］をクリックします。

［前提条件コンポーネント］ダイアログボックスが表示されます。

2. ［インストール］をクリックして、前提条件コンポーネントをインストールしま

す。

［前提条件コンポーネント］ダイアログボックスは、ターゲット コンピュータにイン

ストールされている Arcserve Backup前提条件コンポーネントが検出されなかっ

た場合にのみ表示されます。

注：クラスタ対応環境内のアクティブノードにArcserve Backupをインストール

する場合は、アクティブノードが再起動する間に、アクティブノードからパッシブ

ノードにクラスタリソースが移動されます。アクティブノードが再起動したら、元

のアクティブノードにクラスタリソースを移動する必要があります。

3. ［使用許諾契約］ダイアログボックスで、使用許諾契約の条件に同意して

［次へ］をクリックします。

4. 表示されるプロンプトに従って、ダイアログボックスに必要なすべての情報を

記入します。

以下のリストは、Arcserve Backupのインストールに関するダイアログボックス固

有の情報について説明しています。

インストール/アップグレードの種類の選択ダイアログボックス

リモート インストールオプションを選択すると、Arcserve Backupを複数の

システムにインストールできます。

リモート インストールでは、ターゲットのリモート システムを異なる

Arcserveサーバタイプ、異なる Arcserve Backupエージェントとオプショ

ン、またはその両方で構成することができます。

注：クラスタマシンのセットアッププログラムはArcserve Backupベース製

品またはArcserve Backupエージェントのリモート インストールはサポート

していません。Arcserve Backupエージェント (たとえばAgent for Microsoft
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SQL ServerまたはAgent for Microsoft Exchange Server) に関するこのリ

モート インストールの制限は、仮想ホストを使用している場合のみ当て

はまります。クラスタの物理ホストを使用したArcserve Backupエージェン

トのリモート インストールはサポートされています。

［インストールの種類］ダイアログボックス

インストールの種類として［高速］または［カスタム］を選択することによっ

て、インストールする Arcserve Backupコンポーネントの種類を指定でき

ます。

注：以前のリリースからアップグレードする場合、インストールウィザード

では、現在のArcserve設定を検出し、新しいインストールに適切なイン

ストール/アップグレードの種類を選択します。詳細については、

「Arcserve Backupサーバインストールのタイプ」および「Arcserve Backup
サーバオプション」を参照してください。

［コンポーネント］ダイアログボックス

ターゲット システムにインストールする Arcserve Backupコンポーネントを

指定できます。

以下の点に注意してください。

プライマリサーバをインストールするには、プライマリサーバにArcserve
Backup Central Management Optionをインストールする必要があります。

メンバサーバをインストールするには、インストールウィザードがネットワーク

内のArcserve Backup ドメイン名とプライマリサーバ名を検出できる必要が
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あります。したがって、メンバサーバインストールを実行する前に、少なくとも

1つのプライマリサーバインストールを完了しておく必要があります。

Arcserve Backupオブジェクトまたはサーバオブジェクトを［製品の選択］ダイ

アログボックスでクリックすると、インストールウィザードでは、［インストール/
アップグレードの種類］ダイアログボックスで指定したインストールの種類に

関係なく、デフォルトのスタンドアロンサーバインストールコンポーネントが

指定されます。正しいコンポーネントをインストールするには、サーバオブ

ジェクトを展開し、インストールする Arcserve Backupサーバのタイプのオブ

ジェクトを展開して、インストールするコンポーネントに対応するチェックボック

スをオンにします。

Agent Deploymentは、Arcserve Backupをインストールした後で、Arcserve
Backupエージェントを複数のリモート システムにインストールしてアップグレー

ドできるウィザード形式のアプリケーションです。この機能をサポートするに

は、セットアッププログラムで Setupソースファイルを Arcserve Backupサーバ

にコピーする必要があります。インストールメディアのコンテンツを Arcserve
Backupサーバにコピーするには、［コンポーネント］ダイアログボックスで

Agent Deploymentを選択する必要があります。Agent Deploymentを選択

すると、Arcserve Backupのインストールまたはアップグレードに要する時間が

かなり長くなります。

リモート インストールまたはサイレント インストールを実行する場合、

Arcserve Backup Client Agent for Windowsを Arcserve Backupベース製品と

同じディレクトリにインストールしないでください。

Global Dashboardはプライマリサーバ、スタンドアロンサーバおよびメンバ

サーバにインストールできます。ただし、メンバサーバをセントラルプライマリ

サーバおよびブランチプライマリサーバとして機能するように設定することは

できません。セントラルプライマリサーバおよびブランチプライマリサーバの詳

細については、「Dashboardユーザガイド」を参照してください。

Windows Server Coreを実行するコンピュータでは、以下のArcserve Backup
製品のみをインストールできます。

n メンバサーバおよびサポートされるオプション

n Agent for Open Files

n Agent for Virtual Machines

n Client Agent for Windows

n Disaster Recovery Option
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以下の図では、Client Agent for Windowsのデフォルトのインストールパスが

表示されていて、Agent Deploymentが指定されています。

［アカウント］ダイアログボックス

Arcserve Backupアカウントを設定し、［Arcserve Backup Webサービスの

インストール］を有効にするオプションを提供します。

セットアップ中に、クラスタ対応アプリケーションが環境内で実行されてい

ることが検出された場合、Arcserve Backupをクラスタ対応環境にインス

トールするには、［クラスタ環境インストール］オプションを選択して

Arcserve Backupをインストールする共有ディスクのパスを指定します。

注：Arcserve Backupサーバ名とArcserve Backup ドメイン名は、15バイ

ト以内である必要があります。合計 15バイトの名前は、およそ7 ～ 15
文字に相当します。
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Arcserve Backup Webサービスは、UDPテープへのコピータスクとArcserve
Backupの間のブリッジとして機能します。デフォルトでは、Arcserve Backup
をインストールすると、［Arcserve Backup Webサービスのインストール］が有

効になります。Webサービス設定のデフォルトのポート番号は 8020です。

このポート番号は変更できます。

［Arcserve Backup Webサービスのインストール］チェックボックスをオフにし

て、Arcserve Backup Webサービスを無効にします。

Arcserve Backupのインストール後に［Arcserve Backup Webサービスのイン

ストール］を有効化/変更できます。

注：Arcserve Backup Webサービスを Arcserve Backup ドメインのすべての

サーバにインストールする場合は、同じポート番号を指定します。Arcserve
UDPは、同じポート番号を使用して、Arcserve Backup ドメインのArcserve
Backupプライマリサーバとメンバサーバの両方に接続します。

以下の手順に従います。

1. コマンドラインから Arcserve Backupベースインストールパスに移動

します。

2. コマンド プロンプトで、以下のコマンドを入力します。

Bconfig –c

［<Arcserve Backup>アカウント］ダイアログボックスが表示さ

れます。

3. Webサービスを設定または更新します。

［データベースの設定］ダイアログボックス
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Arcserve Backupデータベースを設定できます。

このダイアログボックスで、データベースアプリケーション( Arcserve
BackupのデフォルトのデータベースまたはMicrosoft SQL Server)を指

定するか、必須フィールドの入力を完了した後、［次へ］をクリックし

ます。

注：Unicodeベースの東アジア言語文字 ( JIS2004など)を含むデー

タを保護する必要がある場合は、Arcserve Backupのデータ検索お

よび並べ替えを可能にするために SQL照合順序を有効にする必要

があります。これを行うには、［東アジア言語の照合順序］をクリック

してドロップダウンリストから言語を選択します。

［メッセージ］ダイアログボックス

［メッセージ］ダイアログボックスでメッセージを確認し、この時点で問

題の解決を試みる必要があります。
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以下は、［重要な警告メッセージ］ダイアログボックスを示していま

す。

［セットアップサマリ］ダイアログボックス

インストールするコンポーネントを変更するには、変更するインストー

ルオプションが表示されているダイアログボックスに戻るまで［戻る］ボ
タンをクリックしてください。

［インストールレポート］ダイアログボックス

選択したコンポーネントで設定が必要な場合は、インストールの最

後に設定ダイアログボックスが表示されます。すぐにコンポーネントを

設定することも、後から［デバイス環境設定］または［Enterprise
Module環境設定］を使用して設定することもできます。たとえば、

単一ドライブのオートローダを使用している場合は、セットアップで［イ
ンストールサマリ］ダイアログボックスでメッセージをダブルクリックするこ

とで、該当する［デバイス環境設定］を起動するように指定すること

ができます。
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以下に、［インストールレポート］ダイアログボックスを示します。

Agent for Microsoft SQL Serverで環境設定が必要とされています。

注：Arcserve Backupのインストール時に、サーバの再起動が必要になる

場合があります。これは、すべてのファイル、サービス、およびレジストリの設

定がオペレーティングシステムレベルで更新されたかどうかによって決まりま

す。

［インストールサマリ］ダイアログボックス

選択したコンポーネントで設定が必要な場合は、インストールの最後に

設定ダイアログボックスが表示されます。すぐにコンポーネントを設定す

ることも、後から［デバイス環境設定］または［Enterprise Module環境設

定］を使用して設定することもできます。たとえば、単一ドライブのオート

ローダを使用している場合は、セットアップで［インストールサマリ］ダイア

ログボックスでメッセージをダブルクリックすることで、該当する［デバイス

環境設定］を起動するように指定することができます。

5. ［インストールサマリ］ダイアログボックスで［完了］をクリックしてインストールを

完了します。

10024BU-10048BUシリーズアプライアンスの設置方法

アプライアンスは、限られた領域のみに設置することを目的としています。初期設

定およびメンテナンスは、専門の担当者が実行する必要があります。

完全な設置プロセスについては、「10024BU-10048BUのアプライアンスの設置」を

参照してください。
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10048DR-10576DRシリーズアプライアンスの設置方法

アプライアンスは、限られた領域のみに設置することを目的としています。初期設

定およびメンテナンスは、専門の担当者が実行する必要があります。

完全な設置プロセスについては、「10048DR-10576DRのアプライアンスの設置」を

参照してください。

9012-9048シリーズアプライアンスの設置方法

アプライアンスは、限られた領域のみに設置することを目的としています。初期設

定およびメンテナンスは、専門の担当者が実行する必要があります。

完全な設置プロセスについては、「9012-9048のアプライアンスの設置」を参照して

ください。

9072-9504DR シリーズアプライアンスの設置方法

アプライアンスは、限られた領域のみに設置することを目的としています。初期設

定およびメンテナンスは、専門の担当者が実行する必要があります。

完全な設置プロセスについては、「9072-9504DRのアプライアンスの設置」を参照

してください。

Xシリーズアプライアンスの設置方法

アプライアンスは、限られた領域のみに設置することを目的としています。初期設

定およびメンテナンスは、専門の担当者が実行する必要があります。

完全な設置プロセスについては、「Xシリーズアプライアンスの設置 -コンピュート

ノード」および「Xシリーズアプライアンスの設置 -ストレージ ノード」を参照してくだ

さい。

10024BU-10576DRシリーズアプライアンスでの

Arcserve UDP ファクトリリセットの適用

このセクションでは、10000シリーズアプライアンスでファクトリリセットを実行する方

法について説明します。

UDPファクトリリセット オプションを使用すると、Arcserveアプライアンス 10000シリー

ズをクリーンで設定されていないステータスに戻すことができます。

注：UDPファクトリリセットの実行中に、［Preserve the backup data (バックアップ

データの保持 ) ］チェックボックスを選択することもできます。
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10000シリーズアプライアンスのファクトリリセットを実行するには、以下のいずれか

の方法を使用します。

BIOSからのファクトリリセット

このセクションでは、BIOSからUDPファクトリリセットを実行する方法について説明

します。

以下の手順に従います。

1. Arcserveアプライアンスの電源をオンにします。

2. キーボードのF11キーを押して、ブート メニューを起動します。

3. ［UDP Factory Reset ( UDP ファクトリリセット ) ］ブート オプションを選択しま

す。

ファクトリリセット ウィザードが表示されます。

4. ［リセット］をクリックします。

Notes:

デフォルトで、［既存のバックアップデータを保持］チェックボックスがオ

ンになっています。リセット中にすべてのバックアップデータが保持され

137 Arcserveアプライアンスユーザガイド



10024BU-10576DRシリーズアプライアンスでのArcserve UDP ファクトリリセットの適用

ます。元のオペレーティングシステムのC:\ボリュームのみが再構築さ

れます。

［既存のバックアップデータを保持］チェックボックスをオフにすると、リ

セット中にすべてのバックアップデータが削除されます。元のオペレー

ティングシステムのC:\、X:\、Y:\の各ボリューム上のデータが再構築さ

れます。

確認のダイアログボックスが表示されます。

5. ファクトリリセットを実行するには、［リセット］をクリックします。

6. ファクトリリセットが完了したら、以下のいずれかのアクションを実行できま

す。

アプライアンスを再起動するには、［再起動］をクリックします。

アプライアンスを閉じるには、［シャットダウン］をクリックします。
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10000シリーズアプライアンスのBIOSからのファクトリリセットが正常に完了しまし

た。

Arcserve UDP コンソールからのファクトリリセット

このセクションでは、Arcserve UDPコンソールからファクトリリセットを実行する方法

について説明します。

以下の手順に従います。

1. Arcserve UDPコンソールにログインします。

2. ［設定］> ［ファクトリリセット］に移動します。

3. ［ファクトリリセット］画面で、［ファクトリリセットを実行］をクリックします。

Notes:

デフォルトで、［既存のバックアップデータを保持］チェックボックスがオ

ンになっています。リセット中にすべてのバックアップデータが保持され

ます。元のオペレーティングシステムのC:\ボリュームのみが再構築さ
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れます。

［既存のバックアップデータを保持］チェックボックスをオフにすると、リ

セット中にすべてのバックアップデータが削除されます。元のオペレー

ティングシステムのC:\、X:\、Y:\の各ボリューム上のすべてのデータが

再構築されます。

確認のダイアログボックスが表示されます。

4. ファクトリリセットを実行するには、［リセット］をクリックします。

5. ファクトリリセットが完了したら、以下のいずれかのアクションを実行できま

す。

アプライアンスを再起動するには、［再起動］をクリックします。

アプライアンスを閉じるには、［シャットダウン］をクリックします。
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10000アプライアンスのArcserve UDPコンソールからのファクトリリセットが正

常に完了しました。
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9012 - 9504 DRシリーズアプライアンスのブート オプショ

ンを使用した Arcserve UDP ファクトリリセットの適用

UDPファクトリリセットは、Arcserveアプライアンス 9012-9504DRシリーズのブート メ

ニューから適用することができます。UDPファクトリリセットを使用して、Arcserveア
プライアンス 9012-9504DRシリーズをクリーンな未設定の状態に戻すことができま

す。

注：UDPファクトリリセットの実行中に、バックアップデータを保持するオプションを

選択することもできます。

以下の手順に従います。

1. キーボードのF11キーを押して、ブート メニューを起動します。

2. ［Integrated RAID Controller 1: UDP Factory Reset (統合 RAID コントロー

ラ 1：UDP ファクトリリセット ) ］ブート オプションを選択します。
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ファクトリリセットに関するページが表示されます。

注：

デフォルトで、［既存のバックアップデータを保持］オプションが選択さ

れています。元のオペレーティングシステムのC:\ボリュームのみが再

構築されます。X:\ volumeおよび Y:\ volumeのデータは変更されない

ままになります。

［既存のバックアップデータを保持］オプションの選択をオフにすると、

元のオペレーティングシステムのC:\、X:\、Y:\の各ボリューム上のすべ

てのデータが再構築されます。

3. ［リセット］をクリックします。

確認のダイアログボックスが表示されます。
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［キャンセル］をクリックすると、Arcserveアプライアンスユニットを再起動でき

ます。

4. ファクトリリセットが完了した後、以下のいずれかの操作を実行できます。

［再起動］をクリックしてアプライアンスを再起動します。

［シャット ダウン］をクリックしてアプライアンスを閉じます。

Xシリーズアプライアンスのブート オプションを使用した

Arcserve UDP ファクトリリセットの適用

UDPファクトリリセットは、Arcserveアプライアンス Xシリーズのブート メニューから適

用することができます。UDPファクトリリセットを使用して、Arcserveアプライアンス X
シリーズをクリーンな未設定の状態に戻すことができます。

注：UDPファクトリリセットの実行中に、バックアップデータを保持するオプションを

選択することもできます。

以下の手順に従います。
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1. キーボードのF11キーを押して、ブート メニューを起動します。

2. ［組み込み RAID コントローラ 1：UDP ファクトリリセット］ブート オプションを

選択します。

ファクトリリセットに関するページが表示されます。

注：

145 Arcserveアプライアンスユーザガイド



Xシリーズアプライアンスのブート オプションを使用したArcserve UDP ファクトリリセットの適用

デフォルトで、［既存のバックアップデータを保持］オプションが選択さ

れています。元のオペレーティングシステムのC:\ボリュームのみが再

構築されます。X:\ volumeおよび Y:\ volumeのデータは変更されない

ままになります。

［既存のバックアップデータを保持］オプションの選択をオフにすると、

元のオペレーティングシステムのC:\、X:\、Y:\の各ボリューム上のすべ

てのデータが再構築されます。

3. ［リセット］をクリックします。

確認のダイアログボックスが表示されます。

［キャンセル］をクリックすると、Arcserveアプライアンスユニットを再起動でき

ます。

4. ファクトリリセットが完了した後、以下のいずれかの操作を実行できます。

［再起動］をクリックしてアプライアンスを再起動します。

［シャット ダウン］をクリックしてアプライアンスを閉じます。
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環境設定の消去およびアプライアンスファクトリリセッ

トの適用

ファクトリリセットを使用して、Arcserveアプライアンスをクリーンな未設定の状態に

戻すことができます。ファクトリリセットはArcserve UDPコンソールから適用できま

す。

以下の手順に従います。

1. Arcserve UDPコンソールの［設定］タブで［ファクトリリセット］をクリックします。

デフォルトではすべてのバックアップデータが保存されます。

注：Arcserve UDPには、［既存のバックアップデータを保持］オプションが用

意されており、既存のデータストアを保存することができます。

［既存のバックアップデータを保持］オプションを選択した場合、C:\
volumeのみが再構築されます。X:\ volumeおよび Y:\ volumeのデータ

は変更されないままになります。

［既存のバックアップデータを保持］オプションを選択しない場合、C:\ ,
X:\および Y:\が再構築されます。

2. ［ファクトリリセットを実行］をクリックします。

確認のダイアログボックスが表示されます。
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3. 確認のダイアログボックスで、［リセット］をクリックすると、ファクトリリセットが

開始されます。

アプライアンスマシンが再起動され、ファクトリリセットが以下のように実行さ

れます。

ファクトリリセットの完了により、確認のダイアログボックスが表示されます。

4. 確認ダイアログボックスで、以下のいずれかのオプションを実行します。

［再起動］をクリックしてアプライアンスを再起動します。

［シャット ダウン］をクリックしてアプライアンスを閉じます。
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ハード ドライブの取り外しおよび交換

Arcserveアプライアンスを使用すると、ハード ドライブの1つに障害が発生した場

合、残りのドライブがすぐに起動し、データは失われずにアプライアンスが引き続き

正常に動作します。そのため、複数のハード ドライブの障害に関連する問題に対

して防御するには、データが失われる可能性を最小限に抑えるためにできる限り

早くハード ドライブを置き換える必要があります。

Arcserveアプライアンスには、4つのハード ドライブキャリアが含まれており、左から

右に 0、1、2、3 とラベルが付けられています。一度に複数のハード ドライブを交換

する場合、各ドライブキャリアでどのドライブが交換されたかがわかるように、交換

したハード ドライブにラベルを付ける必要があります。アプライアンスから取り外した

ハード ドライブにもラベルを付け、どのドライブキャリアによって占有されていたかが

わかるようにします。

重要：ハード ドライブは静電気に敏感なデバイスであり、損傷しやすいため、ハー

ド ドライブを扱う場合は適切な保護対策を講じてください。

静電気の放電を防ぐためにリスト トラップを着用してください。

交換用ハード ディスクを帯電防止のパッケージ袋から取り出す前に、接地さ

れた物体に触れるようにします。

ハード ドライブを扱う際は常に端のみを持つようにし、底面の露出している部

品には一切触れないでください。

以下の手順に従います。

1. ドライブホルダーにアクセスするには、まずフェースプレートを取り外す必要が

あります。

a. フェースプレートのロックを解除します。

b. 取り外し用つまみを押してフェースプレート ピンを格納します。

c. フェースプレートを慎重に取り外します(両手を使用 )。

2. ドライブキャリアの取り外し用ラッチを押します。これにより、ドライブキャリア

ハンドルが展開されます。
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3. ハンドルを使用して、アプライアンスの前面からドライブキャリアを引き出しま

す。ハード ドライブは、アプライアンスに対する取り付け/取り外しを簡単に行

うことができるよう、ドライブキャリアにマウントされています。これらのキャリア

は、ドライブベイに適切な換気が行われるようにするのにも役立ちます。

重要：短時間の場合を除き(ハード ドライブの交換など)、ドライブキャリア

が完全に設置されていない状態でアプライアンスを稼働させることはしない

でください。

4. 古いハード ドライブをドライブキャリアから取り外し、新しいハード ドライブを

設置します。その際、交換用ハード ドライブが正しい向きであるかに注意

し、ラベルが上部、部品が下部にきていることを確認します。

5. ドライブトレイがアプライアンスに完全に設置されるまでスライドし、ドライブ

キャリアハンドルを閉じて固定します。
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6. ドライブを返却する場合は、返却に関する指示を Arcserveサポートから取

得します。

9012-9504DR シリーズアプライアンスでのデータを保存

しないベアメタル復旧 ( BMR)の実行

Arcserveアプライアンスでは、Arcserve UDPブート キットを使用して、ベアメタル復

旧を実行できます。

以下の手順に従います。

1. アプライアンスで Arcserve UDPブートキット ウィザード を実行し、x64プラッ

トフォームでブート可能な BMR ISOイメージまたはUSBスティックを生成し

ます。

注：ISOイメージにはローカルドライバを含める必要があります。ローカルドラ

イバを含めるには、［ベアメタル復旧用のブート キットの作成］ウィンドウで

［ローカルドライバを含む］オプションを選択します。ブート キットの作成方法

の詳細については、このリンクを参照してください。
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2. BMR ISOイメージまたはUSBスティックを使用して、Arcserveアプライアンス

を起動します。

Arcserveベアメタル復旧 のセットアップ画面が表示されます。

3. 必要な言語を選択して、［次へ］をクリックします。

4. ［Arcserve Unified Data Protectionのバックアップからのリストア］オプション

を選択し、［次へ］をクリックします。
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［復旧ポイントの選択］ウィザードのウィンドウが表示されます。

5. ［参照］をクリックして、［復旧ポイント サーバから参照］を選択します。
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［ノードの選択］ウィンドウが表示されます。

6. 復旧ポイント サーバのホスト名、ユーザ名、パスワード、ポート、およびプ

ロトコルを入力します。

7. ［接続］をクリックします。

8. 接続が確立されたら、［OK］をクリックします。

［ベアメタル復旧 ( BMR) -復旧ポイントの選択］ダイアログボックスが表示さ

れます。

9. リストアする復旧ポイントを選択して、［次へ］をクリックします。
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10. (オプション)要求された場合はセッションパスワードを入力し、［OK］をク

リックします。

［ベアメタル復旧 ( BMR) -復旧モードの選択］ダイアログボックスが表示さ

れます。

11. ［拡張モード］を選択し、［次へ］をクリックします。
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［ベアメタル復旧 ( BMR) -ディスクパーティションの調整］ダイアログボックス

が表示されます。

12. 使用可能な最大のGUIDパーティションテーブル( GPT)ディスクを右クリッ

クし、［ディスクの消去］をクリックします。

13. ディスクを消去した後、同じディスクを右クリックして［コミット］をクリックしま

す。
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［ディスク変更のサブミット］ウィンドウが表示されます。

14. ［サブミット］をクリックします。

15. ディスクの消去が完了したら、［OK］をクリックします。
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16. ［ベアメタル復旧 ( BMR) -ディスクパーティションの調整］ダイアログボック

スで［戻る］をクリックします。

［ベアメタル復旧 ( BMR) -復旧モードの選択］ダイアログボックスが表示さ

れます。

17. ［高速モード］を選択し、［次へ］をクリックします。
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［BMR］ダイアログボックスが表示されます。

18. ［はい］をクリックします。

［リストア設定のサマリ］ダイアログボックスが表示されます。

19. ［キャンセル］をクリックします。

160



9012-9504DRシリーズアプライアンスでのデータを保存しないベアメタル復旧 ( BMR)の実行

［ベアメタル復旧 ( BMR) -ディスクパーティションの調整］ダイアログボックス

が表示されます。

20. ［現在のデスティネーションディスク/ボリュームのレイアウト］タブで使用可

能な最初の4つのパーティションの容量が、［元のソースディスク/ボリュー

ムのレイアウト］タブで使用可能な最大のGPTディスクと一致するかどうか

を比較して確認し、［次へ］をクリックします。

注：パーティションのサイズを表示するには、ディスクの上にマウスカーソルを

移動させて、ディスクプロパティを表示します。

161 Arcserveアプライアンスユーザガイド



9012-9504DRシリーズアプライアンスでのデータを保存しないベアメタル復旧 ( BMR)の実行

［リストア設定のサマリ］ダイアログボックスが表示されます。

21. ［OK］をクリックします。
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［Bare Metal Recovery(BMR)- Start Recovery Process (ベアメタル復旧

( BMR) -復旧プロセスの開始 ) ］ダイアログボックスが表示されます。

22. ［再起動後にエージェント サービスを自動的に開始しない］オプションをオ

フにして、リストアの完了を待ちます。
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［ベアメタル復旧 ( BMR) -デバイスドライバのインストール］ダイアログボック

スが表示されます。

23. RAIDコントローラで必要なドライバを選択し、［次へ］をクリックします。
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［再起動］ポップアップウィンドウが表示され、Arcserveアプライアンスが自動

的に再起動します。

BMRの処理が正常に完了しました。
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9012-9504DR シリーズアプライアンスでのベアメタル復

旧 ( BMR)およびデータ保存の実行

Arcserveアプライアンスでは、Arcserve UDPブート キットを使用して、ベアメタル復

旧を実行できます。

以下の手順に従います。

1. アプライアンスで Arcserve UDPブートキット ウィザード を実行し、x64プラッ

トフォームでブート可能な BMR ISOイメージまたはUSBスティックを生成し

ます。

注：ISOイメージにはローカルドライバを含める必要があります。ローカルドラ

イバを含めるには、［ベアメタル復旧用のブート キットの作成］ウィンドウで

［ローカルドライバを含む］オプションを選択します。ブート キットの作成方法

の詳細については、このリンクを参照してください。

2. BMR ISOイメージまたはUSBスティックを使用して、Arcserveアプライアンス

を起動します。

Arcserveベアメタル復旧 のセットアップ画面が表示されます。

3. 必要な言語を選択して、［次へ］をクリックします。
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4. ［Arcserve Unified Data Protectionのバックアップからのリストア］オプション

を選択し、［次へ］をクリックします。

［復旧ポイントの選択］ウィザードのウィンドウが表示されます。

5. ［参照］をクリックして、［復旧ポイント サーバから参照］を選択します。

167 Arcserveアプライアンスユーザガイド



9012-9504DRシリーズアプライアンスでのベアメタル復旧 ( BMR)およびデータ保存の実行

［ノードの選択］ウィンドウが表示されます。

6. 復旧ポイント サーバのホスト名、ユーザ名、パスワード、ポート、およびプ

ロトコルを入力します。

7. ［接続］をクリックします。

8. 接続が確立されたら、［OK］をクリックします。
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［ベアメタル復旧 ( BMR) -復旧ポイントの選択］ダイアログボックスが表示さ

れます。

9. リストアする復旧ポイントを選択して、［次へ］をクリックします。

169 Arcserveアプライアンスユーザガイド



9012-9504DRシリーズアプライアンスでのベアメタル復旧 ( BMR)およびデータ保存の実行

10. (オプション)要求された場合はセッションパスワードを入力し、［OK］をク

リックします。

［ベアメタル復旧 ( BMR) -復旧モードの選択］ダイアログボックスが表示さ

れます。

11. ［拡張モード］を選択し、［次へ］をクリックします。
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12. ［ベアメタル復旧 ( BMR) -ディスクパーティションの調整］ダイアログボック

スで［次へ］をクリックします。

13. ［ディスクリストア設定のサマリ］画面で、［OK］をクリックします。
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14. ［Bare Metal Recovery(BMR)- Start Recovery Process (ベアメタル復旧

( BMR) -復旧プロセスの開始 ) ］ダイアログボックスで、［再起動後にエー

ジェント サービスを自動的に開始しない］オプションをオフにして、リストア

の完了とマシンの再起動を待ちます。

BMRの処理が正常に完了しました。

172



Arcserveアプライアンス 10024BU-10576DRモデルの拡張キットでの操作

第9章 :アプライアンスの容量拡張

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

Arcserveアプライアンス 10024BU-10576DRモデルの拡張キットでの操作 173

Arcserveアプライアンス 10024BU-10576DRモデルのSSDフラッシュ拡張キットでの操作 178

Arcserveアプライアンス拡張キットの操作 - Xシリーズモデル 181

Arcserve XシリーズアプライアンスのSSDフラッシュ拡張キットの操作 183

Arcserveアプライアンス 9072-9504DRモデルの拡張キットでの操作 190

Arcserveアプライアンス 9072-9504 DRモデルのSSDフラッシュ拡張キットの操作 195

Arcserveアプライアンス 10024BU-10576DRモデルの拡

張キットでの操作

Arcserve拡張キットを使用して、Arcserveアプライアンス 10024BU-10576DRモデル

のデータ容量を拡張できます。

以下の手順に従います。

1. 空のディスクスロットにHDDを挿入するには、以下の手順に従います。

a. Arcserve UDPコンソールで、アプライアンスサーバ上に実行中のジョブ

がないことを確認します。実行中のジョブがある場合は、対応するプ

ランを一時停止します。

b. HDDを空のディスクスロットに挿入します。

2. IPMI Webインターフェースから Raid-6を作成して設定するには、以下の手

順に従います。

a. IPMIコンソールにログインします。

b. ［システム］> ［Storage Monitoring (ストレージ モニタリング) ］>
［Controller view ( コントローラビュー) ］に移動します。
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c. ［Controller view ( コントローラビュー) ］タブで、プラス記号 ( +) をクリッ

クし、［Broadcom］を展開します。

d. ［Broadcom］画面で、［Create RIAD ( RAIDの作成 ) ］をクリックしま

す。

e. ［作成］ページで、すべてのHDDスロットを選択し、以下を指定しま

す。

RAID：［RAIDレベル］ドロップダウンリストから、［RAID6］を選択し

ます

PD per Span (スパンごとのPD) ：1

Enter % size be used (使用される ％ サイズの入力 ) ：値を

「100」のように入力します
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New Logical Drive Count (新規論理ドライブ数 ) ：値「1」を入

力します

Stripe size per DDF ( DDFあたりのストライプサイズ) ：［256K］オ

プションを選択します

Virtual Drive name (仮想ドライブ名 ) ：仮想ドライブの名前を

入力します

LD Read Policy ( LD読み取りポリシー) ：［先読みなし］オプショ

ンを選択します

LD Read Policy ( LD読み取りポリシー) ：［Write Back (書き戻

し) ］オプションを選択します

LD IO Policy ( LD IOポリシー) ：デフォルトでは、［Direct IO］オプ

ションが選択されています。

Access Policy (アクセスポリシー) ：［Read Write (読み取りと書

き込み) ］オプションを選択します。

Disk Cache Policy (ディスクキャッシュポリシー) ：［Unchanged
(未変更 ) ］オプションを選択します

Init State (初期化状態 ) ：［Quick Init ( クイック初期化 ) ］オプ

ションを選択します

f. ［サブミット］をクリックします。

g. タスクバーの検索ボックスに「コンピューターの管理」と入力し、Enter
キーを押します。

［コンピューターの管理］ウィンドウが表示されます。
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h. ［記憶域］> ［ディスクの管理］に移動します。

i. 追加した新しい仮想ディスクをダブルクリックします。

［ディスクの初期化］ウィンドウが表示されます。

j. ［GPT ( GUIDパーティションテーブル) ］オプションを選択して、［OK］を
クリックします。

k. ［ディスクの管理］ウィンドウで仮想ディスクを選択し、以下のプロパティ

を適用します。

ドライブ文字の割り当て

ファイルシステムとしてNTFSを指定します。

ディスクのフォーマット

3. データストアを拡張するには、以下の手順に従います。

a. 追加したドライブに移動し、フォルダを作成します。

b. Arcserveアプライアンスのデスクトップから、［Arcserveアプライアンス］
ウィザードを起動します。

［Arcserve Appliance Configuration ( Arcserveアプライアンスの設定 ) ］
ページが開きます。

c. ［UDP コンソールの起動］をクリックします。

Arcserve UDPコンソールのログインページが表示されます。

d. 管理者としてUDPコンソールにログインします。

e. ［リソース］> ［デスティネーション］> ［復旧ポイント サーバ］に移動しま

す。

176 Arcserveアプライアンスユーザガイド



Arcserveアプライアンス 10024BU-10576DRモデルの拡張キットでの操作

f. データストアを右クリックし、［停止］を選択します。

g. コマンド ラインから C:\Program Files\Arcserve\Unified Data
Protection\Engine\BINに移動し、以下のコマンドを実行します。

as_gddmgr.exe –DataPath Add <データストア名> -NewDataPath <新
規データフォルダ>

以下の画面の例では、ボリューム容量、使用容量、プライマリデータ

パスの空き容量、拡張データパスの空き容量、合計値などの詳細が

表示されています。合計値は、プライマリデータパスと拡張データパ

スの合計です。

以下のコマンドを実行して、データパスの詳細を表示することもできま

す。

as_gddmgr.exe –DataPath Display <データストア名>

新しく展開されたデータパスがデータストアに正常に追加されました。

h. UDPコンソールで、［リソース］> ［デスティネーション］> ［復旧ポイント

サーバ］に移動します。

i. データストアを右クリックし、［開始］を選択します。

j. 一時停止していたプランを UDPコンソールから再開します。

Arcserveアプライアンスのデータ容量が正常に拡張されました。
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Arcserveアプライアンス 10024BU-10576DRモデルの

SSD フラッシュ拡張キットでの操作

Arcserve SSDフラッシュ拡張キットを使用すると、Arcserveアプライアンス 10024BU-
10576DRモデルでセカンダリデータストアを作成し、DR関連操作

( IVM/VSB/Continuous Availability)を実行することで、データ容量を拡張できま

す。

以下の手順に従います。

1. 空のディスクスロットに SSDを挿入するには、以下の手順に従います。

a. Arcserve UDPコンソールで、アプライアンスサーバ上に実行中のジョブ

がないことを確認します。実行中のジョブがある場合は、対応するプ

ランを一時停止します。

b. SSDを空のディスクスロットに挿入します。

2. IPMI Webインターフェースから Raid-5を作成して設定するには、以下の手

順に従います。

a. IPMIコンソールにログインします。

b. ［システム］> ［Storage Monitoring (ストレージ モニタリング) ］>
［Controller view ( コントローラビュー) ］に移動します。

c. ［Controller view ( コントローラビュー) ］タブで、プラス記号 ( +) をクリッ

クし、［Broadcom］を展開します。
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d. ［Broadcom］画面で、［Create RIAD ( RAIDの作成 ) ］をクリックしま

す。

e. ［作成］ページで、すべてのSSDスロットを選択し、以下の操作を実

行します。

RAID：［RAIDレベル］ドロップダウンリストから、［RAID1］を選択し

ます

PD per Span (スパンごとのPD) ：1

Enter % size be used (使用される ％ サイズの入力 ) ：値を

「100」のように入力します

New Logical Drive Count (新規論理ドライブ数 ) ：値「1」を入

力します

Stripe size per DDF ( DDFあたりのストライプサイズ) ：［256K］オ

プションを選択します

Virtual Drive name (仮想ドライブ名 ) ：仮想ドライブの名前を

入力します

LD Read Policy ( LD読み取りポリシー) ：［先読みなし］オプショ

ンを選択します

LD Read Policy ( LD読み取りポリシー) ：［Write Back (書き戻

し) ］オプションを選択します
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LD IO Policy ( LD IOポリシー) ：デフォルトでは、［Direct IO］オプ

ションが選択されています。

Access Policy (アクセスポリシー) ：［Read Write (読み取りと書

き込み) ］オプションを選択します。

Disk Cache Policy (ディスクキャッシュポリシー) ：［Unchanged
(未変更 ) ］オプションを選択します

Init State (初期化状態 ) ：［Quick Init ( クイック初期化 ) ］オプ

ションを選択します

f. ［サブミット］をクリックします。

g. タスクバーの検索ボックスに「コンピューターの管理」と入力し、Enter
キーを押します。

［コンピューターの管理］ウィンドウが表示されます。

h. ［記憶域］> ［ディスクの管理］に移動します。

i. 追加した新しい仮想ディスクをダブルクリックします。

［ディスクの初期化］ウィンドウが表示されます。

j. ［GPT ( GUIDパーティションテーブル) ］オプションを選択して、［OK］を
クリックします。
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k. ［ディスクの管理］ウィンドウで仮想ディスクを選択し、以下のプロパティ

を適用します。

ドライブ文字の割り当て

ファイルシステムとしてNTFSを指定します。

ディスクのフォーマット

仮想ディスクが正常に作成されました。

Arcserveアプライアンス拡張キットの操作 - Xシリーズ

モデル

Arcserve拡張キットを使用して、Arcserveアプライアンス Xシリーズモデルのデータ

容量を拡張できます。

以下の手順に従います。

1. Xシリーズ拡張キット -すべてのモデル( X3000DRを除く)の容量では、最

大モデルのX3000DRに達するまで、オプションの拡張キットを使用して必

要な回数だけ線形拡張を実行できます。

2. 以下の手順に従い、空のディスクスロットにHDDを挿入します。

a. Arcserve UDPコンソールで、アプライアンスサーバ上に実行中のジョ

ブがないことを確認します。実行中のジョブがある場合は、対応す

るプランを一時停止します。

b. ストレージユニット - ME4084 Value Arrayの空のディスクスロットに

HDDを挿入します。Xシリーズ拡張キットの各キットは、14 x 16TB
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ディスクで構成されています。

3. MEユニット - Value Arrayストレージマネージャにログインし、［プール］に移

動して拡張するディスクグループを選択します。

4. 選択したディスクグループを右クリックし、［ディスクグループの拡張］を選

択します。

［ディスクグループの拡張］パネルが開き、ディスクグループの情報とディスク

テーブルが表示されます。

5. ディスクグループにディスクを追加するには、［ディスクの範囲の入力］
フィールドにディスクの範囲を入力するか、テーブルからディスクを選択しま

す。

6. ［変更］をクリックします。
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7. 確認パネルで［はい］をクリックしてグループの展開を開始し、［OK］をクリッ

クしてパネルを閉じます。

注：拡張ジョブが完了すると、ディスクグループで再バランスジョブがトリガさ

れます。

8. 拡張ジョブと再バランスジョブが完了したら、コンピュート ユニットから［ディ

スクの管理］を開き、［アクション］-［ディスクの再スキャン］を選択します。

再スキャン後、ストレージユニットのディスクは拡張されたストレージと共に

表示されます。

Arcserve Xシリーズアプライアンスの SSD フラッシュ拡

張キットの操作

Arcserve SSDフラッシュ拡張キットを使用すると、セカンダリデータストアを作成して

データ容量を拡張し、Arcserveアプライアンス Xシリーズで DR関連操作 ( IVM
/VSB/Continuous Availability)を実行します。

以下の手順に従います。

1. 以下の手順に従い、空のディスクスロットに SSDを挿入します。

a. Arcserve UDPコンソールで、アプライアンスサーバ上に実行中のジョブ

がないことを確認します。実行中のジョブがある場合は、対応するプ

ランを一時停止します。
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b. SSDを空のディスクスロットに挿入します。

2. 以下の手順に従い、BIOSブート マネージャオプションから Raid-5を設定し

ます。

a. 仮想コンソールダッシュボードを起動するには、iDRACにログインし、

［仮想コンソールの開始］をクリックします。

b. 仮想コンソールページで、［ブート］をクリックし、［BIOSブート マネー

ジャ］オプションを選択します。

確認ウィンドウで［はい］をクリックして、BIOSブート マネージャを再起

動します。

c. ［電源］をクリックし、［システムのリセット (ウォームブート ) ］を選択しま

す。

アプライアンスが起動し、ブート マネージャセットアップページが再起

動します。

d. ブート マネージャのメインメニューで、［システムセットアップの起動］を
クリックしてから、［デバイス設定］> ［Dell EMC PERC S140 Controller］
> ［仮想ディスク管理］> ［仮想ディスクの作成］に移動します。

e. ［RAIDレベルの選択］ドロップダウンリストから、［RAID 5］を選択しま

す。

注：RAID 5仮想ディスクは拡張キットに使用され、物理ディスクごとに

新しく接続された 3.63 TBのディスクが含まれます。
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f. ［物理ディスクの選択］オプションを選択します。

［物理ディスク操作の選択］ウィンドウが開きます。

g. ［インターフェースの種類の選択］オプションで、［NVMe］をクリックしま

す。

物理ディスクのリストが表示されます。

h. 物理ディスクのリストから、必要に応じてディスクを選択し、［変更の

適用］をクリックします。

注：最小 3ディスク、最大 16ディスクを選択します。

i. 変更が適用されたら、［仮想ディスクの作成］オプションを再度クリック

して、仮想ディスクの作成プロセスを完了します。
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3. ［環境設定オプション］> ［物理ディスク管理］> ［物理ディスク操作の選

択］に移動します。

a. インターフェースの種類の選択で、［NVMe］をクリックします。

b. ［物理ディスクの選択］ドロップダウンリストから、必要に応じてオプショ

ンを選択し、［RAID対応ディスクに変換］をクリックします。

注：RAID対応ディスクに変換するオプションは、すべての物理ディスク

に 1つずつ適用できます。

c. 以下の警告メッセージが表示されたら、以下を実行します。

RAC0516：物理ディスクドライブをRAID互換に変換すると、OSで作成さ

れたRAIDアレイは上書きされます。

1. OSで構成された RAIDアレイが存在しないことを確認

し、［OK］をクリックします。

2. ［OK］をクリックします。

4. ［環境設定オプション］> ［仮想ディスク管理］に移動し、以下を実行しま

す。
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a. 仮想ディスクを管理するには、［仮想ディスクプロパティの管理］をク

リックします。

［仮想ディスクの選択］ドロップダウンリストから、いずれかのRAID 5
ディスクを選択し、［関連する物理ディスクの表示］をクリックします。

関連するディスクが表示されます。
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b. 仮想ディスク操作を選択するには、［仮想ディスク操作の選択］をク

リックします。

c. ブート マネージャで仮想ディスクのプロパティを表示するには、［仮想

ディスクプロパティの表示］をクリックします。

5. iDRACでディスク情報を表示するには、iDRACにログインしてから、［スト

レージ］> ［概要］をクリックします。
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［概要］セクションで、［物理ディスク］をクリックして、作成した物理ディスクの

リストを表示します。

6. 新しく追加した仮想ディスクを初期化してフォーマットするには、以下の手

順に従います。

a. ［コンピュータ管理］-［ディスク管理］に移動します。

b. 追加した新しい仮想ディスクをダブルクリックします。

［ディスクの初期化］ウィンドウが表示されます。

c. ［GPT ( GUIDパーティションテーブル) ］オプションを選択して、［OK］を
クリックします。

d. ［ディスクの管理］ウィンドウで仮想ディスクを選択し、以下のプロパティ

を適用します。

ドライブ文字の割り当て

ファイルシステムとしてNTFSを指定します。

ディスクのフォーマット

仮想ディスクが作成されます。
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Arcserveアプライアンス 9072-9504DRモデルの拡張

キットでの操作

Arcserve拡張キットを使用して、Arcserveアプライアンス 9072-9504DRモデルの

データ容量を拡張できます。

以下の手順に従います。

1. 以下の手順に従い、空のディスクスロットにHDDを挿入します。

a. Arcserve UDPコンソールで、アプライアンスサーバ上に実行中のジョ

ブがないことを確認します。実行中のジョブがある場合は、対応す

るプランを一時停止します。

b. HDDを空のディスクスロットに挿入します。

2. 以下の手順に従い、iDRACで RAID-6を設定します。

a. iDRACにログインし、［環境設定］-［ストレージの環境設定］-［物理

ディスクの環境設定］に移動します。

b. 新しいディスクごとに、［物理ディスクの構成］セクションの［アクショ

ン］ドロップダウンで、［RAIDへの変換］オプションを選択します。

ダイアログボックスに以下の警告メッセージが表示されます。

RAC0516：物理ディスクドライブを RAID互換に変換すると、OSで作

成された RAIDアレイは上書きされます。

OSで構成された RAIDアレイが存在しないことを確認し、［OK］をクリッ

クします。

c. ［OK］をクリックします。

［保留中のアクション］の下にRAIDステータスが表示されます。
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d. 以下のオプションのいずれかをクリックして、保留中のアクションを完

了します。

今すぐ適用

RAID変換アクションがすぐに開始されます。

次回の再起動時

次の再起動時にRAID変換アクションが開始されます。

スケジュールされた日時

スケジュールされた日時にRAID変換アクションが開始されます。

すべての保留中を破棄

すべてのディスクのRAID変換アクションが破棄されます。

e. ［メンテナンス］-［ジョブキュー］に移動します。

RAIDへのディスク変換を実行中のジョブリストが表示されます。RAID
への変換ジョブが完了すると、ステータスが［完了 ( 100%) ］に変更さ

れます。

3. 以下の手順に従い、仮想ディスクを作成します。

a. ［環境設定］-［ストレージの環境設定］-［仮想ディスクの設定］に移

動します。

b. ［仮想ディスクの構成］セクションで、［仮想ディスクの作成］をクリック

します。

c. ［レイアウト］で「RAID-6」を選択します。

第9章 :アプライアンスの容量拡張 191



Arcserveアプライアンス 9072-9504DRモデルの拡張キットでの操作

d. ［物理ディスクの選択］セクションで、RAIDに変換するディスクを選

択します。

e. ［保留中の操作に追加］をクリックします。

f. ［環境設定］-［ストレージの環境設定］に移動します。

g. 以下のオプションのいずれかをクリックして、保留中の処理を完了し

ます。

今すぐ適用

仮想ディスクの作成処理がすぐに開始されます。

次回の再起動時

次の再起動時に仮想ディスクの作成処理が開始されます。

スケジュールされた日時

スケジュールされた時刻に仮想ディスクの作成処理が開始されま

す。

すべての保留中を破棄

すべてのディスクに対して、仮想ディスク作成処理が破棄されま

す。

h. ［メンテナンス］-［ジョブキュー］に移動します。

仮想ディスクの作成を実行中のジョブリストが表示されます。仮想

ディスクの作成ジョブが完了すると、ステータスが［完了 ( 100%) ］に変

更されます。
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i. ［コンピュータ管理］-［ディスク管理］に移動します。

j. 追加した新しい仮想ディスクをダブルクリックします。

［ディスクの初期化］ウィンドウが表示されます。

k. ［GPT ( GUIDパーティションテーブル) ］オプションを選択して、［OK］
をクリックします。

l. ［ディスクの管理］ウィンドウで仮想ディスクを選択し、以下のプロパ

ティを適用します。

ドライブ文字の割り当て

ファイルシステムとしてNTFSを指定します。

ディスクのフォーマット

4. 以下の手順に従い、データストアを拡張します。

a. 追加したドライブに移動し、フォルダを作成します。

b. Arcserveアプライアンスデスクトップで Arcserveアプライアンスウィ

ザードを起動します。

［Arcserveアプライアンス環境設定］ページが表示されます。

c. ［UDP コンソールの起動］をクリックします。

［Arcserve UDPコンソールログイン］ページが表示されます。
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d. 管理者としてのUDPコンソールにログインします。

e. ［リソース］-［デスティネーション］-［復旧ポイント サーバ］に移動しま

す。

f. データストアを右クリックし、［停止］をクリックします。

g. コマンド ラインから C:\Program Files\Arcserve\Unified Data
Protection\Engine\BINに移動し、以下のコマンドを実行します。

as_gddmgr.exe –DataPath Add <データストア名> -NewDataPath <新
規データフォルダ>

以下の画面の例では、ボリューム容量、使用容量、プライマリデータ

パスの空き容量、拡張データパスの空き容量、合計値などの詳細が

表示されています。合計値は、プライマリデータパスと拡張データパス

の合計です。

以下のコマンドを実行して、データパスの詳細を表示することもできま

す。

as_gddmgr.exe –DataPath Display <データストア名>

データストアへの新しい拡張データパスの追加が完了します。
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h. UDPコンソールで、［リソース］-［デスティネーション］-［復旧ポイント

サーバ］に移動します。

i. データストアを右クリックし、［開始］をクリックします。

j. 一時停止していたプランを UDPコンソールから再開します。

Arcserveアプライアンスのデータ容量の拡張が完了します。

Arcserveアプライアンス 9072-9504 DRモデルの SSD フ

ラッシュ拡張キットの操作

Arcserve SSDフラッシュ拡張キットを使用すると、セカンダリデータストアを作成して

データ容量を拡張し、Arcserveアプライアンス 9072-9504DRモデルで DR関連操

作 ( IVM / VSB / Continuous Availability)を実行します。

以下の手順に従います。

1. 以下の手順に従い、空のディスクスロットに SSDを挿入します。

a. Arcserve UDPコンソールで、アプライアンスサーバ上に実行中のジョブ

がないことを確認します。実行中のジョブがある場合は、対応するプ

ランを一時停止します。

b. SSDを空のディスクスロットに挿入します。

2. 以下の手順に従い、iDRACで RAID-5を設定します。

a. iDRACにログインしてから、［環境設定］-［ストレージの環境設定］-
［物理ディスクの環境設定］に移動します。

b. ［物理ディスクの環境設定］セクションで、それぞれの新しい SSDディス

クの［アクション］ドロップダウンリストから、［RAID変換］オプションを選

択します。

ダイアログボックスに以下の警告メッセージが表示されます。

RAC0516：物理ディスクドライブをRAID互換に変換すると、OSで作成さ

れたRAIDアレイは上書きされます。

OSで構成されたRAIDアレイが存在しないことを確認し、［OK］をクリックしま

す。

c. ［OK］をクリックします。
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メディアの種類が SSDであるため、［保留アクション］列の下に［RAID
変換］ステータスが表示されます。

d. 以下のオプションのいずれかをクリックして、保留中のアクションを完了

します。

今すぐ適用

RAID変換アクションがすぐに開始されます。

次回の再起動時

次の再起動時にRAID変換アクションが開始されます。

スケジュールされた日時

スケジュールされた日時にRAID変換アクションが開始されます。

すべての保留中を破棄

すべてのディスクのRAID変換アクションが破棄されます。

e. ［メンテナンス］-［ジョブキュー］に移動します。

RAIDへのディスク変換を実行中のジョブリストが表示されます。RAID
変換ジョブが完了すると、ステータスに 100% と表示されます。

3. 以下の手順に従い、仮想ディスクを作成します。
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a. ［環境設定］-［ストレージの環境設定］-［仮想ディスクの設定］に移

動します。

b. ［仮想ディスクの構成］セクションで、［仮想ディスクの作成］をクリックし

ます。

c. ［仮想ディスクの作成］ウィンドウで以下を実行し、それ以外はデフォ

ルトのままにします。

レイアウト - ドロップダウンリストから、［RAID-5］を選択します。

メディアの種類 - ドロップダウンリストから、［SSD］を選択します。

d. ［物理ディスクの選択］セクションで、下にスクロールして RAIDに変換

するすべてのSSDディスクを選択します。

e. ［保留中の操作に追加］をクリックします。

f. ［環境設定］-［ストレージの環境設定］に移動します。

g. 仮想ディスクの作成処理をすぐに行うには、［今すぐ適用］をクリックし

ます。

h. ［メンテナンス］-［ジョブキュー］に移動します。

仮想ディスクの作成を実行中のジョブリストが表示されます。仮想

ディスクのジョブを作成すると、ステータスが［100%］に変更されます。

i. ［コンピュータ管理］-［ディスク管理］に移動します。
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Arcserveアプライアンス 9072-9504 DRモデルのSSD フラッシュ拡張キットの操作

j. 追加した新しい仮想ディスクをダブルクリックします。

［ディスクの初期化］ウィンドウが表示されます。

k. ［GPT ( GUIDパーティションテーブル) ］オプションを選択して、［OK］を
クリックします。

l. ［ディスクの管理］ウィンドウで仮想ディスクを選択し、以下のプロパティ

を適用します。

ドライブ文字の割り当て

ファイルシステムとしてNTFSを指定します。

ディスクのフォーマット

仮想ディスクが作成されます。
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第10章 :ネットワーク設定の操作

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

ネットワーク設定の詳細 200

DHCPサーバを無効化する方法 204

プリインストールされた Linuxバックアップサーバの IPアドレスを設定する方法 205

負荷分散のためにDNSサーバ上でラウンド ロビンを有効にする方法 207

アプライアンスのネットワークステータスを確認する方法 208
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ネットワーク設定の詳細

ネットワーク設定の詳細

アプライアンスのネットワーク設定により、組み込み Linuxバックアップサーバ

( HYPER-Vマネージャでの仮想名：Linux BackupSvr) を NATの背後で稼働させるこ

とができます。これにより以下の利点があります。

ユーザは、組み込み Linuxのホスト名を変更する必要がありません。

ユーザは、Linuxバックアップサーバのネットワーク上の IPを保存します。

Linuxバックアップサーバは、パブリックネットワーク上のマシンに接続できます。

アプライアンスサーバ専用の特別なポートを介して、パブリックネットワーク上

の任意のマシンを Linuxバックアップサーバに接続できます。

ネットワーク設定の詳細 :

Hyper-Vマネージャで、Linux-BackupSvrによってのみ使用される内部のみの仮

想スイッチ – Linux-BkpSvr-Switchが利用可能です。

コントロールパネル\ネットワークとインターネット \ネットワーク接続に、

「LinuxBkpSvr」という名前の「Hyper-V Virtual Ethernet Adapter」が表示されま

す。デフォルトでは、以下のように、このスイッチの IPv4を 192.168.10.1 として設

定しています。
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ネットワーク設定の詳細

デフォルトで、アプライアンスマシンにはDHCPサーバが設定されています。

DHCPサーバは、HYPER-V仮想アダプタ上でのみ稼働します。

デフォルトでは、アドレスプールには 192.168.10.2のみがあり、これによって、組

み込み Linuxバックアップサーバが IP 192.168.10.2を確実に取得できます。

アプライアンスマシン上で NATが設定されました。
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ネットワーク設定の詳細

Linuxバックアップサーバ用に、アプライアンス上でポート リダイレクションを設定

しています。

Linuxバックアップサーバは、DHCPサーバから IPアドレス 192.168.10.2を取得

します。IPアドレスを取得した後、バックエンド スクリプト (C:\Program
Files\Arcserve\Unified Data Protection\Engine\BIN\Appliance\resetdhcp.ps1)は
Linuxと通信し、Linuxのシステムロケールを変更して、アプライアンスWindows
OSのシステムロケールと一致させます。
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ネットワーク設定の詳細
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DHCPサーバを無効化する方法

DHCPサーバを無効化する方法

DHCPサーバは、アプライアンス上ではデフォルトで有効になります。DHCPサーバ

が、アプライアンス上のHyper-V仮想 Ethernetアダプタ - LinuxBkpSvrでのみ動作

し、プリインストールされた Linuxバックアップサーバが IPアドレスを取得でき、アプ

ライアンスとの通信が可能で、実稼働ネットワーク環境に影響を与えないことを確

認します。

DHCPサーバを無効にするには、次の手順を実行します。

1. ファイルC:\Program Files\Arcserve\Unified Data
Protection\Engine\BIN\Appliance\Configuration\Appliance.propertiesを開

きます。

2. ファイルを DHCP_ENABLE=false と変更します。Appliance.propertiesには以

下のように表示されます。

DHCP_ENABLE=false

AdapterName=LinuxBkpSvr

Appliance_IPAddress=192.168.10.1

Linux_IPAddress=192.168.10.2

3. ファイルを保存します。

4. ファイルC:\Program Files\Arcserve\Unified Data
Protection\Engine\BIN\Appliance\dhcpdone.flagを削除します。

5. C:\Program Files\Arcserve\Unified Data
Protection\Engine\BIN\Appliance\resetdhcp.ps1を DOSコマンド ラインから

以下のように実行し、DHCPサーバサービスを無効化します。

C:\Program Files\Arcserve\Unified Data
Protection\Engine\BIN\Appliance>powershell .\resetdhcp.ps1
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プリインストールされた Linuxバックアップサーバの IPアドレスを設定する方法

プリインストールされた Linuxバックアップサーバの IPア

ドレスを設定する方法

注：この方法は、Arcserve Appliance for 9000シリーズ以降に適用できます。

プリインストールされた Linuxバックアップサーバは、デフォルトで IP 192.168.10.2を
使用して、アプライアンスサーバと通信します。プリインストールされた Linuxバック

アップサーバがアプライアンスサーバと通信する方法については、プリインストール

された Linuxバックアップサーバのネットワーク設定の概要を参照してください。

プリインストールされた Linuxバックアップサーバの IPアドレスを指定するには、次

の手順を実行します。

1. C:\Program Files\Arcserve\Unified Data
Protection\Engine\BIN\Appliance\Configuration\Appliance.propertiesファイ
ルを開きます。

2. Appliance_IPAddressおよび Linux_IPAddressの IPアドレスを変更します。

たとえば、Appliance_IPAddressを 192.168.100.1に、Linux_IPAddressを
192.168.100.2に設定します。

注：

Appliance_IPAddressの IPアドレスは、このプリインストールされた Linux
バックアップサーバとの通信に使用されるネットワークインターフェース

LinuxBkpSvr ( Hyper-V仮想 Ethernetアダプタ)に設定されます。

Linux_IPAddressの IPアドレスは、プリインストールされた Linuxバック

アップサーバに設定されます。

Appliance_IPAddressおよび Linux_IPAddressが同じサブネットワークの

IPアドレスを使用していることを確認してください。

変更後、ファイルの内容は以下のようになります。

DHCP_ENABLE=true

AdapterName=LinuxBkpSvr

Appliance_IPAddress=192.168.100.1

Linux_IPAddress=192.168.100.2

3. ファイルを保存します。

4. C:\Program Files\Arcserve\Unified Data
Protection\Engine\BIN\Appliance\dhcpdone.flagファイルを削除します。

5. C:\Program Files\Arcserve\Unified Data
Protection\Engine\BIN\Appliance\User_Utilities\UpdateIcsHostAdapter.ps1
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プリインストールされた Linuxバックアップサーバの IP アドレスを設定する方法

を実行し、ネットワークインターフェース LinuxBkpSvr とプリインストールされ

た Linuxバックアップサーバの IPアドレスをリセットします。

注：

ユーザが Linux_IPAddressを変更する場合、処理中にプリインストール

された Linuxバックアップサーバはシャットダウンし、再起動します。

実稼働 NICアダプタのインターネット接続を LinuxBkpSvrアダプタと共

有するには、UpdateIcsHostAdapter.ps1ファイルを実行します。特定の

NICアダプタのインターネット接続を LinuxBkpSvrアダプタと共有する場

合は、以下のレジストリを調整します。

インターネット接続の共有に使用するネットワークアダプタの名前を指

定するには、以下のレジストリキーを作成します

パス："HKLM:\SOFTWARE\Arcserve\Unified Data
Protection\Appliance"

値の種類："文字列"

値の名前："IcsHostAdapter"

値のデータ："<Adapter Name> "

6. 上記のレジストリを変更した後、以下のコマンドを実行します。

C:\Program Files\Arcserve\Unified Data
Protection\Engine\BIN\Appliance\User_Utilities >powershell .\
UpdateIcsHostAdapter.ps1
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負荷分散のためにDNSサーバ上でラウンド ロビンを有効にする方法

負荷分散のためにDNSサーバ上でラウンド ロビンを有

効にする方法

Microsoft DNSサーバでは、サーバ間の負荷分散に使用される技術であるラウン

ド ロビンをサポートしています。この機能によって、DNSでは

myserver.mydomain.comのクエリを受信する場合に両方の IPアドレスを送信でき

ます。クライアント (またはリゾルバ)では、常に最初のものを使用します。次にDNS
がこの名前のクエリを受信するときに、IP アドレスのリストの順序はラウンド ロビン

手法を使用して変更されます(以前のリストで 1番目だったアドレスは、新しいリ

ストの最後になります)。1つのエイリアスに対して 1つのカノニカル名しか許可され

ないため、名前レコードのラウンド ロビンはサポートされていません。

アプライアンスで、ドメインネームサーバ( DNS)にすべての IPv4アドレスのレコード

を追加し、ネットワークインターフェース全体で負荷分散することができます。

サーバ間の負荷分散の詳細については、RFC 1794を参照してください。

追加の IP アドレスのレコードをドメインネームサービスサーバに追加する方法

サーバに 2つ以上のネットワークインターフェースカード( NIC)があるか、サーバの

NICに 2つ以上の IPアドレスが指定されている場合は、各 IPアドレスの「A」レコー

ドを作成することによって、追加の IPアドレスのレコードを DNSサーバに追加でき

ます。

例 :

サーバのDNSホスト名が<myserver>で、DNS ドメイン名が<mydomain.com>であ

るとします。このサーバには、以下の2つの IPアドレスが割り当てられています。

IPAddress1

IPAddress2

これらの IPアドレスを DNS サーバに追加するには、以下のように 2つの「A」レコー

ドを <mydomain.com>ゾーンに作成します。

Myserver A <IPAddress1>

Myserver A <IPAddress2>

リゾルバが毎回同じ IPアドレスを取得できるようにするには、以下のように、各アド

レスに一意の名前を割り当てる「A」レコードをさらに 2つ作成します。

Altname1 A <IPAddress1>

Altname2 A <IPAddress2>
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アプライアンスのネットワークステータスを確認する方法

この方法を使用すると、リゾルバはAltname1に対するクエリを送信するときは常に

IPAddress1を取得し、Altname2に対するクエリを送信するときは常に IPAddress2
を取得します。

アプライアンスのネットワークステータスを確認する方

法

ApplianceNetworkStatusCheck.ps1ツールは、Arcserveアプライアンスサーバの現

在のネットワーク状態全体に関する情報を収集し、XML形式でレポートを生成

するために使用されます。このレポートには、ネットワークアダプタ、ネットワークス

イッチ、Hyper-V仮想スイッチ、DHCP ( Dynamic Host Configuration Protocol、動的

ホスト構成プロトコル)、DNS ( Domain Name System、ドメインネームシステム)、
RRAS ( Route and Remote Access Service、ルーティングとリモート アクセスサービ

ス)、およびサーバ上のその他の主要な設定に関する情報が含まれます。

ApplianceNetworkStatusCheck.ps1ツールは、ArcserveアプライアンスサーバUDP
V7.0 Update1で利用可能です。

このツールを使用してアプライアンスサーバのネットワークステータスレポートを生

成するには、以下の手順に従います。

1. 管理者として Arcserveアプライアンスサーバにログインします。

2. コマンド プロンプトを開き、フォルダの場所を入力します。

C:\Program Files\Arcserve\Unified Data Protection\Engine\BIN\Appliance

3. ApplianceNetworkStatusCheck.ps1を実行してレポートを生成します。

#Powershell .\ApplianceNetworkStatusCheck.ps1

ブラウザが開き、アプライアンスサーバのネットワークステータスレポート全体

が表示されます。

208 Arcserveアプライアンスユーザガイド



第11章 :安全に関する注意事項についての理解

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

一般的な安全に関する注意事項 210

電気に関する安全のための注意事項 212

FCCコンプライアンス 213

静電気放電 ( ESD)に関する注意事項 214
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一般的な安全に関する注意事項

一般的な安全に関する注意事項

以下の一般的な安全に関する注意事項に従い、安全に注意を払い、またアプ

ライアンスを障害や誤動作から保護する必要があります。

EMIクラスA機器 (商用機器 )の場合、本装置は家庭用ではなく、商用機

器 ( A) として EMC ( Electromagnetic Compatibility) Registrationに登録されて

います。販売者およびユーザは、この点において注意する必要があります。

A급기기 (업무용방송통신기자재 )

이기기는업무용 (A급 )으로전자파적합기기로서판매자또는사용자는
이점을주의하시기바라며 ,가정외의지역에서사용하는것을목적으로
합니다

注：この注意事項は韓国にのみ適用されます。詳細については、Arcserveサ
ポート ( https://www.arcserve.com/support)までお問い合わせいただくか、

0079885215375 (韓国 )までお電話ください。

アプライアンスに同梱されている内容をチェックして破損がないことを確認しま

す。破損の証拠がある場合は、すべてのパッケージ資材を保持して Arcserve
サポートにご連絡ください：https://www.arcserve.com/support。

アプライアンスを格納するラックユニットの適切な場所を決定します。これは、

よく換気され、ごみなどがない清潔かつ無塵の領域に配置する必要がありま

す。熱、電気的ノイズ、電磁場が生じる場所は避けてください。

また、接地された電源コンセントが少なくとも 1つある場所の近くに配置する

必要があります。モデルによっては、アプライアンスに 1つの電源または冗長電

源装置のいずれかが含まれており、2つの接地されたコンセントが必要になり

ます。

アプライアンスは、限られた場所でのみ使用するものです。

場所に適用される制限の理由および従うべき注意事項について指示

されているユーザまたはサービス担当者からアクセスを得ることができま

す。

アクセスするには、ツールまたはロックおよびキー、セキュリティの別の手

段によって与えられ、その場所に責任を持つ担当者によって制御されま

す。

アプライアンスから取り外した上部のカバーやコンポーネントは、誤って踏むこと

がないようにテーブルの上に置きます。
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一般的な安全に関する注意事項

アプライアンスを使用して作業する際は、ネクタイや袖のボタンを留めていない

シャツなどゆるやかな服装は避けてください。そのような服装は、電子回路に

触れたり、冷却ファンに巻き込まれたりする可能性があります。

宝飾品や金属のものは、金属導体であり、プリント基板 ( PCB)または電流が

流れている場所に接触すると、ショートしたり損傷を生じさせたりする可能性

があるため、身に付けないでください。

アプライアンスの内部にアクセスし、すべての接続が行われたことを確認した

ら、アプライアンスを閉じて、留めねじでラックユニットに固定します。
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電気に関する安全のための注意事項

電気に関する安全のための注意事項

以下の電気安全に関する注意事項に従い、安全に注意を払い、またアプライア

ンスを障害や誤動作から保護する必要があります。

アプライアンス上の電源オン/オフのスイッチの場所と、部屋の緊急電源遮断

スイッチ、切断スイッチ、電源コンセントの場所を確認します。電気的事故が

発生した場合は、アプライアンスから電力を素早く切断することができます。

高電圧の部品を扱う場合は、1人で作業しないでください。

システムの主要部品 (サーバボード、メモリモジュール、DVD-ROM、フロッピー

ドライブなど)を取り外したり配置したりする場合は、必ずアプライアンスから電

力を切断する必要があります(ホット スワップ可能なドライブには必要ありませ

ん)。電力を切断する場合は、最初にオペレーティングシステムでアプライアン

スの電源を切り、次にアプライアンスのすべての電源モジュールから電源コード

のプラグを抜きます。

露出している電子回路の周りで作業する場合、電源切断の制御に慣れて

いる別の担当者が待機し、必要に応じて電源スイッチをオフにする必要があ

ります。

電源がオンになっている電子機器を扱う場合は、片手のみを使用します。こ

れは、完全に閉じられた回路を防ぐためです。完全な回路は電気ショックを

引き起こす可能性があります。金属のツールを使用する場合、電子部品や

回路基板に接触すると簡単に損傷を与える可能性があるため、特に注意し

ます。

感電からの保護として静電気を軽減するために設計されたマットは使用しな

いでください。代わりに、電気絶縁体として特別に設計されているゴムのマット

を使用します。

電源装置の電源コードには、アース端子付きプラグが含まれている必要があ

り、アース接地用コンセントに接続する必要があります。

サーバボード バッテリ：注意 -オンボード バッテリの上下を逆に設置すると、極

性が逆になり、爆発の危険があります。このバッテリは、メーカによって推奨さ

れるのと同じ種類または同等の種類でのみ置き換える必要があります。メー

カの指示に従って使用済みバッテリを破棄します。

DVD-ROMレーザー：注意 -このサーバには、DVD-ROM ドライブが装備されて

いる場合があります。レーザービームへの直接の露出および有害な放射線

被ばくを回避するため、筺体を開いたり、通常とは異なる方法でユニットを使

用したりしないでください。
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FCC コンプライアンス

FCC コンプライアンス

このアプライアンスは、FCC規則のPart 15に準拠しています。以下の条件に従っ

て運用される必要があります。

このアプライアンスは、有害な干渉を引き起こしません

このアプライアンスは、受け取った干渉を受け入れる必要があります(意図し

ない操作を発生させる可能性がある干渉を含む)

注：この機器はテストされ、クラスAのデジタル機器の制限に従っており、FCC規

則のPart 15に準拠していることが検証されています。これらの制限は、機器が商

用目的で運用された場合に有害な干渉に対して適切な保護を提供するように

設計されています。この機器は、電磁波を発生および利用し、外部に放射する

ことがあり、正式な手順に従って設置および使用されない場合は、無線通信に

有害な干渉を引き起こす可能性があります。住宅地域でこの機器を稼働させる

と、有害な干渉が発生する可能性があり、ユーザは自らの費用負担で干渉を是

正する必要があります。
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静電気放電 ( ESD)に関する注意事項

静電気放電 ( ESD)は、異なる電荷の2つの物体が互いに接触することによって

生じます。静電気は、この電荷の違いを中和しようとして発生し、電子部品やプ

リント回路基板に損傷を与える可能性があります。ESDに敏感なデバイスには、

サーバボード、マザーボード、PCIeカード、ドライブ、プロセッサ、メモリカードなどが

あり、特殊な扱いが必要となります。接触する物体の電荷の違いを中和するた

めの努力として、接触前に以下の注意事項に従い、機器を ESDから保護しま

す。

電気絶縁体として特別に設計されているゴムのマットを使用します。感電か

らの保護として静電気を軽減するために設計されたマットは使用しないでくだ

さい。

静電気の放電を防ぐように設計されている接地されたリスト ストラップを使用

します。

帯電または放電 ( ESD)を予防する洋服または手袋を使用します。

すべての部品およびプリント回路基板 ( PCB)は、使用するまで静電気防止

バッグに入れておきます。

基盤を静電気防止バッグから取り出す前に、接地されたメタルオブジェクトに

触れます。

部品または PCBが洋服に触れないようにします。触れた場合は、リスト スト

ラップを装着していても静電気を帯びる可能性があります。

ボードを扱う際は、その端のみに触れるようにします。その部品、周辺チップ、

メモリモジュール、接点に触れないでください。

チップまたはモジュールを扱う場合、そのピンに触れないようにします。

サーバボードおよび周辺機器を使用しない場合は静電気防止バッグに戻し

ます。

接地目的のため、アプライアンスが、電源、ケース、マウント ファスナー、サーバ

ボード間で優れた伝導性を提供することを確認します。
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ファームウェアのバージョンの表示

Arcserveアプライアンス 10000シリーズのファームウェア

のアップグレード

このセクションでは、以下の実行方法について説明しています。

ファームウェアのバージョンの表示

このセクションでは、最新のファームウェアのバージョンを表示する方法について説

明します。

以下の手順に従います。

1. Webブラウザを開き、IPMI (インテリジェント プラットフォーム管理インター

フェース)の静的 IPを入力します。

［ログイン］画面が表示されます。

2. 以下のようにログイン認証情報を入力します。

ユーザ名：ADMIN。

注：ユーザ名は大文字である必要があります。

パスワード：BMCパスワードを入力します。

3. ［ログイン］をクリックします。
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IPMI Webサーバインターフェースが表示されます。

注：BMC/IPMI固有のパスワードは、サーバの前面パネルにある引き出し式

タグで確認できます。BMCパスワードは、BMC/IPMI MACアドレスのすぐ下の

行に記載されています。

［ダッシュボード］画面の［システム］にファームウェアのバージョンが表示されま

す。
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ファームウェアアップグレード パッケージのダウンロード

このセクションでは、最新のファームウェアバージョンをダウンロードする方法につい

て説明します。

以下の手順に従います。

注：Supermico Webサイトから最新のファームウェア更新パッケージをダウンロード

するか、Supermicroサポートにお問い合わせください。

1. Supermicro Webサイトにアクセスします。

2. BMC リストで、サーバ 1U ( X13SEW-F)または 2U ( X13DEI-T) のマザーボー

ド モデルを検索し、ファームウェア更新をダウンロードします。

3. 選択したマザーボード モデルに対応する ［Download Zip 1 ( Zip 1のダウン

ロード) ］をクリックします。

［End User License Agreement (使用許諾契約 ) ］ページが表示されます。

4. ［Accept (同意する) ］をクリックして、ダウンロードを開始します。

ファームウェア更新ファイルがダウンロードされ、システムのローカルに保存さ

れます。

注：ファームウェア更新ファイルの種類は、BMSやBIOSなどのデバイスによっ

て異なります。

ファームウェア更新ファイルが正常にダウンロードされました。
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ファームウェアのアップグレード

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

BMC ファームウェアのアップグレード方法

このセクションでは、BMCファームウェアのアップグレードについて説明します。

以下の手順に従います。

1. Webブラウザを開き、IPMI (インテリジェント プラットフォーム管理インター

フェース)の静的 IPを入力します。

［ログイン］画面が表示されます。

2. 以下のようにログイン認証情報を入力します。

ユーザ名：ADMIN。

注：ユーザ名は大文字である必要があります。

パスワード：BMCパスワードを入力します。

3. ［ログイン］をクリックします。

IPMI Webサーバインターフェースが表示されます。
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注：BMCの一意のパスワードは、サーバシャーシのサービスタグに記載され

ています。BMCパスワードは、IPMI (インテリジェント プラットフォーム管理イ

ンターフェース)のMACアドレスのすぐ下の行に記載されています。

4. ［メンテナンス］> ［Firmware Management (ファームウェア管理 ) ］に移動

します。

5. ［更新］画面で、以下の操作を行います。

a. ［Step 1: Select Type (ステップ 1：タイプの選択 ) ］で、ファイルフォー

マットに［BMC］を選択します。

b. (オプション)必要に応じて、以下の設定の保存オプションを選択し、

［次へ］をクリックします。

Preserve Configuration (設定の保存 ) ：

Preserve SDR ( SDRの保存 ) ：

Preserve SSL certificate ( SSL証明書の保存 ) ：

Backup existing BMC image (既存のBMCイメージをバックアッ

プ) ：

既存のBMCイメージをバックアップするには、［Backup Existing
BMC Image (既存のBMCイメージをバックアップ) ］チェックボッ

クスをオンにします。整合性が失われた場合はいつでも、バック

アップイメージを使用して自動リカバリを実行できます。また、

［インベントリ］ページから BMCを手動で回復することもできま

す。
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c. ［Step 2: Select File (ステップ 2：ファイルの選択 ) ］で、［Select File ( ファ
イルの選択 ) ］をクリックし、ローカルに保存されたファームウェア更新

ファイルを参照して、［アップロード］をクリックします。

注：BMCイメージを含めずに［アップロード］をクリックすると、次のメッ

セージが表示されます：Please select an image file。Click here to
return (イメージファイルを選択してください。ここをクリックして戻りま

す)。

d. ［Step 3: File Version (ステップ 3：ファイルのバージョン) ］で、既存およ

び新規のファームウェアバージョンを確認し、［更新］をクリックします。

注：

ほとんどのファームウェア更新では、システムのプロンプトに従ってマザー

ボードをシャットダウンする必要があります。マザーボードをシャットダウ

ンした後、更新を続行できます。
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ファームウェアBMCの更新処理をキャンセルすると、アップグレードを中

止するかどうかを確認するメッセージが表示されます。［OK］をクリック

するとBMCがリセットされ、「BMC is restarting ( BMCを再起動してい

ます) 」というメッセージが表示されます。データの損失を防ぐため、確

認後、BMCがオンラインに戻るまで電源を切断しないでください。

ファームウェアの更新が完了した後、Webブラウザの更新に時間がか

かる場合があります。ログイン時に再起動メッセージが1 〜 2分間表

示される場合があります。

BMCのファームウェアアップグレードが正常に完了しました。

BIOS ファームウェアのアップグレード方法

BIOS ファームウェアをアップグレードするには、以下の手順に従います。

1. Webブラウザを開き、IPMI (インテリジェント プラットフォーム管理インター

フェース)の静的 IPを入力します。

［ログイン］画面が表示されます。

2. 以下のようにログイン認証情報を入力します。

ユーザ名：ADMIN。

注：ユーザ名は大文字である必要があります。

パスワード：BMCパスワードを入力します。

5. ［ログイン］をクリックします。
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IPMI Webサーバインターフェースが表示されます。

注：BMCの一意のパスワードは、サーバシャーシのサービスタグに記載され

ています。BMCパスワードは、IPMI (インテリジェント プラットフォーム管理イ

ンターフェース)のMACアドレスのすぐ下の行に記載されています。

6. ［メンテナンス］> ［Firmware Management (ファームウェア管理 ) ］に移動

します。

7. ［更新］画面で、以下の操作を行います。
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a. ［Step 1: Select Type (ステップ 1：タイプの選択 ) ］で、ファイルフォー

マットに［BIOS］を選択します。

b. (オプション)必要に応じて、以下の設定の保存オプションを選択し、

［次へ］をクリックします。

Preserve SMBIOS ( SMBIOSの保存 )

Preserve OA ( OAの保存 )

Preserve SMBIOS ( SMBIOSの保存 )

Preserve BIOS Setup Configuration ( BIOSセットアップ設定の保

存 )

Preserve BIOS Setup Password ( BIOSセットアップパスワードの保

存 )

Preserve BIOS Setup Secure Boot Keys ( BIOSセットアップセキュ

アブート キーの保存 )

Preserve BIOS Setup Options Configuration ( BIOSセットアップオ

プション設定の保存 )

Backup Existing BIOS Image (既存のBIOSイメージをバックアッ

プ) ：既存のBIOSイメージをバックアップするには、［Backup
Existing BIOS Image (既存のBIOSイメージをバックアップ) ］
チェックボックスをオンにします。整合性が失われた場合はいつ

でも、バックアップイメージを使用して自動リカバリを実行できま

す。また、［インベントリ］ページから BIOSを手動で回復すること

もできます。

c. 以下のいずれかを選択します。

Next-boot Update (次回の起動時に更新 ) ：BIOSファームウェ

アの更新は、システムの再起動後にスケジュールされます。

注：スケジュールされた次回の起動時の更新をキャンセルする

場合は、［Task List ( タスクリスト ) ］ページの削除オプションを使

用します。

Immediate Update (即時更新 ) ：BIOSファームウェアの更新が

すぐに開始されます。

d. ［Step 2: Select File (ステップ 2：ファイルの選択 ) ］で、［Select File ( ファ
イルの選択 ) ］をクリックし、ローカルに保存されたファームウェア更新

ファイルを参照して、［アップロード］をクリックします。

注：BIOSイメージを含めずに［アップロード］をクリックすると、次のメッ

セージが表示されます：Please select an image file。Click here to
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return (イメージファイルを選択してください。ここをクリックして戻りま

す)。

e. ［Step 3: File Version (ステップ 3：ファイルのバージョン) ］で、既存の

ファームウェアバージョンと新しいファームウェアバージョンを確認し、

［更新］をクリックします。

注：

ほとんどのファームウェア更新では、システムのプロンプトに従ってマザー

ボードをシャットダウンする必要があります。マザーボードをシャットダウ

ンした後、更新を続行できます。

ファームウェアBIOSの更新処理をキャンセルすると、アップグレードを中

止するかどうかを確認するメッセージが表示されます。［OK］をクリック

するとBIOSがリセットされ、「BIOS is restarting ( BIOSを再起動してい

ます) 」というメッセージが表示されます。データの損失を防ぐため、確

認後、BIOSがオンラインに戻るまで電源を切断しないでください。
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ファームウェアの更新が完了した後、Webブラウザの更新に時間がか

かる場合があります。ログイン時に再起動メッセージが1 〜 2分間表

示される場合があります。

BIOSのファームウェアアップグレードが正常に完了しました。

更新されたファームウェアの確認

このセクションでは、ファームウェア更新の進捗状況を確認する方法について説明

します。

以下の手順に従います。

1. IPMI Webサイトにログインします。

2. ［メンテナンス］> ［Task List ( タスクリスト ) ］に移動します。

［Task List ( タスクリスト ) ］画面に、システムで実行されているメンテナンス処

理が表示されます。

3. ログを確認し、ファームウェア更新のステータスと進捗状況を確認します。

［Task List ( タスクリスト ) ］画面には、ファームウェア更新ジョブの以下の詳

細が表示されます。

Health Status (健全性ステータス) ：現在のタスクの健全性ステータス

が表示されます。

Task Name ( タスク名 ) ：タスクの名前が表示されます。

状態：現在の状態の値 (実行中、完了、または失敗 )が表示されま

す。

進捗状況：現在実行中のタスクの進捗状況が表示されます。

注：管理者は、保留中のBMCおよび BIOSファームウェアの更新をキャンセ

ルできます。キャンセルするには、［Task List ( タスクリスト ) ］の下の［Abort
pending Task (保留中のタスクを中止 ) ］オプションをクリックします。
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第11章 : Arcserveアプライアンス 9000シリーズのファー

ムウェアのアップグレード

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

Arcserveアプライアンス 9000シリーズのBIOSファームウェアのアップグレード 226

Arcserveアプライアンス 9000シリーズの iDRACファームウェアのアップグレード 232

Arcserveアプライアンス 9000シリーズのBIOS ファーム

ウェアのアップグレード

このセクションでは、以下について説明しています。

ファームウェアのバージョンの表示

このセクションでは、最新のファームウェアのバージョンを表示する方法について説

明します。

以下の手順に従います。

1. Webブラウザを開き、IPMI (インテリジェント プラットフォーム管理インター

フェース)の静的 IPを入力します。

［ログイン］画面が表示されます。

2. 以下のようにログイン認証情報を入力します。

ユーザ名：ADMIN。

注：ユーザ名は大文字である必要があります。

パスワード：BMCパスワードを入力します。

3. ［ログイン］をクリックします。
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IPMI Webサーバインターフェースが表示されます。

注：BMC/IPMI固有のパスワードは、サーバの前面パネルにある引き出し式

タグで確認できます。BMCパスワードは、BMC/IPMI MACアドレスのすぐ下の

行に記載されています。

［ダッシュボード］画面の［システム］にファームウェアのバージョンが表示されま

す。
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方法 1：iDRAC Webインターフェースから BIOS ファーム

ウェアのバージョンを表示する

以下の手順に従います。

1. iDRAC Webインターフェースに移動します。

2. ログインするには、以下のように入力します。

ユーザ名：root

パスワード：ARCADMIN

iDRACダッシュボード ページには、BIOSファームウェアバージョンを含む

システム情報が表示されます。

方法 2：BIOS Arcserve Appliance 9000シリーズから

BIOS ファームウェアバージョンを表示する

以下の手順に従います。

228 Arcserveアプライアンスユーザガイド



Arcserveアプライアンス 9000シリーズのBIOS ファームウェアのアップグレード

1. システムが起動したら、F11キーを押してセットアップに入ります。

2. BIOSバージョンを表示するには［System Setup］-［iDRAC Settings］または

［System BIOS］に移動します。

このページにはファームウェアのバージョンが表示されます。

BIOSの更新されたパッケージのダウンロード

DellのWebサイトから特定のArcserveアプライアンス 9000シリーズモデルの最新

のBIOS ファームウェアパッケージをダウンロードするか、Arcserveサポートにお問い

合わせください。

BIOSのアップグレード

以下の手順に従います。
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1. アップグレード パッケージを Arcserveアプライアンス 9000シリーズのローカル

ディスクにコピーします。

2. アップグレード パッケージを起動し、画面の指示に従ってアップグレードを

完了します。

3. 更新を完了するには、システムを再起動します。

注：アップグレード プロセスを開始する前に、すべてのアプリケーションが閉じ

られていることを確認してください。

更新されたファームウェアの確認

このセクションでは、ファームウェア更新の進捗状況を確認する方法について説明

します。

以下の手順に従います。

1. IPMI Webサイトにログインします。

2. ［メンテナンス］> ［Task List ( タスクリスト ) ］に移動します。
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［Task List ( タスクリスト ) ］画面に、システムで実行されているメンテナンス処

理が表示されます。

3. ログを確認し、ファームウェア更新のステータスと進捗状況を確認します。

［Task List ( タスクリスト ) ］画面には、ファームウェア更新ジョブの以下の詳

細が表示されます。

Health Status (健全性ステータス) ：現在のタスクの健全性ステータス

が表示されます。

Task Name ( タスク名 ) ：タスクの名前が表示されます。

状態：現在の状態の値 (実行中、完了、または失敗 )が表示されま

す。

進捗状況：現在実行中のタスクの進捗状況が表示されます。

注：管理者は、保留中のBMCおよび BIOSファームウェアの更新をキャンセ

ルできます。キャンセルするには、［Task List ( タスクリスト ) ］の下の［Abort
pending Task (保留中のタスクを中止 ) ］オプションをクリックします。

システムログを使用して更新された BIOSを確認する

以下の手順に従います。

1. iDRACにログインし、［Maintenance］-［SupportAssist］-［Start a Collection］
に移動します。

2. ログを確認し、更新プロセス中にエラーがないことを確認します。
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Arcserveアプライアンス 9000シリーズの iDRAC ファームウェアのアップグレード

iDRAC Webインターフェースまたは BIOSから更新され

た BIOSを確認する

iDRAC Webインターフェースにログインするか、システムBIOSに入って、更新された

BIOSファームウェアバージョンを確認します。

Arcserveアプライアンス 9000シリーズの iDRAC ファーム

ウェアのアップグレード

このセクションでは、以下について説明しています。

iDRAC ファームウェアバージョンの表示

iDRACファームウェアバージョンを表示するには、以下の方法の方法のいずれかを

使用します。

方法 1：iDRAC Webインターフェースから iDRACファームウェアのバージョンを

表示する

方法 2：BIOS Arcserve Appliance 9000シリーズから iDRACファームウェアの

バージョンを表示する

iDRAC Webインターフェースから iDRAC ファームウェアの

バージョンを表示する

iDRAC Webインターフェースから iDRACファームウェアのバージョンを表示するには、

iDRAC Webインターフェースにログインします。

注：デフォルトのパスワードをすぐに変更することを強くお勧めします。デフォルトの

パスワードを変更する場合は、「iDRACパスワードを変更する方法」を参照してく

ださい。
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Arcserveアプライアンス 9000シリーズの iDRAC ファームウェアのアップグレード

iDRACダッシュボードには、iDRACファームウェアバージョンを含むシステム情報が表

示されます。

方法 2：BIOS Arcserve Appliance 9000シリーズから

iDRAC ファームウェアのバージョンを表示する

以下の手順に従います。

1. システムが起動したら、F11キーを押してセットアップに入ります。

2. iDRACバージョンを表示するには［System Setup］-［iDRAC Settings］または

［System BIOS］に移動します。
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Arcserveアプライアンス 9000シリーズの iDRAC ファームウェアのアップグレード

このページにはファームウェアのバージョンが表示されます。

iDRACパスワードの変更方法

このセクションでは、iDRACパスワードの変更方法について説明します。

以下の手順に従います。

1. 現在のパスワードで iDRACにログインします。

2. ［iDRACの設定］に移動し、［ユーザ］を選択します。

3. ［iDRACの設定］ページで、［Local Users (ローカルユーザ) ］ドロップダウン

ボックスをクリックし、［編集］ボタンをクリックします。

［Edit User (ユーザの編集 ) ］ダイアログボックスが表示されます。

4. ［ユーザ環境設定］タブで、新しいパスワードを入力し、確認のためにもう

一度入力して、［保存］をクリックします。

注：ユーザの役割は管理者のままにしておくことをお勧めします。
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Arcserveアプライアンス 9000シリーズの iDRAC ファームウェアのアップグレード

iDRACパスワードが正常に変更されました。

iDRACの更新されたパッケージのダウンロード

DellのWebサイトから特定のArcserveアプライアンス 9000シリーズモデルの最新

の iDRAC ファームウェアパッケージをダウンロードするか、Arcserveサポートにお問い

合わせください。

iDRACのアップグレード

以下の手順に従います。

1. アップグレード パッケージを Arcserveアプライアンス 9000シリーズのローカル

ディスクにコピーします。

2. アップグレード パッケージを起動し、画面の指示に従ってアップグレードを

完了します。

注：アップグレード プロセスを開始する前に、すべてのアプリケーションが閉じ

られていることを確認してください。
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3. アップグレード プロセス中、iDRACと仮想コンソールが数分間切断されま

す。iDRACにログインし、仮想コンソールを再起動します。これでアップグ

レードが完了しました。

更新された iDRACの確認

以下の方法のいずれかを使用します。

システムログを使用して更新された iDRACを確認する

iDRAC Webインターフェースまたは BIOSから更新された iDRACを確認する

システムログを使用して更新された iDRAC を確認す

る

以下の手順に従います。
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Arcserveアプライアンス 9000シリーズの iDRAC ファームウェアのアップグレード

1. iDRACにログインし、［Maintenance］>［SupportAssist］> ［Start a
Collection］に移動します。

2. ログを確認し、更新プロセス中にエラーがないことを確認します。

iDRAC Webインターフェースまたは iDRACから更新さ

れた BIOSを確認する

iDRAC Webインターフェースにログインするか、システムBIOSに入って、更新された

BIOSファームウェアバージョンを確認します。
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ArcserveアプライアンスXシリーズのBIOS ファームウェアのアップグレード

Arcserveアプライアンス Xシリーズのファームウェアの

アップグレード

このセクションでは、以下について説明しています。

Arcserveアプライアンス XシリーズのBIOS ファームウェ

アのアップグレード

このセクションでは、以下について説明しています。

BIOS ファームウェアバージョンの表示

BIOSファームウェアバージョンを表示するには、以下の方法の方法のいずれかを

使用します。

方法 1：iDRAC Webインターフェースから BIOSファームウェアのバージョンを表

示する

方法 2：BIOS Arcserveアプライアンス Xシリーズから BIOSファームウェアバー

ジョンを表示する

方法 1：iDRAC Webインターフェースから BIOS ファーム

ウェアのバージョンを表示する

以下の手順に従います。

1. iDRAC Webインターフェースに移動します。

2. ログインするには、以下のように入力します。

ユーザ名：root

パスワード：ARCADMIN
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ArcserveアプライアンスXシリーズのBIOS ファームウェアのアップグレード

iDRACダッシュボード ページには、BIOSファームウェアバージョンを含む

システム情報が表示されます。

方法 2：BIOS Arcserveアプライアンス Xシリーズから

BIOS ファームウェアバージョンを表示する

以下の手順に従います。

1. システムが起動したら、F11キーを押してセットアップに入ります。

2. BIOSバージョンを表示するには［System Setup］-［iDRAC Settings］または

［System BIOS］に移動します。
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ArcserveアプライアンスXシリーズのBIOS ファームウェアのアップグレード

このページにはファームウェアのバージョンが表示されます。

BIOSの更新されたパッケージのダウンロード

DellのWebサイトから特定のArcserveアプライアンス Xシリーズモデルの最新の

BIOS ファームウェアパッケージをダウンロードするか、Arcserveサポートにお問い合

わせください。

BIOSのアップグレード

以下の手順に従います。

1. アップグレード パッケージを Arcserveアプライアンス Xシリーズのローカル

ディスクにコピーします。

2. アップグレード パッケージを起動し、画面の指示に従ってアップグレードを

完了します。

3. 更新を完了するには、システムを再起動します。
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注：アップグレード プロセスを開始する前に、すべてのアプリケーションが閉じ

られていることを確認してください。

更新された BIOSの確認

以下の方法のいずれかを使用します。

システムログを使用して更新された BIOSを確認する

iDRAC Webインターフェースまたは BIOSから更新された BIOSを確認する

Arcserveアプライアンス Xシリーズの iDRAC ファームウェ

アのアップグレード

このセクションでは、以下について説明しています。

iDRAC ファームウェアバージョンの表示

iDRACファームウェアバージョンを表示するには、以下の方法の方法のいずれかを

使用します。

方法 1：iDRAC Webインターフェースから iDRACファームウェアのバージョンを

表示する

方法 2：BIOS Arcserveアプライアンス Xシリーズから iDRACファームウェア

バージョンを表示する

方法 1：iDRAC Webインターフェースから iDRAC ファー

ムウェアのバージョンを表示する

以下の手順に従います。
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1. iDRAC Webインターフェースに移動します。

2. ログインするには、以下のように入力します。

ユーザ名：root

パスワード：ARCADMIN

iDRACダッシュボードには、iDRACファームウェアバージョンを含むシステム情

報が表示されます。

方法 2：BIOS Arcserveアプライアンス Xシリーズから

iDRAC ファームウェアバージョンを表示する

以下の手順に従います。
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1. システムが起動したら、F11キーを押してセットアップに入ります。

2. iDRACバージョンを表示するには［System Setup］-［iDRAC Settings］または

［System BIOS］に移動します。

このページにはファームウェアのバージョンが表示されます。

iDRACの更新されたパッケージのダウンロード

DellのWebサイトから特定のArcserveアプライアンス Xシリーズモデルの最新の

iDRAC ファームウェアパッケージをダウンロードするか、Arcserveサポートにお問い合

わせください。

iDRACのアップグレード

以下の手順に従います。
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1. アップグレード パッケージを Arcserveアプライアンス Xシリーズのローカル

ディスクにコピーします。

2. アップグレード パッケージを起動し、画面の指示に従ってアップグレードを

完了します。

注：アップグレード プロセスを開始する前に、すべてのアプリケーションが閉じ

られていることを確認してください。

3. アップグレード プロセス中、iDRACと仮想コンソールが数分間切断されま

す。iDRACにログインし、仮想コンソールを再起動します。これでアップグ

レードが完了しました。

更新された iDRACの確認

以下の方法のいずれかを使用します。

システムログを使用して更新された iDRACを確認する

iDRAC Webインターフェースまたは BIOSから更新された iDRACを確認する
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第12章 : トラブルシューティング

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

Linuxバックアップサーバにコンソールから接続できない 246

別のアプライアンスから Arcserveアプライアンスのバックアップを実行すると重複ノード
がレポートされる 247

Linuxバックアップサーバがネットワーク内のノードと通信できない 248

Linuxバックアップサーバがネットワーク DNSサフィックスを取得できない 250

アプライアンスのデフォルトのタイムゾーン 251

ライセンスが利用可能な場合でもライセンスエラーが発生する 252
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Linuxバックアップサーバにコンソールから接続できない

Linuxバックアップサーバにコンソールから接続できない

現象

Arcserve UDPコンソールから Linuxバックアップサーバに接続しようとすると、接続

に失敗して赤色のマークが表示されます。

解決策

Linuxバックアップサーバにコンソールから接続できない場合、接続のトラブル

シューティングを行って問題を特定することができます。

接続の問題のトラブルシューティングを行う方法

1. Hyper-Vマネージャを起動し、Linuxバックアップサーバの仮想マシンに接続

してログインします。

2. 以下のコマンドを実行します。

service network restart

3. Linuxバックアップサーバに割り当てられている IPアドレスが192.168.10.2で
あることを確認します。確認するには、次のコマンドを実行します。

ifconfig

4. IPアドレスが192.168.10.2である場合は、Arcserve UDPコンソールに移動

し、接続しようとしている Linuxバックアップサーバノードを更新します。

5. IPアドレスが192.168.10.2でない場合は、「DHCP Microsoft管理コンソール

( MMC)からのトラブルシューティング」の手順に従います。

DHCP Microsoft管理コンソール( MMC)からのトラブルシューティング

重要：DHCPサーバサービスが、アプライアンス上で適切に実行されていることを確

認します。

1. ［サーバマネージャ］-［ツール］-［DHCP］から DHCP MMCを起動します。

2. Linuxサーバノード、IPV4、スコープを展開し、192.168.10.0 という名前のス

コープがその下に存在することを確認します。

3. ［アドレスのリース］を展開し、他のリースレコードの存在を削除します。

4. Linuxバックアップサーバにログインし、以下のコマンドを実行します。

service network restart

5. Arcserve UDPコンソールに移動し、接続しようとしている Linuxバックアップ

サーバノードを更新します。

Linuxバックアップサーバにコンソールから接続できるようになりました。
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別のアプライアンスから Arcserveアプライアンスのバックアップを実行すると重複ノードがレポートされる

別のアプライアンスから Arcserveアプライアンスのバック

アップを実行すると重複ノードがレポートされる

現象

アプライアンスAからアプライアンス Bをバックアップすると、アクティビティログに以下

の警告メッセージが表示されます。

"The following nodes are duplicated: Appliance_B, Appliance_A. As a result, they
have the same agent identifier and may cause unexpected results. This duplicate
node problem can be caused if the node was added using a different node name
(such as the DNS name or IP address), or if some machines were set up by cloning
from one to another." (次のノードが重複しています：Appliance_B、Appliance_A。
その結果、これらのノードに同じエージェント識別子が指定され、予期しない結果

が生じる可能性があります。異なるノード名 ( DNS名や IPアドレスなど)を使用し

てノードが追加された場合や、別のマシンのクローンを作成してマシンがセットアッ

プされた場合に、この重複ノードの問題が発生する可能性があります。)

ケース 1：アプライアンス BがRPS としてアプライアンス AのUDP コンソールに追加

されます。

例：アプライアンス Bから、UDPウィザードを使用してアプライアンスを設定し、［こ
のアプライアンスは、別のArcserve UDPコンソールによって管理される Arcserve
UDP復旧ポイント サーバのインスタンスとして機能します］を選択できます。

解決策

1. UDPコンソールの［RPS］ペインからアプライアンス Bのノード内のデータストアを

停止します。

2. アプライアンス Bにログインし、[HKEY_LOCAL_
MACHINE\SOFTWARE\CA\ARCserve Unified Data Protection\Engine]の下に

あるノード IDのレジストリキーを削除します。

3. アプライアンス Bのノードから Arcserve UDPエージェント Webサービスを再起

動します。

4. アプライアンス Bのノードから Arcserve UDP RPSデータストアサービスを再起

動します。

5. UDPコンソールから、［ノード］-［すべてのノード］ペインに移動して、アプライア

ンス Bのノードを更新します。

6. ［復旧ポイント サーバ］ペインに移動して、アプライアンス Bのノードを更新し

ます。

7. アプライアンス BのRPSに元のバックアップ先を設定して、既存のデータストア

をインポートします。
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Linuxバックアップサーバがネットワーク内のノードと通信できない

ケース 2：アプライアンス Bがエージェント ノードとしてのみ、アプライアンス Aの

UDP コンソールに追加されます。

たとえば、あるプランでは、アプライアンスAのUDPコンソール上にあるエージェント

ベースのバックアップタスクを使用してアプライアンス Bを保護します。

1. アプライアンス Bにログインし、[HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Arcserve
Unified Data Protection\Engine]の下にあるノード IDのレジストリキーを削除

します。

2. アプライアンス Bから Arcserve UDPエージェント サービスを再起動します。

3. UDPコンソールから、［ノード］-［すべてのノード］ペインに移動して、アプライア

ンス Bからのノードを更新します。

Linuxバックアップサーバがネットワーク内のノードと通

信できない

現象

Linuxバックアップサーバが、ネットワーク内のどのノードとも通信できません。

解決策

アプライアンスのWindows Serverがネットワーク内のどのノードとも通信できない場

合、Linuxバックアップサーバもどのノードとも通信できません。

以下の手順に従います。

1. アプライアンスのWindows Serverからノードにアクセスできるかを確認します。

2. 以下の場所に移動して、ネットワークアダプタ LinuxBkpSvrが存在しているか

を確認します。

［コントロール パネル］- ［ネットワークとインターネット］-［ネットワーク接続］

3. LinuxBkpSvrが存在しない場合、以下の場所に移動し、フラグファイル

adapterNameChanged.flagが存在するかを確認します。

C:\Program Files\Arcserve\Unified Data
Protection\Engine\BIN\Appliance

存在する場合は、adapterNameChanged.flagファイルを削除します。

4. 以下に示すように、すべての利用可能なネットワークインタフェースと

LinuxBkpSvrが、NATに追加されていることを確認します。

すべてのネットワークインタフェースと LinuxBkpSvrがすでに一覧内にある場合

は、別の物理ネットワークインターフェースが異なるサブネットワークに接続さ

れているかどうかを確認します。このアクションにより、Linuxバックアップサーバ

の通信問題が解決します。
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Linuxバックアップサーバがネットワーク内のノードと通信できない

すべてのネットワークインターフェースおよび LinuxBkpSvrが一覧に表示された

ら、後続の手順に進みます。

5. 以下の場所で、ファイルdhcpdone.flagを削除します。

C:\Program Files\Arcserve\Unified Data
Protection\Engine\BIN\Appliance

6. 以下に示すように、コマンドラインにフォルダC:\Program
Files\Arcserve\Unified Data Protection\Engine\BIN\Applianceを入力し、

resetdhcp.ps1を実行します。

C:\Program Files\Arcserve\Unified Data
Protection\Engine\BIN\Appliance>powershell .\resetdhcp.ps1

スクリプトが正常に実行されると、Linuxバックアップサーバの通信問題が解決

されます。
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LinuxバックアップサーバがネットワークDNSサフィックスを取得できない

Linuxバックアップサーバがネットワーク DNSサフィックス

を取得できない

アプライアンスサーバに静的 IPアドレスを設定した場合、ネットワークサービスを

再起動した後に Linuxバックアップサーバがネットワーク DNSサフィックスを正しく取

得できません。この問題によって、LinuxバックアップサーバとUDPコンソールの間の

通信に問題が発生します。通信の問題により、この Linuxバックアップサーバを使

用して Linux ノードを保護することができなくなります。

現象

Linuxバックアップサーバのステータスが、UDPコンソール上で切断状態のままにな

ります。［ノードの更新］を実行しても Linuxバックアップサーバは正常に更新され

ず、黄色の警告アイコンは緑色に変化しません。この問題は、アプライアンスサー

バに静的 IPアドレスを設定した場合に、Linuxバックアップサーバがネットワーク

DNSサフィックスを正しく取得できないために発生します。

解決策

この問題を解決するには、Linuxマシンの file/etc/resolv.confを直接更新して正し

いDNSサフィックスを追加します。
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アプライアンスのデフォルトのタイムゾーン

アプライアンスのデフォルトのタイムゾーン

現象

デフォルトのタイムゾーンは、最初にアプライアンスの電源をオンにしたときに選択

した地域に関係なく、( UTC+05:30)チェンナイ、コルカタ、ムンバイ、ニューデリーに

なります。

解決策

タイムゾーンを変更するには、［Arcserve Backupアプライアンスウィザード］に移動

し、［編集］をクリックして、［日付と時刻］を設定します。
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ライセンスが利用可能な場合でもライセンスエラーが発生する

ライセンスが利用可能な場合でもライセンスエラーが

発生する

ライセンスがある場合でもアプライアンスで発生するライセンス関連のエラーの詳細

については、リンクを参照してください。
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ネットワーク構成に関する推奨事項

ネットワーク構成に関する推奨事項

複数のネットワークインターフェースを実稼働環境で接続する場合は、各

ネットワークアダプタが異なるサブネットワークに接続されていることを確認し

ます。

保護する実稼働環境で Linux ノードが利用できない場合は、アプライアン

ス上のVM Linux-BackupSvrおよびDHCPサーバサービスを停止することをお

勧めします。

詳細については、「DHCPサーバを無効にする方法」を参照してください。

アプライアンスとエージェント ノードが共に同一サブネットワーク上でオンライ

ンの状態にあり、複数のネットワークインターフェースがアプライアンス内の同

一サブネットワークに接続されている場合、アプライアンスとエージェント ノー

ド間で接続の問題が発生します。

現象

アプライアンスとエージェント ノードが共に同一サブネットワーク上でオンライ

ンの状態にある場合、以下の事象が発生することがあります。

Arcserve UDPコンソールで、エージェント ノードにプランを展開すると、

以下のエラーメッセージが表示されます。

以下のようにエージェント ノードのバックアップジョブが失敗します。

アプライアンスからエージェント ノードにpingを送信し、次のようにエー

ジェント ノードが接続されているかどうかを確認します。
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ネットワーク構成に関する推奨事項

エージェント ノードから pingアプライアンスホスト名を実施し、アプライ

アンスは以下のように接続されていません。

解決策

アプライアンスとエージェント ノードの間の接続の問題を解決するには、以

下の手順のいずれかを実行します。

実稼働環境で Linux ノードが利用できない場合、アプライアンス上の

DHCPサーバサービスを停止し、問題が解決されるかどうかを確認し

ます。

詳細については、「DHCPサーバを無効にする方法」を参照してくださ

い。

アプライアンスおよびエージェント ノードで、以下の手順を実行しま

す。

アプライアンスで実行する手順

1. DOSコマンド プロンプトから ipconfig/allを実行し、アプライアン

ス上で利用可能な IPv4アドレスを取得します。

2. DOSコマンド プロンプトから Route Printを実行し、IPv4ルート

テーブルを取得し、以下のように、アプライアンス上で利用可
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ネットワーク構成に関する推奨事項

能なすべての IPv4アドレスの順番のリストを記録します。

エージェント ノードで実行する手順

1. DOSコマンド プロンプトから、次のように、エージェント ノードに

接続しているアプライアンスの最初の IPv4を取得するため、

上記の順序に従って、アプライアンスの利用可能な各 IPv4ア
ドレスにpingを送信してみます。

2. ファイルC:\Windows\System32\drivers\etc\hostsを編集し、上

記で取得した IPv4アプライアンスホスト名 ペアのレコードを追

加して、ファイルを保存します。
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PowerShell コマンドレットによるWindows Defenderのベストプラクティス

PowerShell コマンドレットによるWindows Defenderの
ベストプラクティス

Defenderコマンドレットは、以下のコマンドを使用して取得することができます。

PS C:\> (Get-MpPreference).ExclusionPath

Defenderの除外パスを取得します。

PS C:\> (Get-MpPreference).ExclusionProcess

Defenderの除外プロセスを取得します。

PS C:\> Add-MpPreference –ExclusionPath “full_path_of_the_folder_or_file”

除外リストにフォルダまたはファイルを除外します。

PS C:\> Add-MpPreference –ExclusionProcess “full_path_of_executable_
programs”

プロセスによって開かれているファイルを除外します。

PS C:\> Remove-MpPreference –ExclusionPath “full_path_of_the_folder”

除外リストからフォルダを削除します。

プリインストールされた Linuxバックアップサーバを外部

ネットワークに設定する

以下の手順に従います。

1. DHCPサーバを無効化します。詳細については、「DHCPサーバを無効にす

る方法」を参照してください。

2. Linuxバックアップサーバネットワークを外部ネットワークに設定するには、

以下の手順に従います。

a. Hyper-Vマネージャを開きます。

b. 新しい外部仮想ネットワークスイッチを作成します。

c. 新しく作成した外部仮想ネットワークスイッチを使用するように Linux
バックアップサーバVMネットワークアダプタの設定を変更します。

d. Linuxバックアップサーバのネットワーク設定を確認し、外部仮想ネッ

トワークスイッチを介して IPアドレスとDNSが取得されていることを確

認します。

e. 元の Linuxバックアップサーバを UDPコンソールから削除します。
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ボリュームをまたぐデデュプリケーションデータストアを作成するためのベスト プラクティス

f. 以下の情報を使用して、Linuxバックアップサーバを UDPコンソールに

再度追加します。

ホスト名：Linux-BackupSvr

ポート：8014

ボリュームをまたぐデデュプリケーションデータストアを作

成するためのベスト プラクティス

コマンド ラインツールである as_gddmgr.exeを使用すると、ボリュームをまたぐデータ

パスをさらに追加して、既存のデデュプリケーションデータストアのストレージ容量

を拡張できます。

ボリュームをまたぐデデュプリケーションデータストアを作成するには、以下の手順

を実行します。

1. Arcserve UDPコンソールユーザインターフェースにログインし、拡張データ

パスなしでデデュプリケーションデータストアを作成します。詳細について

は、「データストアの追加」を参照してください。

2. データストアを停止します。詳細については、「データストアの停止」を参

照してください。

3. コマンド プロンプトを開き、以下のコマンドを入力して、データストアの現

在のパス構成を表示します。

as_gddmgr.exe -DataPath Display <データストア名>

以下のサンプルデータストアには、X:\volume上のプライマリデータパスが1
つ含まれています。

4. デデュプリケーションデータストアのストレージ容量を拡張するには、以下

のコマンドを入力します。

as_gddmgr.exe –DataPath Add <データストア名> -NewDataPath <新規データフォ

ルダ>

注：プライマリパスとすべての拡張パスが同じボリューム上にないことを確認

してください。

以下のサンプルデータストアには、X:\volume上の拡張データパスが1つ含

まれています。
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ボリュームをまたぐデデュプリケーションデータストアを作成するためのベスト プラクティス

5. 必要に応じて手順 4を繰り返します。

6. Arcserve UDPコンソールユーザインターフェースに戻り、データストアを起

動します。詳細については、「データストアの起動」を参照してください。

注：同様のディスクパーティションを持つUDPアプライアンス上のバックアップデータ

ストアをインポートすることをお勧めします。
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第14章 :使用条件

この製品の一部には、サード パーティのソフトウェアプロバイダによって開発された

ソフトウェアが含まれています。以下のセクションに、このサード パーティソフトウェア

に関する情報を示します。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

PuTTY
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PuTTY

PuTTY

この製品に含まれている「PuTTY」コンポーネントの詳細を以下に示します。

コン

ポーネ

ント名

PuTTY

コン

ポーネ

ント ベ

ンダ

Simon Tathamによって最初に開発されました。

コン

ポーネ

ント

バー

ジョン

0.64

リーガ

ルコメ

ント

http://www.chiark.greenend.org.uk/~sgtatham/putty/licence.html

プロ

ジェク

ト名

Appliance Rhodium

コン

ポーネ

ント タ

イプ

オープンソース

ソース

コード

URL
http://the.earth.li/~sgtatham/putty/0.64/

必要

なプ

ラット

フォー

ム

Windows 2012 R2、Windows 2016、Windows 2019

コン

ポーネ

ント

URL

http://the.earth.li/~sgtatham/putty/0.64/x86/

コン

ポーネ

ント

バー

ジョン

URL

http://the.earth.li/~sgtatham/putty/0.64/x86/
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PuTTY

説明
アプライアンスマシン上で、putty.exeを使用して Linuxバックアップサーバと通信

し、システムロケールとUDP Linuxロケールを変更します。

機能 アプライアンス

ライセ

ンステ

キスト

http://www.chiark.greenend.org.uk/~sgtatham/putty/licence.html

PuTTYの著作権は Simon Tathamが有しています( 1997-2019)。

部分著作権 Robert de Bath、Joris van Rantwijk、Delian Delchev、Andreas Schultz、
Jeroen Massar、Wez Furlong、Nicolas Barry、Justin Bradford、Ben Harris、Malcolm
Smith、Ahmad Khalifa、Markus Kuhn、Colin Watson、Christopher Staite、Lorenz
Diener、Christian Brabandt、Jeff Smith、Pavel Kryukov、Maxim Kuznetsov、
Svyatoslav Kuzmich、Nico Williams、Viktor Dukhovni、および CORE SDI S.A。

このソフトウェアおよび関連する文書ファイル(以下「ソフトウェア」)を入手したすべ

ての人は、このソフトウェアを制限なしに使用することが無償で許諾されています。

これには、ソフトウェアの使用、複製、変更、結合、発行、配布、サブライセンスお

よび販売についての制限なしの権利が含まれます。また、このソフトウェアを提供す

る相手に対してそのような行為を許可することも許諾されています。この許諾は次

の条件を前提としています。

上記の著作権に関する通知およびこの許諾通知は、ソフトウェアの複製物および

実質的な部分のすべてに含めてください。

本ソフトウェアは「現状のまま」で、明示であるか暗黙であるかを問わず、何らの保

証もなく提供されます。ここでいう保証とは、商品性、特定の目的への適合性、お

よび権利非侵害についての保証も含みますが、それに限定されるものではありませ

ん。著作権者は、契約行為、不法行為、またはそれ以外であろうと、ソフトウェア

に起因または関連し、あるいはソフトウェアの使用またはその他の扱いによって生じ

る一切の請求、損害、その他の義務について何らの責任も負わないものとしま

す。

著作

権テキ

スト

http://www.chiark.greenend.org.uk/~sgtatham/putty/licence.html

PuTTYの著作権は Simon Tathamが有しています( 1997-2019)。

部分著作権 Robert de Bath、Joris van Rantwijk、Delian Delchev、Andreas Schultz、
Jeroen Massar、Wez Furlong、Nicolas Barry、Justin Bradford、Ben Harris、Malcolm
Smith、Ahmad Khalifa、Markus Kuhn、Colin Watson、Christopher Staite、Lorenz
Diener、Christian Brabandt、Jeff Smith、Pavel Kryukov、Maxim Kuznetsov、
Svyatoslav Kuzmich、Nico Williams、Viktor Dukhovni、および CORE SDI S.A。

このソフトウェアおよび関連する文書ファイル(以下「ソフトウェア」)を入手したすべ

ての人は、このソフトウェアを制限なしに使用することが無償で許諾されています。

これには、ソフトウェアの使用、複製、変更、結合、発行、配布、サブライセンスお

よび販売についての制限なしの権利が含まれます。また、このソフトウェアを提供す

る相手に対してそのような行為を許可することも許諾されています。この許諾は次

の条件を前提としています。

上記の著作権に関する通知およびこの許諾通知は、ソフトウェアの複製物および

実質的な部分のすべてに含めてください。

本ソフトウェアは「現状のまま」で、明示であるか暗黙であるかを問わず、何らの保

証もなく提供されます。ここでいう保証とは、商品性、特定の目的への適合性、お

よび権利非侵害についての保証も含みますが、それに限定されるものではありませ
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PuTTY

ん。著作権者は、契約行為、不法行為、またはそれ以外であろうと、ソフトウェア

に起因または関連し、あるいはソフトウェアの使用またはその他の扱いによって生じ

る一切の請求、損害、その他の義務について何らの責任も負わないものとしま

す。

使用

目的

アプライアンスマシン上で、putty.exeを使用して Linuxバックアップサーバと通信

し、システムロケールとUDP Linuxロケールを変更します。

必要

な変

更

x
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